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　　　プロローグ／グッドモーニングベル。

　　　prologue:GOOD MORNING BELL




　　　　♪




　──心には、魔ま法ほうのドアがある。




　誰だれかが云いった言葉だ。

　そのドアは、ひとそれぞれで、いろんな色や形や大きさをしている。

　開けば、何ど処こにつながっているのか。

　閉じれば、何を隠かくそうとしているのか。

　それも、ひとそれぞれ。

　魔法のドアは、心の中の世界と、外の世界をつなげている。

　開けば、誰かの心につながる。

　閉じれば、誰かから心を閉ざす。




　いま、魔法のドアを開いてみよう。

　いま、魔法のドアを閉じてみよう。




　さっき聴きこえた音は、誰かが心をノックした音だ。

　トントントン、

　トントントン……、

　さっき聞こえた音は、誰かが心を閉ざした音だ。

　がちゃん、

　がちゃん、

　がちゃん……、




　ドアの向こうに何があるのか、キミもたぶん、知らないだけなんだ。

　なら、そうだ。

　開いてみよう。

　時計とけいを持ったうさぎが、いま、動きだす。

　走りだす。

「不ふ思し議ぎの国まで。」

　どれくらい？

　どのくらい？

　不ふ思し議ぎの国へ行くよ。

　キミの世界さ。

　何ど処こにもない、誰だれも知らない、キミの世界へ。

　魔ま法ほうのドアは、つながっている。

　心と心。

　世界と世界。

　もしか、心を閉ざすなら、おびえないで。

　ドアの内側の世界も、キミの世界だから。

　もしか、その世界に、青空が広がっているなら、

　灰はい色いろの空が広がっていても、魔法のハサミで切り取って。

　真四角に。

　そこから、顔を出した赫あかい目のうさぎが、笑うよ。

「ハローハロー。」

　不思議の国まで、どれくらい？

　どのくらい？




　世界は廻まわる。

　キミは、ドアを閉ざしても。

　キミが、ドアを開いていても。




　不思議の国は、もう失なくても。




　キミの世界は、此こ処こなんだ。

　キミが居いるから、世界は廻る。

　赫い目のうさぎが笑うよ。

「ねえ、わたしの世界をのぞいてみない？」




　魔法のドア、キミにもつながっているから。

　さあ、手をのばして、

　ノックするよ。




　さあ──
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　　　　♪




　週末金きん曜よう。あしたの土曜は、学校が休みだ。

　けれど、ここ数日、雨がつづいている。

　せっかくの休みだし、晴れるといいのに。とみんな思っていることだろう。

　あわただしかった五月の──五月さつき祭さい（新入生やその家族などに向けたレクリエーションイベントのこと）も無事終了し、

「そろそろ、梅つ雨ゆ入りかな？」

　そんな気配けはいのする六月。

　むしむしとにわかに暑苦しい気候でも、全国から指折りの『お嬢じようさま』方々が集つどう、この由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院中等部の生徒たちは、涼しげな表情をしていた。

　さすがお嬢さま方。べっとべとでむっしむしな日々に顔をしかめる世間一般の庶民とは違う。

　まあ、校内は、完かん璧ぺきなエアーコンディショニングシステム、つまりエアコンで快適温度が保たれている。湿気も気にならないというのもあるけど。

「電気代とか怖こわくて訊きけないな……」

　とかつぶやきながら、もともと誰だれにも訊く気なんてない、あいかわらずのディスコミュニケーション状態をつらぬく──水田ミズタマシロだった。

　全国のお嬢さまランク堂々の上位に輝かがやいているガールズ憧あこがれの制服セーラーの下には、あいかわらずジャージを着こんでいて、なんかいろいろと台なしだ。

　この季節、上着の制服は脱ぎ捨てられ、冷えすぎエアコン対策の長なが袖そでの体操着ジヤージになっている。下は、かろうじてスカートをはいているけど、もちろん、ジャージをすっぽり。季節柄がら、短ハーパンになってはいるけど、見た目はアレなかんじ。……微妙だ。

「コレはコレですごしやすいんだよ？」

　マシロは、散ざん切ぎりボブで、髪の毛が邪じや魔まだということでタオルを頭に装備することもあったり、私服がジャージで学校でも制服の下は常に体操着ジヤージを着こんでたり、制服に革靴じゃなくてスニーカーだったり、学校以外でスカートなんてはかない、隙すきあらばジャージになる。そんな格かつ好こうばっかりしてるから、よく男の子に間違われたりしてしまう。

　近所のひとには、『シローちゃん』とか男の子の名前みたいに呼ぶひともいるぐらい。

　しかも、持ち前のアバウトな性格も手て伝つだって、マシロもそれをあんまり気にしていないから修正されることもない。乙おと女めチック水田マシロは遠い遠い幻まぼろしだ。

　それだけならまだ、よかったんだけど。最近じゃ、

「マシロくん」

　なんて、クラスメイトやほかの知らないクラスや学年の子たちまで、そう呼ぶようになった。

　てゆうか、なんで自分マシロの名前知ってんだろ……？

　いまだにクラスメイトの名前と顔が一致しないこともあるマシロだ。クラスメイトやそれ以外が自分のことを認にん識しきしているということが、不ふ思し議ぎでしょうがない。

　しかし、マシロは、自身はまったく意識してないことだったが、すでに聖アンジェリカ女学院では、けっこうな有名人になりつつあった。

　だから、『水田ミズタマシロ』の名前が知られているのは当然。そこになんの不思議もない。

　マシロ的には、お手て伝つだいのバイトをやっている寮りようのあの四人の誰だれかが巻き起こす（基本的に約一名による）騒そう動どうに巻きこまれたり、生徒会の陰いん謀ぼう（？）の果て、いろいろあって五月さつき祭さいで、『男装』なんて目立つことやらかしたせいかな？　と思っていたりする。

　そもそも最初にマシロを『くん』付けで呼んだのは、アンジェリカで影えい響きよう力りよく大の生徒会長が冗じよう談だんで「マシロくん」なんて呼んだから、とんだ迷めい惑わくだ……ってゆうほど、迷惑してないなべつに。

　うん。ただ、名前呼ばれてるだけだし……。

『マシロくん』だろうが『シローちゃん』だろうが『水田さん』だろうがなんだろうが、それが『水田マシロ』という個人を示していることは、たしかなんだから──……じゃあ、いいじゃん。

　水田マシロ。十三歳。中学二年。その性格、とてもアバウト。

「ってことで……」

　やっぱり誰に言うでもなく、ひとりごちてマシロは、帰りの準備をするようなしないような何気ないフリをして、チラリと放ほう課か後ごの教室の様よう子すをうかがった。

　誰も、自分のほうに視し線せんが向いてたり、気づいてたりしてない……！

　よし。今なら、騒さわがれずにひっそり教室から出られるかもだ。

　しかし、あくまでも慎しん重ちようにめざとく見つけられて……アレがきちゃうかもしれない……！

　このところ毎日のように行われているクラスメイト（もちろん全員女の子）が次々「ごきげんよう、マシロくんっ♡」とハニカミスマイルで責めてくるアレだ。

　朝、気づかれないように登校してくるのはなかなか難むずかしいから、みんなのハイテンションハニカミスマイルを浴びなくちゃだけど、帰りこそは平へい穏おんにやりすごしたいマシロだった。

　マシロは、本当なら、目立たず騒がず、できるだけ他ひ人とと関かかわらないようにしていたいと思っていた。これまでは。

　それがどうだ。

　みんな勘かん違ちがいしているんだ。きっと。

　自分が、この聖アンジェリカ女学院で、一番有名で目立っているらしいあの──四人の仲間だとか思われてしまっているらしい。

　一ヶ月ほど前までは、水田マシロという存在をみんなは見て見ぬふりをしていた。

　みんなは、ごく一般家庭の出身で学校唯ゆい一いつの『特待生』、お嬢じようさまの世界ではありえないハネハネ散ざん切ぎりボブヘアに制服の下にはジャージを着こんだ土ど偶ぐうスタイルという、得体えたいの知れない浮いた存在のマシロのことを見て見ぬフリしていた。

　完全に、そこにいるのにいない半透明な存在。

　マシロも自分でそれを望んでいたところもあった。

　他人とはできるだけ関かかわらない。

　関わったらメンドーなだけでしょ？

　それがどうだ。（二回目）

　校則で禁止されているアルバイトが許された上に、中学生にすればかなりよいバイト代につられてはじめた『お手て伝つだい』の仕事。

　それがたまたま、学校の『寮りよう』のお手伝いで。

　たまたま、そこが寮というより『豪ごう邸てい』で。

　たまたま、聖アンジェリカ女学院中等部でも有名な生徒が暮らしていて。

　たまたま、その有名な生徒は、アンジェリカでも抜きん出たアイドル的存在で。

　たまたま、『薔ば薇らの団』とか名前まで付けられてしまっている──四人だった。

　ってゆうね。

　そんで、たまたま、関わらないようにしてたけど、その四人の『秘密』を知っちゃったり。

　たまたま、いろいろなことが起きて、どんどん巻きこまれていって。

　たまたま、まあ、こんなのも悪くないな。なんて思っちゃったりして。

　……って、それはいいか。いいよね。

　とにかく、あの四人に関わっちゃったのは、全部、不可抗力なんだから！

　それに、いくらあの四人が人気があるからっていって、たまたま、いっしょにいることが多くなってしまった自分のこともいっしょになって騒さわぐのはどうなんだろう？

　あの『美少女』四人組と自分じゃ……。

　もしかして？

　ただ、騒ぎたいだけ？

　そういや、うちの学校って、イベント好きな校こう風ふうだしなぁ。

　みんな、日ごろお嬢さまお嬢さましていて、おとなしい風なんだけど、一回、盛り上がると、盛り上がりっぱなしで、天てん井じよう知らずなんだもん。

　とか、ぼんやりしつつ、このところの自分の環かん境きようを振り返ってたりしたマシロだったが、ハッと我われに返る。

「……──んッ？」

　マシロは、ビンカンにその気配けはいを察知した。

　にわかに、教室がざわめく。

　一滴のしずくが水面に落ちた波紋のように広がる。そして、一気に跳はね上がるボルテージ。

　すべての授業を終え、開放感に満たされた教室の中、

「ひぃぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～……！」

　悲鳴のような声が鳴った。

　長い睫まつ毛げを連続でパチパチさせ、マシロは、〝そっち〟に顔を向ける。

　教室の前方、ドアの傍そばにいるひとりのクラスメイトが、スカートの裾すそをにぎりしめ、口をぱくぱくと震ふるわせていた。

「ひ、ひ、ひ、ひっ、ひな、ひ、ひ、ひなっ……………………………………、フ～～～～……」

　しかもそのまま、気を失ってしまった。

「ほ、ほ、ほ、ほ、堀之内ホリノウチさん、しっかりぃぃぃ～～～～～～～～～～～～……っ！」

　となりにいたクラスメイトが膝ひざを崩くずしながらも、がっしりと両腕で気を失ったクラスメイトを受け止めた。……のは、いいんだけど。

「よかったね！　堀之内さん！　わたくしも感動いたしましたわ……！」

　何な故ぜか、泣いている。号ごう泣きゆうしている。

　感動？　感動しているの？

　なんだってんだ、いったい。

　目の前で繰くり広げられる全国選えりすぐりのお嬢じようさま方によるものすごく珍妙な光景に、マシロは、気が遠くなりそうになった。

　でも、おかしなのはそのふたりだけじゃない。

　クラスのみんな、顔を紅こう潮ちようさせ、「はわはわっ♡」している。

　視し線せんも熱あつく、おんなじほうに向いている。

「…………んんっ、こっち!?」

　そう。クラスメイトたちの視線は全部、マシロのほうへ。

　え？　また、例のアレが!?

　とか、ごくり生なま唾つばを吞のみこみそうになるマシロだったが、違っていた。

　悲鳴と失神と感動と号泣と熱ねつ視線の理ワ由ケは──

「ましろ～ん」

　おっとりした口く調ちようで、小こ柄がらな（クラスでちびっこの部類に入るマシロよりちょっと大きいだけ）くるくるふわふわした髪の少女が、マシロのすぐ傍に立っていた。

「なるほど」

　と、ここでようやくマシロは納なつ得とくした。

　この騒さわぎの発ほつ端たんは──この少女。マシロとおんなじ中等部二年で、マシロがお手て伝つだいのバイト中の寮りように暮らす寮生。そして『薔ば薇らの団』こと〝あの四人〟のうちのひとり、藤間フジマ陽向ヒナタだ。

　古くさい言い方かもしれないけれど、『可か憐れん』という言葉がおそろしいくらいにぴったりとはまっている。

　そんな、くるくるふわふわした可憐な美少女っぷりのせいで、いたいけなひとりのクラスメイトが犠ぎ牲せいになってしまったんだけれども。

　逆にいえば、さすがの、由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院のアイドル的存在な美少女っぷりだ。去年の文化祭イベント『男役＆娘役コンテスト』における一年娘役トップを獲かく得とくした実じつ績せきは伊だ達てじゃない。

　登下校のとき、陽向ヒナタをふくむ四人が歩くと、生徒たちが道を開けて、〝花道〟ができるくらいの、憧あこがれや羨せん望ぼうの対象だ。

　それぞれにファンクラブまであるが、ファンの間（アンジェリカの生徒ほぼ全員）では暗あん黙もくの了解で、『勝手に話しかけたり、手紙やプレゼント渡したりするのも禁止』というのが常じよう識しきになっている。

　だから、こそ。

　暗黙の了解など何ど処こ吹ふく風。アイドル的存在に逆に、話しかけられたりいっしょに行動していたりと、ファンが夢にまで見るようなことをさらりとやってのけている──マシロがこのところ生徒たちの間で話題になっている。

　中にはひがみにも似た感情を持つファンもいるが、そこは全国選えりすぐりのお嬢じようさま方。

「さすがマシロくんですわ」

「やっぱり、マシロくんってすごいんですのね」

「マシロくんに光あれですわ」

　今もこうやって、放ほう課か後ごの教室に『薔ば薇らの団』のひとりがマシロを訪ねてやってきた。

　めずらしいな、どうしたんだろう。

　最近、学年も近いこともあるし、どうやらマシロがなつかれている（理由は不明）のか、やたらといっしょにいることが多くなっている。

「どうしたの？」

　マシロが、その人物に訊きく。と、

「もぅ、終わったぁ？」

　そう言いながら、くるくるふわふわの可憐な美少女──陽向が、何気なくマシロのとなりの席に腰を下ろした。

　その瞬しゆん間かん、

「きゃぁぁぁぁ～～～～っ！　陽向さまがわたくしの席にっっっっ♡♡♡」

「いつも眠そうにしていらっしゃる陽向さまが、ちゃんと喋しやべって微ほほ笑えんで……♡」

「て、天使の微笑みだわ～～……♡」

「なんかもう、なにがなんだか……♡」

「…………ううぅっ」

　感動を口々にするクラスメイトたち。中には、言葉にすらできずに歓かん喜きの涙を流す者までいる。

　教室はカオスでクレイジーでマッドな、なんかおかしな空間と化していた。

　ザ・混沌カオス。

　まったく理解しがたいクラスメイトたちの感動に、しばし啞あ然ぜんとしてしまったマシロだったが、

「……やばいな、これ……」

　このままずっと教室に陽向ヒナタといっしょにいると、状況が悪化するかもしれない。

　第二、第三の犠ぎ牲せい者しや（失神）を生んでしまうことになる……。

　もうぜったいまた誰だれかぶっ倒れる。

　しかしながら、今現在のカオティックハードコアな状況になっている原因、陽向は、まったくもって周囲に無関心なのか、それとも気づいているけどこんなこと日ごろから慣なれっこなのか、

「いつもは、ましろん、ぼくより先にいっちゃうから、今日きようはいっしょに〝部活〟いこう」

　うれしそうに、マシロだけにふわふわした笑えみを向けてくる。

　なんてこったい。

　とにもかくにも。

「さっさといったほうがいい……！」

　マシロは、これ以上クラスメイトたちに被害が広がる前に、陽向の左手をつかんで席を立ち上がった。

「んじゃ、いこっ」

「うんっ」

　マシロが言うと、陽向はころころと笑え顔がおでうなずいた。

　陽向をつれマシロは、少し早足で教室を出ていく。自分の背後で、「きゃ～～っ、マシロくんと陽向さまが手をつないで出ていきましたわ～～～っ♡」というような解説のような悲鳴のような歓喜のような黄きばんだ声がわき起こっていた気がしたけど、とりあえず無視スルーしとくことにした。







　マシロと陽向は、中等部校舎の北棟にある文化部などの部室が集まっているところにきていた。

　ふたりが所属している。というよりも、勝手に所属扱いになっている部活（同好会）に向かっている最中だ。

　三階まで階段を登りきり、角を曲がってちょっと歩けば、はい到着。

　方向音おん痴ちのマシロでも判わかりやすい。

　それにこのフロアで使われているのは、その部へ屋やだけだ。

　どうやら、そこは聖アンジェリカ女学院のアイドル的存在『薔ば薇らの団』と呼ばれるあの〝四人〟に用意された部屋プレイルームらしい。

　ほかの文化部の部室とは違う造つくりになっていて、入り口のドアからして違う。

　どうして、ほかと違うのか？

　どうして、生徒のために専用の部屋が？

　普通なら、そんな風ふうに疑問に思うだろうけれど。

　残念ながら、この学校の生徒たちがそれを疑問に思うことはなかった。

「だって、薔薇の団ですもの♡」

「そうですわ。たしか、英国貴族の血を引いていらっしゃるとかなんとか」

「すばらしい方々ですもの。当然ではありませんの」

「え？　疑問にも思いませんでしたわ。特別な方たちが特別な扱いを受けるのは普通では？」

　とかなんとか、生徒たちにとって、四人は『特別』だということだ。

　昔から偉いひとたちやそんなに偉くなくてもがんばっているひとたちが、さんざん訴えつづけてきた『平等』の精神は、いったい何ど処こへ……？

「まあ、いいや……」

　マシロは、考えるのはすでにやめていた。

　考えるだけ、途と方ほうもないムダをしている気がするんだもん。

　みんな、『特別』が普通だと思ってるし。

「え？　違うじゃん！　おかしくね？」

　なんて、ひとり言ってみたところで、みんなに白い目で見られるに違いない。

　ぜったいそうだ。

　そんなことして、目立ちたくもないし。

　もう、これ以上、目立つことしたくないんだよ……。

　ささやかなお願ねがいごとを心の中でしつつ、それが叶かなわぬ願いだとは知りもせず、マシロは、その部屋のドアの前に立った。

　そのうしろをてくてくと陽向ヒナタがついてきている。

　いつもはこの時間には寝てしまっているようで、部室というより薔薇の団の四人の憩いこいの場には、遅れてやってくることが多い。

　今日きようはめずらしい。しかもわざわざマシロのクラスにまで迎えきた。

　昨日きのう、よく寝たのかな？

　もしくは、ずっと授業中に寝ていたのかも……。

　ちらりと横目に見ると、陽向ヒナタがなんだかうれしそうににっこりと微ほほ笑えんだ。

　いや、なんもおもろいことゆってもやってもないけど？

　しかし、なんとまあ、かわいらしい……。

　これで本当は、アレなんだから女の子のマシロは、困ってしまう。

　ちょっとだけだけど、クラスの女の子たちやほかの生徒たちが、「キャーキャー」と騒さわぐのも、判わからなくもなくもないようなやっぱり判らないような判るような……複ふく雑ざつな気分になった。

「ましろん、どうしたの？」

　ドアの前に立ったまま、こっちを見て、微妙な表情になっているマシロに、はてなと陽向が首をかしげた。

　あら、まあ、またかわいいじゃない。

「ううん、なんでもないッス」

　言って、部へ室やに近づいていくと、がちゃりと先に部室のドアが開いた。

　中から出てきたのは、

「生徒会長と、フジコさんっ」

　由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院中等部の頂点に君くん臨りんする生徒会長、南青山ミナミアオヤマ小サ枝エ子コと、同じく生徒会副会長の八十島ヤソシマ藤子トウコだ。

「ごきげんよう、マシロくん。フジコじゃないよ」

　癒いやしの空気を全身にまとったおっとり系の藤子が言う。

　そして、

「ごきげんよう、マシロくん」

　とても学生には思えないオトナな落ち着いた雰囲気をした小枝子。

　このひとこそ、マシロが『くん』付けで呼ばれるようになり、アンジェリカにちょっとした『マシロくん』フィーバーを巻き起こした要因だ。

　あのひととはべつの意味で、何を考えているのか判わからないところがある。

　今日きようは、機き嫌げんがいいのか、

「あら、男装じゃないのね。残念だわ」

　とにっこり微笑んだ。

「だ、男装って……しないっすよ、もう……」

　マシロは、自分で自分の姿を思い出して、うつむいた。

「ボクもかわいかったと思うよ、ましろんの男の子のバージョン」

　とか、陽向がフォローしてくれたけど、よけい顔が紅あかくなるのが判った。

「てか、なんすか？　また、なんかやれと……？」

　話題を変えようと、マシロが小枝子と藤子に訊たずねた。

　五月さつき祭さいでは、小枝子の思おも惑わくにまんまとはまって、さんざん働いた。

　でも、結果的にはたのしかったので、よかったんだけど。

「いいえ。今日きようは、『薔ば薇らの団』のみなさんにあいさつにきただけなのよ」

　小サ枝エ子コが言った。

「あ、そうなんだ」

　ほっと、胸を撫なで下ろすマシロ。

「このあとすぐに、会かい議ぎがあるから長なが居いできなくて残念だわ」

　心しん底そこそう思っているような表情をしてから、小枝子は微ほほ笑えんだ。

「それでは、また」

　言って、小枝子は行ってしまった。

「ごきげんよう、マシロくん」

　藤子トウコもやわらかな笑えみを浮かべて、それにつづいた。

「……また、なんかありそうな気がするんだけど。気のせいだといいな……」

　残念ながら、気のせいじゃない。

　でも、それはのちのちの話。

「んじゃ、まあ……」

　行こうか。

　マシロは部へ室やのドアに視し線せんを移した。

　ドアには、




『ばらの団。』




　と、マジックの太いほうで殴り書きされたコピー用紙が、セロテープで貼はっつけてある。

　これがマシロや陽向ヒナタが半強制参加中の同好会の名前だ。

『薔薇の団』のひとたちがやっている『ばらの団。（仮名）』

　これじゃまったくなんの部活なのか判わかかったもんじゃないかとは思うけど、この学校じゃこれで十分すぎる。

　つい一ヶ月ほど前に、〝あの四人〟のひとりによって、強引に立ち上げられた部活（同好会）だが、もうすでに、学校でもナンバーワンの知名度。すごいぜ、薔薇の団。

　ばらの団。この謎なぞの同好会の団体名もこの一週間ほどで、何度か正式名称として候補が出ては消え、そのたびに、ドアに貼られたコピー用紙も貼り替えられた。

　でも、結局、これに落ち着いている。知名度もあるし、すでに生徒たちの間でも定着しつつある。

「こんちゃーっす」

　軽い口く調ちようで、マシロは、その部屋のドアをノックもせずに開いた。

　が、その刹せつ那な、

「あっ、マシろんっ！　ちょっと待って！」

　正面左から声がした。

　と思ってそっちに向こうとしたが、

「……え？」

　ファサァッ、と何かが頭からすっぽりとマシロをおおって、視界は真まっ暗くらになった。

「──ぬぉっ!?　くれぇ！」

　ぱたぱたとたよりなく、両手をのばしてあたりをさぐってみても、つかめるのは、空気だけだった。

　すると、

「えいやっ！」

　つかまえた。

　空気を。

　違う。

　なんか、あったかい。

「ノックもしないで入ってきたと思ったら……何をしているんだ。オマエは……」

　ひどく落ち着いた冷静クールな声がした。ちょっと呆あきれてもいるような、困っているような。

「え？　いや、その……んー？」

　たしかに何かつかんでいるというか、抱きしめているようだけど？

　声がしているのはそっちのほうだ。

　なんだか、メガネをかけてるっぽい声な気がする。

　ということは？

「あ～～～～っっ！　ふたりだけ、ずるいよ！　わたしも仲間に入れてっっ！」

　今度は、クールな声とはべつの、ものすごいハイテンションでとびきり元気な声が鳴って、マシロの思考が途と切ぎれた。

　突然の暗くら闇やみでワケの判わかってるような判ってないのはマシロだけだ。あっちはちゃんと見えている。だから、ピンポイントで、

「うおっぷっ!?」

　ばすん、という衝しよう撃げきがマシロを襲おそう。

「お、おい！　バカ、シノブ……！」

　というクールな怒った声とともに、マシロはバランスを失ってそのまま床ゆかに倒れこんでしまった。

　何事!?

　たとえたらそれは、大型犬にじゃれて乗っかられた。みたいなかんじ。

　しかし、おかげさまでというかなんというか、マシロの視界をおおっていたなにかしらが、ふぁさっと外れて落ちた。

　ずっと暗くら闇やみの中にイントゥしていたから、一いつ瞬しゆん、部へ屋やの照明に目がクラクラしたが、すぐになれた。そして、まず、視界に入ってきたのは、

「ん？」

　見なれた聖アンジェリカ女学院中等部の制服セーラーのリボンだった。

　誰だれかの制服。そのちょうど胸のあたりに、マシロが顔をうずめているような状態だった。

「んん？」

　床ゆかに手をついて、ちょっとだけ身体からだを浮かせようとしたが、

「あれ、メガネさん？」

「誰がメガネだ。かけてないだろう、かけて」

　マシロの目の前にいるメガネをかけているっぽいのにメガネじゃない人物が、呆あきれた風ふうにクールな声で言った。そして、

「ぁいたたー……」

　となりでは、ハイテンションな声の主ぬしが、マシロたちとおなじく倒れていた。

　お嬢じようさま風ふうのブロンドヘアーのこのひとが倒れた原因なのは、間違いない。

「ちょっとぉ、なにやってんすかぁ」

　マシロは、さとすようにとなりで半身を起こしたブロンドヘアーのひとに言った。

　が、しかし、

「マシロ……、オマエも何をやっているんだ？」

　クールな声で、メガネっぽいけどメガネじゃないひとが手をのばして、マシロの散ざん切ぎりボブをくしゃくしゃと荒く撫なでた。

「わっ？」

　ワケの判わかってないマシロ。

　すると、メガネじゃないひとが、わざとらしくため息をつく。

「いつまで、ひとの上に乗っかっているつもりだ……？」

「ふぇ……？」

　まったくといっていいほど、マシロは自分の置かれた状況が吞のみこめてなかった。

　えーっと、なんでだっけ？

　そもそも、部屋に入ったらいきなり目の前が真っ暗になって、そんで手探りで、なにかをつかんで……。

　なにかをつかんで……？

　つかんだってゆうか、抱きついた？

　んで、今、抱きついてるのは……、

「はわぁぁ～～～～っ！」
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　マシロは、その〝事実〟にようやく自分で気がついた。

　思わず、柄キヤラにない乙おと女め（もともと女の子です）な悲鳴まで出してしまった。

「ひとの胸もとで騒さわぐな」

　メガネクールさんが、迷めい惑わくそうにつぶやく。

　そうだ。

　そうなんです。

　真まっ暗くら闇やみの中、不安になったので手をのばした。そして、抱きついていたのはメガネさんだった……。

　それをじゃれついてるとでも勘かん違ちがいしたのか、大型犬ばりにハイテンション美女が抱きついてきて、そのせいで、バランスを崩くずして倒れこんだ。

　倒れこんだときに、マシロを受け止めてくれたのが、メガネさん。メガネじゃないけど。

　そんで胸に顔をうずめて抱きついて、って……、

「わ～～～～っ！」

　ちょー、ハズイ！

　自分の行動が無自覚とはいえ、すこぶるはずかしいものだったと把は握あくできたとたん、マシロの顔が見る見る紅あかく染そまってく。

　これが、下になっているのが、普通の女の子だったらよかったんだけど。

　だって、このひと、ってか、このひとたち、アレだ！

　くわーっ！

　とたん、メガネさんと目が合うのがこっぱずかしくなった。

　てゆうか、この体勢。

　マシロが、メガネさんを押し倒したみたくなっている。

「うぁぁっ！　ち、違うんすけど!?」

　思わず、へんな言いい訳わけをしながらマシロは転がるようにメガネさんの上から降りた。

　と、転がった先には、

「…………」

　部へ屋やのドアの傍そばにしゃがみこんで、くるくるふわふわウェーブヘアのお人形のような少女、陽向ヒナタがじーっとこっちを見ていた。

　ここにきていきなり視界を失ったマシロがプチパニックを起こしている間、ずっとこうしていたのだろう。

「……ど、どうしたの？」

　マシロは、陽向の真まっ直すぐな視し線せんによけいにドキドキした。

　すると、陽向は、

「いいなぁ……」

　たのしそう。と付け加えて、ぽつりと言った。うらやましそうな表情をして。

「なにが……っ！」

　いいんだか。たのしくないし。うらやましそうにしないで！

　ドキドキしてびっくりしただけだ。

「もう、十分騒さわいだだろう。これ以上、暴あばれるつもりか、マシロ？」

　としかし、クールな声で肩越しに言われてしまった。

「いや、騒いでないし！　あばれたつもりもないんすけど!?」

　もちろん反はん論ろんしながら、マシロはうしろを振り返る。

　すでに、さっきまでマシロといっしょに床ゆかにダイヴしたふたりは立ち上がっていた。

「よーし、今日きようも元気いっぱいということでっ、部活をはじめちゃおう♪」

　そう言って、妙な調ちよう子しでその場をしめようとしたのは、ハイテンションな声のお嬢じようさま風ふうブロンドヘアーのひと。すらりと背が高く、腰の位置もずばぬけて高い、目が大きく鼻もやっぱり高いハッとするような美女──三年の跡見アトミ忍シノブだ。何な故ぜか制服じゃなくて、ぷりぷりのアイドルのような衣い装しように身を包んでいる。

　ぶ、部活って……まさか、それ……!?

「どういうまとめだ……」

　と、マシロの代わりにツッコミを入れたのは、涼クやーかルな目もとをしたメガネをかけていないのにメガネをかけているっぽい長身の美人──三年の鳴海ナルミ千尋チヒロは、床ゆかに落ちている大きな切りっぱなしの黒い布を拾い上げた。

「……それ？」

　黒布に、もしやと思った。

　メガネさん、千尋は、部へ屋やの一角に、どでん、と存在感丸出しで置かれた大量の色いろ々いろな布がロールで収納された棚たなの前に歩いていく。

　この布は、基本的にハイテンションなお嬢じようさま風ふうのひと、忍シノブがいつのまにか持ちこんでいたモノだ。『ばらの団。』の活動──ほぼコスプレ部に使用される。

　もちろん、ほかのメンバーは、半強制参加なので、布を活用することはあまりない。いや、ほぼない。

　千尋は、布を丁てい寧ねいにまとめると棚にそれをしまう。

「オマエが、ノックもせずにいきなり入ってくるからだ」

「あ、すみません。……でも、なんで布？」

　かぶせられた？

　おかげでお先真まっ暗くらで、しかも、チョイはずかしいことしちゃったじゃん……！

「ゴメンネ、ましろん。わたしが着がえてたからだと思うんだっ♪」

　と、千尋の代わりに答えてくれたのは、なんでかたのしそうな、忍だった。

　なんで着がえタイムだったのか、理由は簡かん単たん。

「ほら見てっ！」

　ふりふりひらひらしたブリブリのアイドル衣い装しようで、忍は、くるりと一回転してみせる。

「かわいくない？」

　満面の笑えみ。

　さすがの美女っぷり。ニホン人離ばなれした容よう姿しがさらにアイドルっぷりを加速させている。

「そうっすね……」

　でも、ごめんなさい。よく判わからないっす。

　マシロは同年代の女の子たちよりも、かわいいとかかわいくないとか、そこらへんの感覚がうっすらとしている。

　それと、誰だれかが着がえているからといって、あまり気にするでもない。

　このひとたちがみんな──〝アレ〟だったとしても。

　マシロの家は、格かく闘とう技ぎ道場をやっていて、しかも、男所帯だ。

　三人の兄も弟もマシロの前で着がえるし、マシロもまったく気にならないが、逆に、兄たちに「おまえは部屋で着がえろ」と言われるのに違和感すら覚えている。

　クラスメイトがきゃーきゃー言ってるアイドルやイケメン俳はい優ゆうにも興きよう味みがない。

　テレビもほとんど観みない。

　最近は、バイトと勉強ばっかり。

　このあいだは、『特待生』なのにバイトに気を取られて、うっかり成せい績せきを落としてしまって、あやうく退学になるところだった。よけいに、きゃーきゃー言ってる場合じゃなかった。

　それも、ここにいるひとたち、バイト先の寮りよう生せいで、薔ば薇らの団のメンバーに助けてもらったりしながら、乗りきることができた。

　みんなには、なんとなく、感かん謝しやしている。

　だからこそ、てゆうのはヘンかもだけど。バイトも勉強もしっかりやりたいんだ。

　ただ、




　コスプレはかんべんなっ！




　バイト先でも、雇やとい主ぬしの〝あのひと〟に強制的に、作業着という名のメイド服やらに着せ替えられているマシロだった。

　学校でそんなコスプレを披ひ露ろうしたくない。こないだ、うっかりやった『男装』は特別。ひとのためのような気がするし、あれで最後。最後だから。

「よーっし、今日きようもはりきって、あたらしいコスを考えよぅ♪」

　としかし、『ばらの団。』こと、もはやコスプレ部の部長、忍シノブは、やる気まんまんだから、どうにかしてほしい……。

　と、




　コンコンっ。




　ノックの音が聞こえて、それから、がちゃりとドアが開いた。

　そっちに全員の視し線せんが集中する。と、

「…………え？　どうしたの、みんな？　ボク、なにかした……？」

　部へ屋やに入ってきたのは、寮生で薔薇の団で『ばらの団。』最後のひとり、長い黒髪の前髪ぱっつんおおきな瞳ひとみのその娘こは、〝あのひと〟の親しん戚せきで──一年の涼橋スズハシ萌流メグルだった。

　視線の集中にキョドる。何な故ぜか自分に視線が集中しているので、どうしたのかと思ったようだ。髪は真まっ黒くろなのに色素の薄うすい、黄こ金がね色いろのお月さまのようなおおきな瞳を、くるくるとしてみんなのことを見つめ返してきた。

　マシロも改めて、四人のことを見る。

　さすが由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院のスーパーアイドル『薔薇の団』だ。

　これだけの美少女たちがそろうと、なんとも華はなやかだ。

　が、マシロの中ではいまいち微妙な部分がある。

　だって、この四人は──

　ひとりは、ハイテンションな、ロングのブロンドヘアーの美女──跡見アトミ忍シノブ。

　ひとりは、メガネじゃないのにメガネっぽいクールな美人──鳴海ナルミ千尋チヒロ。

　ひとりは、いつも眠たそうなふわふわお人形のような可か愛わいらしい少女──藤間フジマ陽向ヒナタ。

　ひとりは、色素の薄うすいおおきな黄こ金がね色いろの瞳ひとみが印象的な黒髪の女の子──涼橋スズハシ萌流メグル。

　しかし、おそろしく美少女なんだけどね……。

　ただ、〝アレ〟なんだよね……。

　てゆうか、

　この美少女全員、







　──男だからな……。







　嫌いやになる。

　どうして、この四人の美少女が──本当は、男子なのに、女装してまでひっそりこっそり女子校に通っているのかは、判わからない。

　知らない。

　理由も訊きいてない。

　あのひとの思おも惑わくがいろいろと絡からんでそうだけど、べつにいいやと思う。

　もちろん、最初は驚おどろいたというか、どっ引ぴいた。

　でも、今は、あたりまえに受け入れている。たまに思い出して、妙な気分になるときもあるけど、

「これがこのひとたちなんだから、しょうがなくない？」

　っていうかんじ。

　それに、他人に関かかわらないようにしていたマシロにとって一番、自分自身で驚いているのは、忍たちといると、ちょっぴりたのしいってことだ。

「めぐぅっ」

　忍が、きらきらした笑え顔がおで、萌流を呼んだ。

「うん？」

　首をかしげて、次の言葉を待つ萌流。

　が、次に忍から飛び出したのは、

「──お茶ちやっ♡」

　だった。

　ちょっと、いくらなんでも、いきなりはないだろう。と思うマシロだったが。

「あ、うん。ちょっと待ってっ」

　と、うなずいて、かいがいしく、萌流メグルは布の棚たなとは対角にある給仕コーナーにぱたぱたと駆かけていく。

　素直すなおっ！

　日ごろ、あのひとによって、パシリ慣なれてしまっているのがなんか、哀かなしい……。

　そう言うマシロも、あのひとのオモチャ状態なことには、哀しい仲間意い識しきがある。

　もっとも、萌流にはさけられているっぽくて、目が合うことも会話をかわすこともない。

　本当は、お手て伝つだいのマシロよりも、もっとお手伝いっぽい萌流には、訊きいてみたいこととかあるんだけど。まあ、しょうがないか。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。性格、アバウト。

「よろしく、めぐぅ♪」

　ケトルに水を入れ紅茶の用意をしはじめた萌流のうしろ姿に、忍シノブはにっこり微ほほ笑えんだ。

　本来、寮りよう生せい四人にとっての『お手伝い』はマシロなので、萌流にお茶をいれてもらったりするのは気が引けるが、萌流の入れるお茶は、おいしい。師し匠しようとお呼びしたいくらいです。

　呼ばないけど。

　というワケで、いつものように、部活というよりもアフタヌーンティのような、いつもの時間がはじまった。




　　　　♪




　ようやくほっと一息。

　萌流がお茶用意しているあいだに、てきぱきとティタイムの準備も進んでいる。

　値段を訊くのを躊ちゆう躇ちよするような、あからさまに高価そうな調ちよう度ど品ひんや家具の置かれた部へ屋や。

　学校の備品とは思えないが、さすが全国から集つどいしお嬢じようさまたちが通う由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院だ。しかもここは、学校で特別な存在として〝特別に用意されている部屋〟ときている。すごいのはあたりまえ。

　水田マシロ。十三歳。中二。一般庶民。その感覚は、いまだによく判わからない……。

　しかし、このところマシロもすっかり馴な染じんできていた。慣れっておそろしい。ついこのあいだまで座るのにも少しの勇気を必要としたアンティークなソファにも、どかっと腰を下ろす。

　となりには、萌流が用意したお茶うけのうまい棒をほおばりつつ、三本目の途と中ちゆうで、陽向ヒナタがうとうとしながら座っている。

　さらにそのとなりには、萌流が座るスペースが空あけてある。マシロ、陽向、萌流の三人は、小こ柄がらなのでちょうどソファに納まる。

　反対側のおなじくアンティークなソファでは、

「わふーっ♡」

「暑苦しいから離はなれろ……」

　忍シノブと千尋チヒロがじゃれていた。

　というか、ノートＰＣに向かってなにやら操そう作さをしてた千尋に、忍が一方的にじゃれついて、邪じや魔ましているというかんじだ。

　それにしても、抱きついたりするのと、スキンシップ大好きだな、この忍ひと。欧米っぽい。

「ひなっち、お菓子は離そうね」

　紅こう茶ちやを運んできた萌流メグルがちょんちょんと陽向ヒナタの肩をつついた。

　しかし、陽向がなかなか起きないことも知っているので、無む理り矢や理りに起こそうとはしない。手の中のうまい棒を取ると、持ってきていた小皿に載のせ、ローテーブルに置いた。

　萌流は、世話好きな性分らしい。

　さすが、お手て伝つだいさんよりもお手伝いさんらしい娘（ほんとは男の子）。

　師し匠しようと呼びたい。呼ばないけどね。

　と、そのときだった。

　忍が千尋に抱きついたり迷めい惑わくがられたり、萌流が紅茶の蒸むらし時間を計っていた砂すな時計どけいをひっくり返したりしていたまさにそのとき、







　──とぅるるる～～るる～～るる～、るるるるるる～～～～っ♪







　とつぜん、なじみのないメロディがかなりの音量で鳴った。

　その音で、すぐ傍そばにいた萌流が、物音にびっくりした猫みたく飛とび跳はねて、忍が千尋にじゃれついているソファのうしろに隠かくれてしまった。

　しばらく鳴りつづけるメロディ。

　しかし誰だれも、ケータイを取り出さない。

　マシロもケータイを持っているけど、学校にいる間は電源オフ。電源がオンだったとしても着信音はジョシコーセーと思えない、デフォルトの電子音。

　となるとほかの四人なんだろうけど……。

　すると、

「──もっしんぐ？」

　いつも眠そうな陽向が、ぱっちり目を開いて、携ケ帯ー電タ話イを耳に当てていた。

　陽向ヒナタのケータイの着信だったらしい。

　部へ屋やの中が沈ちん黙もくに包まれる。

　萌流メグルは隠れていて、頭だけがひょっこりソファの背もたれのところから見えている。千尋チヒロはじゃれつく忍シノブを引ひき離はなそうと手をのばしたまま止まっている。

　マシロは、さっきの音でびっくりして、ちょっとドキドキしていた。

　みんなの視し線せんが、陽向に向けられる。

「………………」

　沈黙。

　陽向は、ケータイを耳にあてたまま、ぴくりとも動かない。

　その瞳ひとみは、虚こ空くうを見つめている。

　表情が変わらないままだ。大事な電話なのかもしれない。

　ここは息をひそめて、静かにしていよう。

「………………」

「………………」

「………………」

「………………」

　四人分のさらに長い沈黙。

　そして、

「……………………………………………………………………………………あ……、メールか」







　──うぉいっ！







　マシロはもちろん、ほかのみんなもいっせいにツッコんだ。

　電話じゃなくて、メールかよ！

　出る前に確かく認にんしなよ！

　まぎらわしい！

　……けど、最近ケータイを手にしたばかりのマシロも他ひ人とのことはあんまり強く非ひ難なんできなかったりもする。

「自分も、メールと電話をよく間違えるんだよね……」

　マナーモードってゆうのもよく判わからないんで、普ふ段だんは電源オフ。

　真まん中なかの兄が、

「それじゃ意味ないから、ちゃんとケータイぐらい使えるようになれよ。まったく。ジョシコーセーだろ？」

　とか、ため息でもつきそうな表情で言っていたのを思い出した。

　クラスメイトがおそろしい速さでメールを打ってたり、ケータイにストラップが付いているのかストラップにケータイが付いているのか判わからないくらいジャラジャラしてたりするのを見るが、ああゆう風ふうになれと、ああしろと、兄は言っているんだろうか。

　……ムリだろ。

　前に、家に帰るのが遅くなったせいで持たされたケータイだ。三人の兄たちは、ちょっと過か保ほ護ごすぎるような気がする。ありがたいけど。

　それに。自分、ジョシコーセーってかんじでもないしなー。

　ケータイについて考えるのは、とりあえずやめにしよう。

　ほかのみんなも、陽向ヒナタのボケボケっぽりを「まあ、陽向だから」と納なつ得とくして、さっきまでの普通の空気に戻っていた。

　陽向は、ケータイに送られてきたメールを確かく認にんして、返信のメールを打っている。

　ぺちぺち、ぺちぺち、と文字入力は、ゆったりとしている。

　クラスメイトみたく速くない。

　ほら、べつにジョシコーセーでも速くなくていいんじゃん。

　とか思ったが、

「あ……違った……」

　陽向も、ここにいるマシロ以外は、みんな──男子。

　男子か……男子とおんなじか……。

　でも、

「まあ、いいや」

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。あいもかわらず、アバウトな性格。

「ましろん、紅こう茶ちやさめちゃうよ？」

　忍シノブが言った。

「あ、はい。いただきます……っ」

　萌流メグルのほうに一応、ありがとうの代わりに目配せしてみるが、やっぱり、マシロを見ていないから、目が合わなかった。

　なんだかちょっぴりさみしい気分になりつつも、

「……おいしぃ……」

　心がほっこりするような紅茶の味だった。

　だから、まあ、いいか。

　今日きようも一日、特になんにもなかったけど、なんだかいい一日だったと思えてくる。

「はふぅ……、この一杯のために生きてるなぁ」

　なんてゆう、世間のお父とうさんがビールを口にしたときにこぼす科白せりふの意味も判わかるような気がした。

　が、

　のんきにしているマシロは、気づきもしなかった。

　すでに、事件がはじまっていたことを。




　ケータイに届いた一通のメール。

　自分には関係のないことだと、のんびりかまえていたマシロだった。




　それは、陽向ヒナタの肉親からのメール。




　それがすべてのはじまりだったなんて、マシロも誰だれも知るはずのないことだった。




　　　　♪




　その日。

　マシロは、通りすがりのひとみんなに振り返られる鮮あざやかな──赤ずきんをかぶって知らない街を闊かつ歩ぽしていた。

　左手には、古いラベルの高級ワインが入ったバスケットをぶら下げて。

　右手は、となりを歩いている──陽向の左手をにぎっていた。

　まだ雨は降ってこなかったが、学校が休みの土ど曜ようには残念などんよりくもり空。

　今にも空は泣き出しそう。

「あつ……っ」

　この梅つ雨ゆの蒸むし暑い最中さなか、赤ずきんはさらに暑苦しい。

　くもりの日の紫し外がい線せん対策にしては、赤くて目立ちすぎだ。

　もちろん。

　マシロが、自分から、

「きゃはっ♡　まるで、赤ずきんちゃんみたいで、ぞっこんラヴだわっ♪　今日きようは、これを着て街に出るのっ♡♡」

　なんつってテンションをアゲるはずがなく。

　やらされてるに決まってる。あのひとに。

　今までは、寮りようの中だけだったから、なんとか毎回のコスプレにも耐えてきたけど、今日は、街中に出てきてしまった……。

　とんだ羞しゆう恥ちプレイだ。

　こないだ『五月さつき祭さい』のときにやった『男装』は、なんか違和感なかったから、途と中ちゆうからなれちゃってぜんぜん平気だった。

　それに学校全体がイベントで盛り上がっていたから、仮装なんてほかのひともやってたし、『マシロくん』なんてあだ名が全校生徒に定着してしまうくらいハマってもいた。

　でも、これは、さすがに……。

　ふたりで、って……！

　マシロが赤ずきんちゃんのコスプレで、おなじく赤ずきんちゃんのコスプレをしている陽向ヒナタをつれて街中を歩いているのには、理由がある。

　時間は、三時間ほどさかのぼる。







　土ど曜よう、学校は休み。

　午前中から、マシロはお手て伝つだいのバイトのため、あの四人がいる『涼橋スズハシ寮りよう』に向かっていた。

　雇やとい主ぬしの〝あのひと〟の趣しゆ味みに今日きようも付き合わされるのかと考えると、

「どんな作業着という名の衣装コスプレさせられるんだろ……」

　ちょっとだけ頭の痛い出しゆつ勤きんだ。

　最近じゃ、コスプレ好きの忍シノブも手伝っているみたいなので、さらに手のこんだ作りな上にバリエーションも豊かになってきている。

　オーソドックスなのから、超ミニのやつとか、甘いのからゴスっぽいの、あと、和風なのとか、中ちゆう華かっぽいのとか。

「ジャージじゃダメなんすか……？」

　一度、あのひとに訊きいたことがある。チョーおそるおそる。

「ダーメっ。だって、雰囲気出ないでしょ♡」

　としかし、あっさり却下されてしまった。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。三本ラインのジャージが正装。

　どうして、あそこまで、コスプレにこだわるのか理解不能だ。

「自分なんかにコスプレさせようとするんだろ？　かわいいのとかぜったい似合わないのに」

　マシロは自分ではコスプレが似合わなすぎて、毎度、鏡かがみに映る自分の姿を直視できずに心をくじけさせている。

　が、本当はその逆だった。

　マシロの見事なコスプレっぷりが、忍とあのひとのコスプレ魂ソウル（略してコスプレッソ）に火をつけてしまっていた。

　もちろん、マシロがそれに気づくことはない。考えてみたこともない。

　だから、毎度、自分のコスプレに心を折られているんだけれど。

　それでも、律りち儀ぎに、ほとんど毎日、朝からバイト先の涼橋スズハシ寮りように通って、ちょっと抵抗しつつもおとなしくコスプレさせられているのは、

　──バイト代がよいから。

　だけじゃない。

　マシロはアバウトだが、もともとは素直すなおで真ま面じ目めな性格。アバウトなのは、基本的に自分に関するときだけだ。

　一度引き受けたことは、最後までやりとおしたいと思っている。

　まあ、コスらなくてもいいならコスらないにこしたことはないけどコスらないといけないならコスるだけだ。

　そんなマシロは今日きようも、寮というには豪ごう邸ていすぎる涼橋寮につくなり、

「まっしろーんっ、待ってたわよ～～っ♪」

　件くだんのあのひとに手厚い出迎えを受けた。

「……やっぱり、今日もなんすね……」

「なにが～～？」

　きょとんと首をかしげる妖よう艶えんでグラマラスな女性。

　涼橋寮の寮母で、萌流メグルの叔お母ばで、聖アンジェリカ女学院の非ひ常じよう勤きん講こう師しだというが学校にいるところを見たことがない──涼橋アサミ子だ。

　朝っぱらから元気だな。

　アサミ子は、和風ゴスな衣い装しよう（部へ屋や着ぎと思われる）を大だい胆たんにはだけさせながら、目のやり場に困るマシロの傍かたわらに立った。

「くぅっ！」

　と、啼なくのは、いつの間にかアサミ子の頭の上によじ登っていた、真まっ白しろいまんじゅうのようで、赫あかい目のうさぎ──のような生き物だ。

　涼橋寮のマスコットみたいな存在。いつもは、萌流かアサミ子の傍そば（頭の上）にいることが多いが、たまにマシロのところ（頭の上）にくることもある。

「でさ、ましろん。さっそくなんだけど」

　肩に手を廻まわされ、マシロはアサミ子の身体からだに引き寄せられた。

　オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスだ。透すき通って聴きこえる。

「…………っ」

　オトナな匂においがする。なんだかよく判わからないけど、ちょっと頰ほおが紅あかくなった。

　アサミ子は気にする様よう子すもなく、言う。

「お昼前になったらさー。ちょっと『おつかい』にいってきてくれる？」

　距きよ離りが近づいたからか、アサミ子の頭の上にいたチビリがマシロの頭に飛び乗ってきた。

「……え？　おつかいすか？」

　意外。お手て伝つだいとして遣つかいに出されるのは当然にも思えるが、アサミ子からこれまで仕事を命じられたことがほとんどなく、自主的にお手伝いっぽいなと思う仕事をしてきたマシロだった。

　今日きようまでのマシロのバイト（お手伝いさん）活動といえば、掃そう除じとたまにご飯を作ったりしかしてこなかった。

　はじめての野お外つ活か動いってこと？

「そう。おつかいよんっ♪」
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　やっぱり、そうらしい。アサミ子がうなずく。

　また、「今日は、なんの衣コ装スがいい？」とか訊きかれるのかと思った。まあ、答えたところでマシロの意見は反映されないだろうけど。

「おつかいって、なんすか？　買い物？」

　マシロが頭の上のチビリに手をのばして、胸に抱えながら訊たずねる。

「うーん。違う。あ、帰りに買ってきてほしいものもあるんだけど。メインはそれじゃないの。ま、ましろんのためかなー」

「ため？」

「そうそう、ここらでレベルアップ、もしくはステップアップをねっ♪」

　ああ、そういうことか。

　お手て伝つだいさんとしてさらなる向上をということなんだろう。

　マシロは納なつ得とくした。

　実際は、ちょっと違っていたんだけれど。マシロがそれに気づくことはたぶん、ない。

「くぅっ！」

　チビリも納得して啼ないた。何を納得したのかは知らないが。

「じゃあ、コレを見てっ！」

　急に、アサミ子がはりきった声を上げる。そして、

「ジャッジャーンっ♪　おつかいっていったら、この衣い装しようでしょっ。やっぱり❤」

　その手には、朝一番には目に鮮あざやかすぎてチカチカする真まっ赤かな服。

　絵本で見たことがある……赤ずきんちゃんが着ていたのに似ていた。

　おつかいといったら、赤ずきんちゃん。ってゆう？

「…………ソレを……着るんすか……？　自分が？」

「そうよ？　コレをましろんが着るのっ♡」

　アサミ子があっさりと言った。

　気が遠のきそうだった。

　だって、『おつかい』ってことは、この赤ずきんちゃんコスプレで、野外へ!?

　信じらんない！

　ありえない！

「ちょ、待っ……」

　断固拒否しようとした。今日きようばかりは、やってらんない。

　が、

「………………」

　アサミ子は、無言で首を左右に振った。

　それから、真まっ直すぐにマシロを見て、

「だいじょうぶよ、ましろんっ！　ぜったい──かわいいからっっ!!」

　アサミ子は、親指をおっ立てて、ウィンクする。

　自信満々だった。

　でも！

　そっちじゃねー！

　気にしてんのは、そんなことじゃないし!!

　ああ、もう……！

「……………………ふぁい……っ」

　がっくりと肩を落とし、マシロは蚊かの鳴くような声で返事をした。

　このひとには、なんか逆さからえないんだもん。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。コスプレで野外を行きます。

「あ、あと、ひとりじゃないから心配しないで。ひなっちもいっしょよんっ♪」

　早くも落ちこむマシロとは百八十度正反対に、アサミ子は、うれしたのし声を弾はずませる。

「へ？　べつに自分ひとりでも大丈夫っすけど？」

　お手て伝つだいは自分なので、わざわざほかのひとに手伝ってもらうのは気が引ける。というか、お手伝いなのに、手伝ってもらうってワケが判わからないじゃん。

「ううん、とりあえず、ふたりでいかなきゃなの」

　としかしアサミ子が言った。

「なんで？　ひとりじゃだめなんだろー？」

　マシロ、そんな表情できょとんとしていると、

「道は、ひなっちが知ってると思うから、ちゃんとエスコートしてあげてねっ！　それと、おつかいの途と中ちゆうに寄り道とかしちゃダメよ？　オオカミさんがやさしそうに話しかけてきてもついていったりとかしたらダメなんだからね？」

　アサミ子が、ぱしぱしと、マシロの丸まった背中をたたいた。

「イタっ、……はーい」

　あからさまに気のない返事をするマシロ。

　普通、道を知ってるほうが、エスコートするんじゃないの？

　あ。でも、お手伝いは自分だから、それでいいのか？

　あれ？　でも、わっち、方向音おん痴ちでありんす。

　って、何語？

　というよりも。

　アサミ子というこのひと自体得体えたいの知れたことがない。

　思わず、何かこの『おつかい』には〝裏〟があるんじゃないのかい？

　なんつって勘かんぐってしまう。

　けど。うーん……まあ、いいや。

　しょうがないよね。

　考えててもはじまんないし。こちとら雇われの身バイトだし。やるしかねーっす。

「じゃあ、ましろんの腹も決まったところで、さっそく──お着がえタイムよっ！」

「って、え？　──きゃぁっ！　こんなところで服、脱がさないでーっ！」

「いいじゃない、いいじゃない♪　女同士なんだし、裸の付き合いしましょー♡」

「はっ、裸にはならなくていいっすよね!?」

「た・と・え・ば、よっ♪　ほらほら、早く脱いで脱いでっ♡」

「だーかーらー、せめて部へ屋やで……！」

「部屋がいいのね❤」

「なんか、イヤな言い方……。とにかく！　自分で着がえるんで、って……きゃああああああああああぁぁぁぁ──────っ！」

「あいかわらず可愛きやわいい声出すじゃないの、ましろん❤❤」

「ど……ど……ど、何ど処こに手つっこんでるんすかぁぁぁっっ、もぅ!!」

　わいわいがやがや。

　なんだかんだで、ここらへんのやりとりは、いつもとおんなじような休日の一日のスタートだった。




　違ってたのは、ここからだ。




　　　　♪




　それから、わざわざ、

「掃そう除じすると汚れちゃうから、まずはコレ！」

　アサミ子に、赤ずきんちゃん衣い装しようになる前に、一度、べつの忍シノブお手製のカスタムメイド服に着替えさせられ、マシロは寮りよう内ないの雑務をこなした。そのあと、

「じゃあ、今度こそコレでっ❤」

　と、エロいおっさんのような目つきのアサミ子の手によって、赤ずきんちゃんにさせられた。

　そして、ようやくおつかいの時間。もう、おはようがこんにちはに変わるくらいの時刻だった。

「おはよーっ。違う、こんにちは？　今日きようはよろしくお願ねがいします、ましろんっ」

　そう言って、玄関で待たい機きしていたマシロの前に現れたのは、ふわふわした可か憐れんな美少女で、赤ずきんちゃんの格かつ好こうをした陽向ヒナタだった。ぺこりと、ちいさく頭をさげる。

「こちらこそ、よろしくね」

　おなじように、ぺこりとしつつ、マシロは、心密ひそかにうなっていた。

　マシロがさんざん嫌いやがった赤ずきんちゃんコスプレを軽く着こなしている陽向の姿は、さすが聖アンジェリカ女学院のアイドル的存在だった。

　ふわふわくるくるなラヴリーな雰囲気も絵本の中の登場人物のようで、赤ずきんちゃんコスによく似合っていた。

　何な故ぜ、陽向までコスプレしているのかは謎なぞだが。

　しかし、疑問は浮かぶと同時に、ほぼ解決した。

　アサミ子と忍の、ものっそいうれしそうにしている顔がマシロの脳のう裏りに浮かんできた。

　あのふたりが陽向に、赤ずきんちゃんコスを着させたんだろう。そうに違いない。ってゆうか、それ以外に考えられないじゃん。

　でも、まあ。

「それ、かわいいね。似合ってると思う」

　マシロは言った。

　お世せ辞じとかじゃなくて、本心から、そう思ったから。

「ほんとっ？　ましろんがいってくれると、すっごくうれしいっ」

　陽向ヒナタは、頰ほおを少し紅あかくして微ほほ笑えんだ。

　ふわふわくるくるしてて、すごくやわらかい声と笑えみ。天使が笑ったら、もしかするとこんな風ふうなんだろうかと、なんとなく思った。

「ましろんもすっごくかわいいよっ」

　今度は、陽向が言った。

　赤ずきんちゃんのコスが誰だれよりもよく似合ってそうなかわいい男子の陽向に赤ずきんちゃんをほめられたから、なんの冗じよう談だんかと思ったが。陽向が冗談をいうのを聞いたことがないから、もしかすると、本当にそう思って言ってくれたのかも。

　そうだとするなら、マシロはちょっと照れくさくなった。

　今すぐこのコスプレを脱ぎ捨てて、ダッシュで家に帰りたかった気分もいくらかやわらいだ気がした。

「……ありがと」

　お礼を言っとかなきゃだ。

　すると、

「ふたりとも準備おっけー？」

　アサミ子が艶あでやか垂たれ流しながらこっちへやってきた。

　チビリは頭の上にいない。さっき、寮りようの中で萌流メグルの上に乗っかっているのを見かけた。萌流は、マシロに気づいたようだったが、あいかわらず、会話ができないでいる。

「ひなっちはコレで、ましろんは、コレを持っていってねんっ♪」

　言ってアサミ子が、陽向には黒ゴスい大振りな傘かさ、マシロには、うさんくさいほど見み栄ばえのするフランスパンとあからさまに高級ワインを入れたバスケットを渡してきた。

　このワインとかが〝おつかい〟のやつかな？

「重いけど、だいじょぶ？」

　アサミ子が訊きく。

「平気っす。自分、わりと力あるんで」

　言った通り、マシロは苦もなくバスケットを受け取り、取っ手を左腕にぶら下げた。と、

「……んー、なんか、ますます赤ずきんちゃんっぽくなったな……」

　我われながらそう思う。

　そのあまりにも赤ずきんちゃんな姿に、満足しているのは、アサミ子。

「いいじゃんいいじゃん。さすがましろん。略して、さろっ」

　上じよう機き嫌げんだ。

「これもちゃんと、かぶって」

　と、おろしていたフードをちゃんとマシロにかぶせる。

「…………完ぺきッスね……」

　まさしく赤ずきんちゃんの完成だった。

「かわいい、ましろん」

　陽向ヒナタがおせじでもなんでもなくそう言ってくれた。

　うれしい気持ちもあったけど、やっぱりまだぜんぜん、こっぱずかしい。

　フードで顔が隠かくせるだろうから、はずかしさも軽くなるといいなぁ……。

　儚はかない願ねがいを胸に抱きつつ、マシロは、

「そんじゃ、いこっか」

　傍かたわらの陽向に言った。

「じゃ、いってきます」

　出発しようとしたマシロたちだったが、

「ちょっとウェイティング！」

　アサミ子がふたりの肩をがっつりとつかんだ。

「な……なんすか？」

　ならんだふたりのあいだに入って、肩に手を廻まわすアサミ子は、フッフッフッフーと謎なぞの笑えみを浮かべた。

「いいこと、ましろん」

「はい……？」

「途と中ちゆうで、──オオカミさんに逢あってもついてっちゃダメだからねっ！　あぶないから！　食べられちゃうわよっ！」

　ノリノリだな、このひと……。

　そこまでして、赤ずきんちゃんにしたいんだ。……いいけど。

「──あとねっ♪」

　終わりかと思ったら、まだあった。アサミ子が付け加えて言う。

「これが一番大事なの。よく聞いといてね」

　とてもオトナびているのにひどく子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが、無む邪じや気きに聴きこえる。

「──ちゃんと陽ひが沈むまでに帰ってくること」

「え？」

　普通だ。

「……え？」

　あのアサミ子が普通のことを言ったので、二度訊ききしてしまった。

　あのアサミ子が普通のことを……！

「じゃあ、気をつけていってらっしゃい」

　アサミ子は、マシロと陽向ヒナタの肩から手を離はなすと、マシロの右手と陽向の左手を取って、たがいにつながせた。

「くれぐれもはぐれないように！　ましろん、方向音おん痴ちだからっ」

　アサミ子が言う。

　もっともだ。

　なので、はずかしいから！　とか陽向の手を振り払うことはしなかった。

　アサミ子が軽く押すように背中をたたいた。

　それで、一歩進む、マシロ。

　結果的に、陽向と手をつないだまま歩きだすことになった。

　ちらりと振り返ると、アサミ子が「いってらっしゃ～～い」と、いつものたくらんだ笑え顔がおでふたりを見送り、手を振っていた。

　にしても、今の、どういう意味だったんだろう……？

　普通に考えれば、「暗くなると危ないから早めに帰っておいで」という意味。

　でも、あのアサミ子だ。

　どうしても、深読みしてしまう。

　普通すぎて、逆にその真意を訊くのがためらわれた。

「……んじゃ、いってきます」

　うしろ髪を引かれる感じを残しつつ、マシロは歩きだした。

「いってきまぁす」

　陽向がふわふわした笑顔で、アサミ子に手を振って、マシロにつづく。てけてけと小走りになって、マシロの早足な歩調に合わせる。

　こうして、マシロのはじめてのおつかいがはじまった。

　それは前ぜん途と多た難なんなちいさな旅になる。

「ふたりともよろしくね、ましろん」

　遠ざかっていく背中に、アサミ子がつぶやいた。







　そして、現在。

　空は泣くのをがまんしてくれているけれど、それもいつまでもつか判わからない。

　マシロと陽向は、寮りようから十五分ほど歩いて、駅前までやってきていた。

「だいじょうぶ、つかれたりしてない？」

　マシロが訊きくと、

「うん、だいじょぶだよっ」

　陽向ヒナタは笑え顔がおで、つないだほうの手をぶんぶんと元気よく振った。

　陽向によると目的地は、ここから電車に乗って二十分ほど、準急か急行なら三駅の距きよ離りだ。

　そういえば、……マシロは目的地が何ど処こなのかも聞いてなかった。

　最後の最後で、なんか訊きそびれてしまった。

　まあ、陽向が目的地を知っているみたいだから、べつにかまわないだろう。

　アサミ子から預かったものが、ちゃんと届けられればいい。

　マシロは、左腕にぶら下げたバスケットの中、布にくるまれたワインをちらりと見た。

　気をつけよう。

　もしもこのワインを割るようなことになったら、バイトしてるといっても中二の女子が払える金きん額がくじゃないに違いない。

　あと、アサミ子だから、いろいろ怖こわい。金額じゃなくて、なにかべつのモノを要求されそうだ。人ひ間ととしてたいせつなモノとか。

「ふぅー……」

　駅前の広場が視し線せんの先にある。マシロは、一呼吸ついた。

　今日きようは、土ど曜よう。お昼前の駅前は、普ふ段だんよりもひとが多い。

　これから何処かへ出かけるんだろうか。待ち合わせをする中学生くらいの男の子や、高校生のカップルとかもいる。

　都会でもないこの街は、田舎いなかすぎるワケじゃないけど、家族づれとかは車を使うことが普通。広場や駅にはあまり姿がなかった。

　が、それでも、とおりすがりのひとたちの視線は気になる。

　ふたりの赤ずきんちゃん、それも美少女。目立つし、みんなが振り返らないはずがない。

　ようしゃない視線。

　中には、

「…………」

　無言で、カシャカシャと携ケ帯ー電タ話イのカメラで撮さつ影えいするひとまでいる。

　勝手にひとを撮とらないでくださいっ！

　見せ物じゃないんです！

　やらされてるんです！

　もっかいゆうけど、やらされてるんです！

　モラルってなんですか？

　モラルって……！

　それでもなんとか人目と人波をかきわけ、マシロと陽向は、駅前広場までやってきた。

「第一ミッションコンプリート。かな……？」

　さんざん人ひと目めにコスプレさらしたけど、知人とかに出くわさなかったのは、まだ精神的な救いだった。

　学校のひととかに見られたら、はずかしくて逃げ出しちゃいそうだもん。

　家族にはぜったいに見せたくない。全力で笑われるに違いないんだもん！

　とりあえず、何事もなく無事に目的地のある駅まではたどり着けそうな気がする。

　そうだ。

　そう。

　そう。

　そう。

　そうそうそう。

　そうそうそうそう。

　そうそうそうそううそうそ。

　うそ。

「──ウソっ！」

　ぜんぜん、無事じゃなかった。

「いないっ！　さっきまでとなりにいたはずの、美少女（少年）がいない!!」

　それはもちろん、──陽向ヒナタのことです！

　ぱたぱた周囲を見み廻まわす。

　二メートル、三メートル半径には姿が見えない。

「何ど処こで、はぐれたのっ!?」

　さっきまでうれしそうにケータイを向けてくるひとにまで、愛あい想そふりまいてたのに！

　つーか、手をつないでたはずなのにいつのまに!?

　手つないでたの意味なくねぇ!?

　ばかっ！　自分のばかっ！

　さらに視し線せんをぶっ飛ばして、あたり一帯を注意深くさぐる。

「…………んー……っ？」

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。視力はよい。とてもよい。

「いた！　あそこかっ！」

　土ど曜ようの人混みと人の目をすり抜けて、マシロは、もうダッシュで陽向のもとへ向かう。

「ちょっと、なにやってんの……!?」

　お店のウィンドウの前にしゃがみこんで中をじーっと見つめている陽向に、マシロは言った。

　見れば、そこはケーキ屋さんの前だ。

　おいしそうなショートケーキやらモンブランやらシュークリームも種類が豊富にそろえられている。

「ましろんっ」

　顔を上げて、マシロを見た陽向ヒナタの目は、とても潤うるんでいた。

　純粋無む垢くな瞳ひとみが、真まっ直すぐにマシロに向けられる。

　うるうる。

「どうしたの？」

「……──お腹なかすいたっ」

　泣きそうな声で陽向が言った。

　そうだった。

　この子、寝てるか食べてるかだった。

　ちょっと歩いただけなのに、燃ねん費ぴ悪いんだな……。

「朝ご飯食べなかったの？」

「食べたよ。でも、お腹すいた」

「…………マジっすか」

「マジっす」

「ってゆわれてもなぁ。おつかいの途と中ちゆうだし……寄り道禁止って、あのひとにも言われたでしょ？」

　一応、帰りに買ってきてとたのまれたモノもあって、お金もあずかってきているけど、それを使うワケには……。

「がまんして、いこうよ」

　マシロが言う。

　しかし、陽向はがんとしてケーキの前から動こうとしなかった。

「ちょっと、ねぇってば。道知らないから案内してもらわないとさー」

　やれやれとかぶっていたフードをはずし、マシロは陽向とおんなじにしゃがみこんだ。

　と、

「じゃあ、おしえない」

「ええっ！　道！」

　思いがけない返答に、マシロは、不ふ思し議ぎなツッコミをしてしまった。

「って、教えないじゃなくて！」

「じゃあ、死ぬ」

「え？」

「お腹すいた。死ぬ」

「死ぬっ!?」

　極端だろ！

　潤うるんだ瞳ひとみがマシロを見つめる。

　うるうる。

「……そ、そんな目で見てもダメなもんは……」

　うるうるが増す。

　ちょっと、泣きそうになってる。

　そんな、泣かなくても……。

　ハァー。

「……判わかったよぉ。ここで待ってるから買っといで」

　こんな格かつ好こうだから、あんまり一箇所にとどまってたりして、誰だれかとの遭そう遇ぐう率りつを上げたくないんだけど。仕方ない。

　死なれると困る。

　とても困る。

　あと、道教えてくれ。

　しかし、やっぱり陽向ヒナタは、ウィンドウの前から動こうとしない。

「……どうしたの、お腹なかすいたんじゃないの？　いいよ、買ってきても」

　マシロが訊きいた。

「お金持ってきてないよ？」

　陽向がさらり言った。

「『よ？』じゃねーし。じゃあダメじゃん」

「……お腹すいたなぁ」

　じーっと陽向がマシロを見上げる。

「って。……え？」

　潤んだ瞳で見つめてくる。

「……その目はなに……？」

　いや、うっすらと伝わってきてた。

　ようするに、マシロに買ってきて。ってゆう。

「マジっすか。サイフ持ってきてるけど……」

　うるうるが純粋度を増して、マシロを見つめる。

　うるうる。

　うるうる。

　うるうる。




　──わ～～っ！




　そんな純真無む垢くな目で見ないで！

　自分はそんなに汚けがれてますでしょうか!?

「負けたよぉ……。んじゃ、買ってあげるから。なにがほしいの？」

　自腹決定。

　アサミ子からあずかってるお金は使えないので、マシロ払いで。

「ほんと、やったっ」

　すると、うるうるしていた瞳ひとみが、きらきらに輝かがやく。

「ましろん、ありがと！　大好き！」

　ばふっ、と陽向ヒナタが抱きついてきた。
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「ちょ！　こんな往おう来らいで、ハズイから!!」

　ドキドキした。

　心しん臓ぞうが速くなって、顔も紅あかくなるのが自分でも判わかった。

「うんっ！」

　うなずいたが本当に判っているのか。陽向は、マシロの右手をつかんで、店内へと引っぱった。

　なんか、ドキドキはなかなか収おさまってくれなかった。

　胸がちょっと、きゅんて、苦しくなった。

「なんだろ……」

　マシロには、よく判わからない。

　とりあえず、近所のひとが飼ってる、パエリアとかキャバリアとかいう小型犬の可か愛わいらしさにたまらない気持ちになったときに似てるな。って思った。

　そう思うことにした。




　結局、そのあと、

「買っても、何ど処こで食べる？」

　という問題につまずいた。仕方ないので、店内の飲食スペースにて、ショートケーキとミルクレープをひとつずつ、それから紅こう茶ちやをふたつ頼んで、ふたりでちょっと早いティタイムをすることになった。

　どうせ自腹なので、大おお盤ばん振ぶる舞まいだっ。涙。

「はい、あーんっ」

　と、陽向ヒナタがフォークに刺してくれたショートケーキの苺いちごは、甘あま酸ずっぱくておいしかった。

　紅茶は、萌流メグルがいれてくれたほうが、何十倍もおいしかったけど。

　それよりなにより、陽向がたのしそうにしてるのや、ケーキを頰ほおばってしあわせそうなのが、うれしかった。

　なんとなくだけどね。

　でも、これって、おつかいじゃなくて、陽向のおもりをしているようになってきたような気がする。

　さて、まだ、先は長いのかな？

「んじゃ、再出発ってことで」

　店を出ると、自然なかんじで陽向がマシロの右手をにぎってきた。

「ん？」

　ハズイ。って思ったけど、考えようによっては、また、いなくなったりするのを防げるし、これはこれで、まあ、いいんじゃん？　でも、ちゃんとにぎってないとだけどね。

　なんか、同級生ってかんじじゃないなー。弟分ってかんじかも。

　ってことで。

　ふたりで、仲良く手をつないで、電車に乗った。

　がたんごとん。

　がたんごとん。

　がたんごとん。

　がたんごとん。

　がたんごとん……。

「…………切符、ない」

「──うぉい！」

　陽向ヒナタが切符を失なくした。

　全力ツッコミ。

　このおつかいは、まだまだ、波乱に満ちていそうだ。

「かんべんしてっ」

　このままで本当に目的地にたどり着けるんだろうか……。

　不安だ。

　不安しかわいてこねぇっす。




　　　　♪




　切符を失くしたことを駅員さんに伝えると、

「今回だけだからねぇ」

　と、失くした分の切符の料金を再度取られることなく、改かい札さつを通してくれた。

　やさしい駅員さんの心づかいに感かん謝しやして、駅を出たマシロと陽向だったが、

　──災さい難なんはつづいた。

　まず、駅を出たすぐのところで、

「ねぇねぇ。あのさぁ、ここらへんに、なんかお茶ちや的てきなことするところあったりするぅ？」

　背後から肩をたたかれ、ものっそい軽いノリと口く調ちようとおかしなニホン語で話しかけられた。

「はぁ？」

　声をかけられた時点で、マシロが瞬しゆん間かん的てき反射的生理的にものっそい不ふ機き嫌げんな顔で振り返ると、チョー頭の中身が少なそうな、茶髪金髪入り乱れたマンガみたいにつんつんした頭の男が立っていた。

「つーかさぁ、どっからきたの？」

　その瞬間、身の毛もよだつほどの──拒否反応アレルギー。

　つーか、この赤ずきんちゃんコスの人間に、よくもまあいけしゃーしゃーと話しかけられたもんだな……！

「…………」

　あからさまな不機嫌を隠かくすことのないマシロ。

　が、チャラ男おはまったく動じることなく、

「マジ、カワイくない？　なにやってるひと？」

　チャラ男は、乱れてもないうしろ髪をわさわさと手て串ぐししながら、軽い調子で言う。

　なにやってるひと？

　見てわかんない？

　赤ずきんのコスプレしてるひとだよ！

「ふたりともなにやってるひと？」

　また話しかけてきた。

　よし。

　無視しよう。

「…………」

　マシロは、そう決めて歩きだそうとした。

　が、チャラ男おはがぜんイキオイを増し、

「話でもしようよー」

　と、陽向ヒナタの肩にふれようとしてきた。

「…………」

　としかし、無言のマシロが、ずずぃと前に出てそれを阻そ止しする。

　マシロは、あまりの生理的受けつけなさっぷりに自分でも驚おどろくような行動に出た。

「……ましろん？」

　陽向も驚いていた。

　なにしろ、マシロがチャラ男から護まもるように、陽向をぎゅーっと抱きしめたからだった。

　そして、

「べーっ！」

　と、子供みたくあっかんべーをした。

　この子は自分のもんだとでもいうようにだ。

「いこっ、ひなっち！」

　言って、マシロは、陽向の手を取って、すたすた歩きだした。




　ところがどっこい。

　どっこいしょ！




　このチャラ男。空気がまったく読めないのか、読まないのか、

「あのさぁ、俺おれさぁ、マジきみらカワイイと思うからさぁ。芸能界とか興きよう味みなくない？」

　なんかおかしなことを口くち走ばしりはじめた。

　いよいよもって、ナンパなのかスカウトなのかただ頭が弱いだけなのか判わからなくなってきたチャラ男に、マシロは、軽い恐怖すら感じるようになっていた。

　ちょ！　なんなの、コイツは!!

　いっそぶん殴ってぼっこぼこにでもしてやろうかと思ったけど、それでも、この軽い調ちよう子しのままだったら、さらに怖こわい。マシロは、ここは無視してブッちぎることにした。

「ねぇ、ちょっとさぁ。足はやくない？　マジウケるんだけど」

　背後でチャラ男おの笑う声が聞こえる。

　ウケねぇ！

　こえーよ！

　ずんずんと陽向ヒナタの手を引いて歩いていくマシロ。

　そのあとを、チャラチャラとついてくる男。

「ここらへんのひと？　よく、ここらへんで遊んでんの？　ねぇ、お茶ちやでものまない？　もちろん、おごってあげるからさぁー」

　いくら訊きいてもマシロが答えないのが判わからない男は、執しつ拗ように話しかけてくる。

　なんだ？

　なんなんだ!?

　おまえの原動力と行動原理はなんなんだ!!

　いや、答えなくていい！

　答えなくていいから、

「さっさといなくなって……！」

　ほしいと思う。心の底から。

　とそのとき、

「ましろん」

　陽向が呼んだ。

「え？　なに？」

　マシロは引っぱっている陽向を振り返らずに、歩を進めつづける。

「あの男の人、なんか食べさせてくれるってゆってるよ？」

「いいのっ、あんなのはほっといて！」

　純粋無む垢くな科白せりふを口にする陽向をさとすように。

「さっさとどっかいってほしいくらいだし……！」

　マシロがイライラにまかせてそう言った。

　すると、

「うん。判った！」

　陽向がうなずく。

「え？　なにが……？」

「さっきのお礼。ケーキおいしかったから……」

「いいよべつに、それより、さっさとあいつから離はなれよう」

　マシロは振り返らなかった。だから、それに気づかなかった。

　陽向ヒナタが小声で何かを言っていた。

「ねっ、いいよね？　お願ねがい」

「──しゃーねーな、オマエの頼みだから。今日きようだけな。まだ、眠いんだよなーほんとは」

　あれ？

　陽向だけど、陽向じゃない。

　一いつ瞬しゆん、べつの声が聴きこえたような気がした。

　マシロは、ようやくうしろを振り返る。

　と、いきなりだった。

「……うわっ！　なに？　どうしたの……？」

　陽向が立ち止まった。ぐん、とマシロの腕がひっぱられ、つんのめりそうになった。

　無言のまま、陽向はマシロの手を離はなすと、やってくるチャラ男おのほうに向かう。

「ちょっと？　なにしてんの？」

　陽向の行動が理解できない。それに、そのうしろ姿がいつもと何ど処こか違う。

　ふわふわしていない。

　どっちかってゆーと、なんだろう。

　うまく表現できない。なんてゆったら……えーっと、

　ちょっと……男の子っぽい。

　いや、男の子だから当たり前なんだけど。今は女の子の、赤ずきんちゃんの格かつ好こうしてるし。

　なんか、一瞬、ドキッとしてしまったのはなんだったんだろう……。

　気のせい……？

　それよりも気になるのは、陽向のうしろ姿がいつもと違っていたことだ。

「ダーク？」

　そんな雰囲気の陽向は、すたすたと真まっ直すぐチャラ男のほうへ向かっていた。と思ったら、急に方向を変えた。

「ん……っ」

　マシロは、ダークな陽向の先に視し線せんをやった。

　そこには、なんともお行ぎよう儀ぎ悪く駐ちゆう輪りんされた自転車が何十台も連なっている。

「……なにする気……？」

　その動向を見守るマシロだが、度ど肝ぎもを抜かれる展開が待っていようとは想像もできなかった。

　ダークな陽向は、自転車の行列の前に立つと、すーぅ、と大きく息を吸いこんだ。

　そして、

「──きゃぁ～～～～～～～～～～～～～っ！　助けてぇ～～～～～～～～～～～～～～～！」

　何事!?

　と思ったのは、マシロだけじゃない。

　さすがの無チ神ヤ経ラ男おも、ビクンッと身を震ふるわせて驚おどろいていた。

　さらに、何を思ったか、ダーク陽向ヒナタ。

　悲鳴を上げてから間かん髪はつ入いれずに、







　──ぐぁしゃ～～～～～～～～～～～～～～～んっ！







　自転車の列に、……ダイヴした。

　そのイキオイのまま、次々に将しよう棋ぎ倒だおしになっていく自転車。

「ちょ、ちょ、ちょっと!?」

　目を点にしたマシロだった。

　悲鳴と自転車の倒れる音が、あたりに響ひびいた。その騒さわぎに、周囲を行き交かっていた人々が足を止める。

　お人形のようにカワイイ美少女が倒れこんでいる姿と、立ちつくすチャラ男。

　人々は瞬しゆん間かん的てきに思っただろう。

『見るからに悪そうなチャラ男が、か弱い美少女をナンパしようとして断られたか無視されたかで、逆上して──暴ぼう力りよくを振るったんだ』と。

　マシロは、ハッと理解した。

　ダーク陽向は、最初からコレを狙ねらっていたんだ！

　そして、わらわらと人が集まってきた。

「大丈夫ですかっ！」

　と、自転車のところで倒れている陽向を助け起こすひと。

「おまえ、なにやってんだ！」

　と、チャラ男につかみかかるひと。

「な、なんもしてねぇよ。こいつが勝手に自転車の列につっこんだんだよぉ！」

　チャラ男は叫ぶが、誰だれも信じるはずがなかった。

「自分から自転車の列につっこむバカが何ど処こにいるんだ!!」

　ということだ。

　あっというまに、チャラ男は、人々に囲まれ取り押さえられた。

「ほら、うまくいった」

　いつの間にか、ダーク陽向が、わめき散らしているチャラ男をあざわらいながら、マシロの横に立っていた。

「う、うまくいったって……ちょっとした騒さわぎになってんじゃん！」

　マシロが言う。けれど、

「べつにいいでしょ？　ウザイヤツがいなくなったんだし」

　けろりと、ダーク陽向ヒナタは悪びれない。

「いやいやいやいやいやいやいや、そういうことじゃなくて……」

　しかし、マシロはここで言いあってても仕方ないと、さっさとその場からトンズラすることにした。

　マシロは、陽向の腕をつかむと、

「逃げるっ！」

　すぐ脇わきの路地へ飛びこんで、猛もう然ぜんと走りだした。

　ケーキ屋のときみたく陽向とはぐれないように、ぎゅっと手をにぎって、路地を右へ左へさらに奥へ奥へと進んでいく。

　走りながら、マシロは思い出していた。

「あ……そういや、前も……」

　いつか。夜の涼橋スズハシ寮りようで、こんなべつの雰囲気の陽向に逢あったことがあった。

　陽向？

　ほんとうに、これが陽向？

　ぜんぜん、違うんだけど。

「……ごめん、ましろん。ちょっと、間違っちゃった？」

　振り返らない背中越しに、陽向の声がした。

　これは、いつのもふわふわした陽向のようだ。

　あら？　戻ってる？

　でも、今はとりあえず、

「ひなっち、話はあとで！　とりあえず、ここらで隠かくれよっ！」

　いつのまにか、『ひなっち』とみんなが言っている呼び方を使っていることにも気づかず、マシロは、知らない家の敷しき地ち内ないに飛びこんだ。

　そのまま庭のほうへ入っていって、あじさいの傍かたわらに身をひそめた。

　しばらく、周囲のほとぼりがさめるまでじっとしてよう。

「……ハァー……」

　今日きよう一番の疲労感。

　マシロは、一度、おおきく深呼吸した。

　知らない家のひとごめんなさい。もうちょっとだけ。

「ひなっち、平気？」

　マシロが陽向に訊きいた。

「うん」

　肩で息をしながらも、陽向ヒナタはゆるやかに微ほほ笑えんだ。

　やっぱり、いつものふわふわくるくるしたお人形みたいな、陽向がそこにいた。

　さっきのはなんだったんだろう。

　見間違え……？

　自転車にダイヴしてたし……。

　と、

「ましろん」

「ん？」

「ひなっちって呼んでくれた？」

　陽向がうれしそうな笑え顔がおをマシロに向ける。

「え？　あ、そうだっけ？」

　マシロは無む意い識しきだったので、言われてはじめて気がついた。

「あ、ごめん。なれなれしかった？」

　今まで、陽向のことをどうやって呼んでいたか思い出そうとしたが、思い出せない。

　てか、名前で呼んだことなかったかも……。

「ううん。うれしいって、思って」

　としかし、陽向が笑う。

「そっか」

　よかった。

　嫌いやじゃなかったのか。

　でも、意い識しきすると、なんか、今度から呼びづらいな……。

　マシロは、クラスメイトとか友達とかを、ほとんどあだ名で呼んだことがない。今さら照れくさくなった。

「……もう、そろそろいいかな」

　紅あかくなっているだろう顔を隠かくすように、赤ずきんちゃんのフードを目ま深ぶかにかぶり、マシロは陽向の手を引いて、立ち上がった。

　……いや。

「……ちょっと……？」

　立ち上がったのはいいんだけど、なんか、陽向が、

「ふらふらしてんじゃんっ」

　しかもなんか、眠そうじゃありませんか。

「ちょいと！」

　いなせな口く調ちようでツッコんでみたけど、陽向のまぶたは、どんどん閉じられていく。

　普ふ段だんから眠そう→ケーキと紅こう茶ちやでお腹なかが満たされる→ちょっと運動→疲れる→眠い。

「ねっ、寝るなぁ！　寝たら、死ぬゾウ！」

　今度は雪山で遭そう難なんしたシチュエーションコントの口く調ちようで言ってみた。

「ちょっと！　寝ないでってば！　立ったままだし！　てか、キミがナビゲートしてくんなきゃ、誰だれがすんの!?」

「……………………くぅ……」

「寝たーっ！　寝るなぁーっ！」

　陽向ヒナタのまぶたが完全にクローズドした。

「ちょちょちょちょちょちょっとー！」

　ゆさゆさしてもわさわさしても、逆転の発想で（マシロはいつも忍シノブやアサミ子にされると目が覚める思いがするので）ぎゅーっと抱きついてみても、

「お、起きねー！」

　藤間フジマ陽向。十三歳。中二。一度寝るとなかなか起きない。

「どうすんの？　こっから、どうすんの？　起きろっ！　起きないっ！　ようしっ！」

　右腕にワインの入ったバスケット、左腕に陽向が持ってきた傘かさ（アサミ子から借りた）を装備し、マシロは、

「えいやー」

　陽向を背中におぶった。

「とりあえず、ここじゃなんだから。ひとんちだし、移動しよう」

　いったん駅前のほうを目指すことにした。




　しばし。歩くこと五分。

「……まあ」

「かわいらしいわねぇ」

「…………」

　駅前に出たのはいいがやっぱり人通りも多く、マシロたちは俄が然ぜん目立った。

　だって、赤ずきんちゃんのコスプレで赤ずきんちゃんのコスプレしたひとをおんぶしているんだから目立つに決まってる。

　おばちゃんたちの視し線せん、カップルの視線、学生の視線、知らないひとが勝手にケータイカメラで写真を撮とる。

「なんの罰ばつゲーム……？」

　降りそそいでくる災さい難なんにめげそうになりながらも、駅から少し離はなれたところに公園のような、でも人ひと気けのない場所をみつけ、マシロは、ベンチに陽向を横に寝かせた。

「ふーっ」

　と、また一呼吸おいて、マシロもベンチに腰を下ろす。

　陽向ヒナタを背負っていても、自宅が格かく闘とう技ぎ道場だけあって体力的にはあまりつかれてなかったが、精神的には疲労が第一次ピークに達しようとしていた。

「とりあえず、寝ちゃってるから……あのひとに電話でもしてみよう……」

　マシロは、ポケットの中からケータイを取り出……、

「──せない！　ない！　ケータイないし！　てか、ポケットは何ど処こ!?　……もしかして、やっちゃった！」

　ここで重大な事実に気づいた。

　マシロのケータイは、




　──家だ。




　そういや、赤ずきんちゃんに着替えさせられてたときもなかった。

　持っていたのは、お財さい布ふとタオル。

　ケータイを携けい帯たいする習しゆう慣かんがまだ身についていないジョシコーセーとは思えない現役のそれも超お嬢じようさま学校に通うジョシコーセーとして、なんとも稀け有うなミステイクだった。

「…………なんでこんなことに」

　それでも、ハッと思いつく。

　陽向もケータイを持っていたはずだ！

「……ちょっと、ゴメンネ」

　なんだか寝こみを襲おそっているみたいで罪悪感が心の中をぐるぐるしていたけれど、この状況だ仕方ない。

　そう自分に言い聞かせて、マシロは、陽向のポッケをさぐってみた。

「だから、ポケットって何処……？　ええっと、あ……っ！　あった！」

　フード付きのポンチョのような上着の下、エプロンのところのポッケに陽向のケータイが入っていた。財布はやっぱりなかった……。

　でも、べつにいい。おごらされたとか、べつに気にしてない。

　これが希望だ！

「なるべく見ないようにするから、ゴメンっ」

　いくらケータイを使いなれていないマシロでも、携帯電話というモノがプライバシー情報の巣そう窟くつだということぐらいは理解している。

　それでも、今は、ごめんなさいだ。

「もとはといえば、キミが寝ちゃうから」

　というツッコミはしない。

　マシロは、陽向ヒナタが何ど処こでも、立ったままでも寝てしまうような子だと知っていた。

　最初からふまえておけば、こんなバッタバタしなくてすんだんだ。

「おつかいたのまれてるの自分だし」

　それに陽向のあんなうれしそうな顔見たら、怒るに怒れないよ。

　すぅすぅ、心地ここちよさそうに寝息を立てている陽向。

　聞いてないと思うが、いちおう、断っておく。

「ちょっとだけ借りるね」

　言って、マシロは、陽向の緑みどり色いろの折りたたみ型ケータイを開いた。

「あ……」

　開くと同時に、液晶のバックライトが点灯する。

　液晶に映っていたのは、

「これ、五月さつき祭さいのときの……」

　マシロ、忍シノブ、千尋チヒロ、陽向、萌流メグル、それからアサミ子で撮とった写真のデータだった。

「そういや、みんなで撮ったんだっけ……」

　みんな笑ってる。

　なんだか、思いがけずに心がほっこりしてしまった。

　今までだったら、こんなこと考えられなかったな……。

　写真の真まん中なかには、自分がいた。

　学校での集合写真はいつもはじっこのほう。なんなら、隠かくれて写りたくなかったくらいだ。

　それが、あのひとや四人と出で逢あってから、ちょっとずつ変わっている。

　家族以外の誰だれかと、照れ笑いでも、笑え顔がおで写真に写るなんて思いもしなかった。

「なんだかなぁ……」

　急にまた照れくさくなって、マシロは、電話帳のボタンを捜した。

　幸い。マシロが使っている機き種しゆと操そう作さ的にはさほど違いがなかった。おそらくメーカーがおんなじなんだろう。苦労せずに、電話帳にアクセスできた。

　なるべくそこに登とう録ろくされているデータを見ないようにしたが、あまりそんな必要もなかった。

『アサちゃん』という名前で、あのひとの登録が一番最初に出てきた。

　それにほかに登録されていたのは、わずか数件だった。捜し出すというほどでもない。

　そっか。学校じゃ、アイドル扱いされすぎてて、みんな、仲良くしようとか思って近づいたりしてこないから……。

　陽向にとって、あの寮りようのメンバーは、どんな存在なんだろうか。

　考えてみても、今のマシロにはまだ、判わかりそうになかった。

「とにかく、と……」

　アサミ子に連絡してみよう。

　通話ボタンを押す。

　呼び出し音三回で、つながった。

「あ、あの、もしもし？」

『もしもし？　ひなっち？』

「あ、あれ？」

　アサミ子のケータイにかけたはずだが、出たのは、アサミ子じゃなかった。

　このかわいらしい声は──萌流メグルだ。

　おそらく、アサミ子が面めん倒どうくさがって、萌流を電話に出したんじゃないか。

　なら、

「もしもし。水田ミズタマシロだけど。ケータイ持ってきてなかったんで、借りてかけてるんだ」

　そう言う。それで萌流も理解したらしく、

『どうかしたの？』

　と訊きいてきた。

「うん。……なんてゆうか、多少……ハプニングだらけで……ってゆうか……」

『そう。ちょっと待って、アサちゃんにかわるから……っ』

　最後まで言わなくても、おつかいに出たマシロたちが困った状況になっているとさっしたんだろう。萌流は、「アサちゃーん。ミズタマシローさんからだよ」と、近くにいるアサミ子の名前を呼んだ。

　萌流が、マシロの名前を呼ぶのは、いつ以来だろう。

　あいかわらず、間違ってるけど。

　するとまもなく、

「はいはい、もっしんぐぅ。ましろん？　どしたの？」

　のうてんきなあっかるい声が聞こえてきた。

　オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが、マシロに思っていた以上の安心感をもたらしてくれた。

「あのっ、すいません。ちょっとハプニングが……」

　マシロは、これまでの経けい緯いをかいつまんで話して、アサミ子に指示をあおぐことにした。







　それから、小一時間後。

「……な、なんでこんなことに……」

　右腕にはワインの入ったバスケット、左腕には傘かさ、そして背中に夢ゆめ見み心ごこ地ちで目覚めてるか目覚めてないかさっぱり判わからない状態の陽向ヒナタをおんぶしている、男らしい姿で、マシロは、その建物を見上げていた。

　フード付きのポンチョは脱ぎ、スカートもまくり上げ短パンみたくなっている。頭には持参していたタオルをまきつけていた。

　男の子みたいな風ふう貌ぼうになってしまっている。

　でも、そんなところを気にするマシロでもないし、気にするよゆうもなくなりつつあった。

　マシロは、あんぐりと口が開いてしまっていた。

「……マジでか……。……ここ？　ここなの……？」

　つぶやく声が震ふるえている。

　ここまで本当にたいへんだった。

　道案内してくれるはずのナビゲーターはお腹なかがすいて死にそうだわ、切符は失なくすわ、果ては寝てしまうわ。

　陽向ヒナタのケータイに送ってもらった地図は、アサミ子手書きのあいかわらず、まったく目印がない不親切な地図だった。

　そこに、マシロ自じ慢まん（？）の方向音おん痴ちが合わさって、豪ごう快かいに道に迷った。

　結局かよっ。

「なんのための、ナビだったんだ……」

　もはや、疑問は愚ぐ問もん。訊きくだけ虚むなしい。

　誰だれも答えてくれないし。

　それでも、ようやく。

　ようやく、たどり着いたんだ。

「……でも、なんで……」

　そうなんだ。

　空はいよいよ涙を流しはじめた。

　夕焼けが近く、あたりは薄うす暗ぐらい。

　そんな中に、ぼんやりとたたずむ建物。

　マシロの目の前には、はじめて涼橋スズハシ寮りようを目まの当たりにしたときの衝しよう撃げきに近いモノが映っていた。

　それは、全面をツタにおおわれた、いかにも、

「出ますけど、何か問題でも？」

　と、あからさまにあやしげで不ぶ気き味みな古い洋よう館かんだった。

「ここ？　ここなの？　マジっすか……」

　何度も、ケータイの画面に映る地図を確たしかめてみた。

　また方向音痴を炸さく裂れつさせて、やっちまったか!?　と思いたかったけれども。

　間違いない。

　もう、間違いようがない。

　アサミ子の手書きの地図に『幽ゆう霊れい屋や敷しき』って書いてある。

　あのひとのことだから、ちょっとしたジョークだと思ったのに。

「マジっすかー……」

　まさに目の前にそびえ建つのは、テレビで観みたような──幽霊屋敷。

　デンジャラス。




　そして、




　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。怖こわい話とか、

「苦にが手てっす……！」







　しかし、残念ながら、




　ここが、はじめてのおつかいの目的地。




　おめでとう。

　到着だ。







　水田マシロ。




　キミにさちあれ……。











HEY HEY,BABY POP - fin.
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　　　　♪




　空は、コレでもかというくらいにくもっていた。

　灰はい色いろの雲が重なる。もう、いっそ雨が降ってくれたほうが気分的には楽になったかもしれない。どうせなら。

　一いちか八ばちかで降りた駅から歩くこと、小一時間。

　夕焼けの気配けはいを背中に感じはじめた。

　歩いて、迷って、休んで、歩いて、迷って、彷さ徨まよって。

　右腕にワインの入ったバスケット、左手に傘かさ、背中には気持ちよさそうな寝息を立てる陽向ヒナタ。

　しかも、いろいろありすぎてうっかり忘れそうになるけど。マシロは、現在『赤ずきんちゃんコスプレ』の真まっ最さい中ちゆう。もはや、原形をとどめてないが、誰だれかに道を訊たずねようにも、こっぱずかしいことこの上なし。

　アンド。

「この地図見せて、誰が判わかるの……？」

　道に迷ったのでアサミ子に言ってケータイに送ってもらった画像──Ａ４コピー用紙にフリーハンドで書き殴ったチョーアバウトな地図をケータイカメラで撮とったやつ。

　それでもなんとか、ここまでやってきました。

　やってきましたとも。

　右腕にワイン入りバスケット、左手に傘、ぐーぐーひなっちをしょって。

　やってきたんですが。

「ほんとのほんとのほんと……？」

　目の前にある光景が信じられなくて、マシロは、まんがみたく「わなわな」と唇を震ふるわせた。

　体力には多少自信があるといっても、いくら性格が男前だといっても、マシロも一応、自覚は稀き薄はくだが、女の子。

　これだけの荷物（陽向を含む）を持って、小一時間も歩けば、コスプレ効果も手て伝つだって、体力的にも精神的にも疲労が蓄ちく積せきされていたところだ。

　しかし、それすらも、忘れてしまうほどの、思いがけないインパクト。

　テレビで観みる噓うそくさいけど本当っぽい心しん霊れいスポットとして紹介されている、ソレ。そのモノ。

　……でも、あれってテレビだから……と思うけど、普ふ段だんあまりテレビを観るほうじゃないマシロは、虚きよ実じつの区別がつかなくなってしまう。

　今、目で視みているモノが信じられなくなる。

　あまりにもリアルで。だからこそ、テレビで観ているよう。

　ようやく、目的地にたどり着いたと「ほっと」するまもなく、黒目がちな瞳ひとみに飛びこんできた衝しよう撃げき的てきな光景。

　その、時代に取り残された洋風の古ぼけた外がい観かん。

　錆さびた鉄の門には、夥おびただしい量のツタが絡からまって、来る者を拒こばんでいるよう。

　長い間、何なん人ぴとたりとも手をつけさせていないんだろうか。

「此こ処こから先には行かないほうがいいぜ？」

　とか、そんなことを言っている。

　気がする。

「……こういうの、テレビで観みた……」

　あまりテレビを観ないマシロでも、観た記き憶おくがあるくらいだ。

　その見た目のインパクトは絶大だった。

「で……も、……此処だよね……？」

　そう、此処。

〝あのひと〟が送ってよこしてきた地図の画像。

　その目的地とされるのが、ここ。

　この場所に立っている古い洋よう館かん。

　住宅地の奥。洋館だけ、ぽつんと、ほかから離はなれた一角にあった。

　背の高いレンガの壁かべやすべてをおおうツタのせいで、中の様よう子すは判わからないが、マシロは思った。

「……確かく実じつに……、」







　──幽ゆう霊れい屋や敷しきじゃん……！







　ただ、最初からそう、〝あのひと〟が送ってきた画像には書かれてあった。

　ただ、マシロが、「また、あのひとのいたずらかな？」とか思って、取りあおうとしなかっただけ。

　真実は、最初から其そ処こに存在していたんだ。

　見えなかったんじゃない。見ようとしなかったんだ。

　ただ、それだけだ。

「……って、哲学してる場合じゃないし……」

　ちょっぴり現実逃とう避ひしようとしてしまったマシロだった。

　どうやら、ここが目的地なのは間違いない。

　本当に、残念ながらというかんじだけど。

　おそらく入り口だろうツタのからまった錆さびた鉄の門。

　近づいていくと、ツタの隙すき間まから敷しき地ちの中をのぞくことができた。

「……すみませ～ん……。あのぅ、誰だれかいますかぁ……」

　隙間から、声をかけてみた。

　ものっそい小声だったが。

　呼んではみたけど、これじゃ誰にも聞こえるはずがない。

　むしろ、聞こえなくてもいいくらいの。

「だってさぁ……なんかさぁ……、べつなものが出てきたら、嫌やじゃん……」

　落ちついて見てみれば、なんてことないことに気づいたかもしれない。が、今、マシロは、完全に──ビビってる。

　幽ゆう霊れい屋敷の存在感に圧倒されて、その雰囲気にのみこまれてしまっていた。

　今なら、「ここが死神の住すみ処かですよ」と言われても驚おどろかない自信がある。

　でも、

「やっぱ、行かなきゃだよなぁ」

　そうだ。目的地がこの幽霊屋敷な以上、この中へ入っていかなくちゃなんだ。

　目的地に到着しただけで、

「じゃあ、帰りますか」

　というワケにはいかない。

　なにしろ、〝あのひと〟から頼まれた『おつかい』があるんだから。

「幽霊屋敷ちょーこえーから、帰ってきちったぁ。きゃは♡」

　とか言って許してもらえるなら、今すぐ言ってしまいたい。

　それで許してはくれたとしても、あとあと『精神的』に面めん倒どうなことになる気がする。

「だよねぇ……」

　ひとりごと。さっきから回数が多くなっているのは、声を出していないと、とても怖こわいから。

「フゥー。しょうがない。いくしかない……っ」

　意を決して、あらためてツタのからまる門に目を向ける。

　恐怖を感じるのは、得体えたいが知れないから。

　その正体なりなんなりが判わかれば怖くないはず……！

「正体みたり…………っっっっっっっっ、って──」

　思い切って、鉄の門の隙間に首をつっこむイキオイで屋敷の中をのぞきこんでみた。

　思いきらなきゃよかったと、直後にどっぷり後こう悔かいした……。

「え……っ？」

　誰かと視し線せんがあった。

　さっきまで、そこには誰もいなかったはずなのに。

　ツタのからまった鉄の門の隙すき間まから、誰だれかが、じー……っ、とこちらを見ていた。

　目が合ってしまう。その瞬しゆん間かん、マシロは叫んでいた。

「き、きゃぁぁぁぁぁあぁぁぁ──ッッ！」

　本日二度目の悲鳴。

　もう、女の子っぽい悲鳴だとかそんなこと、はずかしがってらんない！

「で、で、で、で、で、──……出たっ！」

　でちゃった!!

　門の隙間からこっちを見ているのは、ぎょろりとした『目』だった。

　シルエットは、ひとの形をしている。身体からだは闇やみをまとうような黒。顔は目の奥がくぼんだようになっていて、まるで、骨と皮だけの骸がい骨こつだ。

　幽ゆう霊れい屋や敷しきで、突然出現した！

　上から下まで全身をすっぽりとおおう、真まっ黒くろのローブ。もう判わかりやすいくらいのヴィジュアル！

　完全に、出た！

　ほんとに出ちゃった！
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　──ゆ、ゆ、ゆうれい!!




「ちょ……っ！」

　ちょっとなにやってんの。ほんとうに出てきてどうすんの！

　とか、ツッコミを入れようかと思ったけど、幽ゆう霊れいにツッコミが通用するのかはなはだ疑問だったので、やめといた。

　というより、それ以前の話だ。

　目の前にいるのは、完全な幽霊さん。

　骸がい骨こつの幽霊のくぼんだ目が、まだこちらをとらえていた。

　出るはずのないモノが出て、目の前にいる。

　それは、言いようのない恐怖だった。

　テレビなんかで心霊現象や恐怖体たい験けんの話を観みたりして、「自分だったら、迷わず逃げるのに」とか思っていたが、実際、『未知』と遭そう遇ぐうしたとき、人間はそんなにちゃっちゃと頭を切りかえて動くことができない。

　足がすくむ。

　マシロの身体からだは硬直してしまっていた。

　力を入れているつもりでも、自分自身で、それが判わからないくらいだった。

「はぅっっ」

　無む意い識しきに震ふるえる唇から悲鳴が漏もれ出てくる。マシロは、それでもなんとか血の気の引いた頭に酸さん素そと血液を送って、半はん金かな縛しばり状態から逃のがれようともがいた。

　半歩、うしろへ。引きずるように足が下がった。

　大丈夫。逃げられる！

　マシロは、骸骨の幽霊のひとから目を離はなさなかった。

　このまま、振り向いて逃げたなら、一気に襲おそいかかられてしまいそうな気がしたからだ。

　マシロの本能が、「後ろ、向く、キケン！」と片言でいっている。なんで片言なんだとかはこの際、いい。どうでもいい。

　とにかくマシロは、また、半歩、後退した。

　マシロの背中には、陽向ヒナタがいる。

　いまだに眠ったままだ。

「こんなときに寝てるなんて！」とは思うが、同時に「守らなきゃ」とも思った。

　陽向をほっぽり出していけば、今すぐに逃げ出すこともできるけど、それじゃ、ダメだ。

　背中を向けて、逃げ出すなんてありえない。

　なんとしても、守らなきゃ。

　マシロはそう想おもった。

　理由は、判らない。

　陽向ヒナタが、どうだとか考えたこともなかったし。

　けど、守りたい。

　ただ、それだけ。

「……──ふぁっ!?」

　そのときだった。

　骸がい骨こつの幽ゆう霊れいのひとが動いた。

　逃げようと後退するマシロに、皮と骨だけのような手をのばしてきた。

　そして、もういっぽうの手を鉄の扉とびらにやると、







　ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ…………っ。







　耳に痛い軋きしんだ音を上げ、門がゆっくりと開いていく。

　骸骨の幽霊のひとが、かたかたと顎がく関節を鳴らしながら、何かをうめくように口走った。

　しかし、それらは、門が開く音でかき消されてマシロには聞こえなかった。

　そのことは、さらにマシロの恐怖を増幅させた。

「…………はぅ……っ」

　自分の悲鳴が情なさけない。

　でも、やっぱり怖こわいのっ。

　悪あく霊りよう退散！　悪霊退散！　悪霊退散！　悪霊退散……！

　何回ゆったら、退散してくれますか？

　無理ですか？　そうですか……！

　大きく開いた門。すぐそこに、目の前に、骸骨の幽霊のひとが、かたかたと顎あごを鳴らしながら立っていた。

「わぁっぁぁ！　やだっ！　ごめんなさい……！」

　もう、終わりだと思った。

　このまま、骸骨の幽霊のひとにつかまって、きっと、……食べられちゃうに違いないんだ！

　手の先からか、足の先からか、それとも頭から!?

　かたかたかかたかたかたかたって！

　それで、生き血を啜すすられて、お目めをぱっくんといかれちゃったり、そしたら、水晶体が出てくるまでしゃぶられちゃう!?　かたかたかたかたかたかたかたかたって！

　あとになって、思えば、なんてお莫ば迦かで短たん絡らく的てきでしょうもない妄もう想そうだったんだろうと、マシロは、こっぱずかしい想おもい出でに悶もん絶ぜつすることになる。穴があったら入りたい……！

　というワケで、結果だけ言ってしまえば。

　マシロが、食べられた事実などなく。もちろん、陽向ヒナタも同じ。

　むしろ、骸がい骨こつの幽ゆう霊れいのひとは、骸骨でも幽霊でもなく、ふつうの人ひ間とだったんだ。

　それに気づくのはもう少しあと。

　と、そのとき、

「……うわぁ～～っ。おばけだぁ～～っ！」

　マシロの耳もとすぐで、ふわふわとした声が鳴った。

　驚おどろいているのが、やっと伝わってくるのんびり口く調ちよう。息と声が、くすぐったいけれど、恐こわがりの末に妄もう想そうを暴ぼう走そうさせていたマシロにとっては、心を落ち着かせるきっかけになった。

　聴ききなれた──陽向の声だった。

　まさか、陽向の声に救われることになるなんて、思ってもみなかった。

　陽向は、目の前の骸骨の幽霊のひとに釘くぎ付づけ。食い入るように見入っていた。

「のんきにしてる場合じゃないよ。逃げないとっ！」

　マシロは、引きつったささやくような声で陽向にだけ言った。

　しかし、

「……あれ？　お國くにさん？」

　陽向が言う。

「あれれ？　お國さんがなんでここにいるの？」

　寝起きの陽向は、状況を把は握あくできていないのか、目の前にいる──お國さんというらしい、骸骨の幽霊のひとに言いながら、あたりをきょろきょろと二度三度、見み廻まわした。

「お屋や敷しきに到着してる。いつのまに……？」

　と、陽向は、眠ったところから記き憶おくがつながったらしく、気分は、瞬しゆん間かん移動。




　ザ・のんき。




「『いつのまに？』じゃないよぉっ」

　恐怖からか、ほっとしたからか、半泣きでマシロが言う。

「てゆうか！　知り合いなの!?　幽霊と知りあい!?　いや、むしろ、人ひ間とか!?　ひとなのか!?」

　そんなバカな。マシロがツッコミの代わりに言った。混乱しまくって最後のほうはもうちょっとワケが判わからなくなっていた。

「お國さんだよ？」

　だよ？　じゃねーし。

　訊ききたいのは、そこじゃないんだよ。

「ひっ……！」

　マシロは、目覚めている陽向ヒナタを背中から下ろすことも忘れて、思わずまた悲鳴をモラしてしまう。

　そう。そうだった。お國くにさんというらしい骸がい骨こつのひとが、門を開いた格かつ好こうのまま、観かん察さつするようにずっとこっちを見ていた。

　すると、お國さんというらしいひとが、かたかたと顎あごを鳴らし、言った。

「も、もしや、そのお声……陽向お坊ぼつちゃま……？」

　骸骨がしゃべった……！

「そうだよ？」

　あっけらかんという陽向だったが、はたと気づく。

「そっか。この格好で逢あうのははじめてだもんね」

「……なんと、嘆なげかわしいお姿に……いったいなにが……」

　言って、お國さんが肩を震ふるわせる。

「ちょっとね。でも、久しぶりだね。元気だった？」

　陽向は、いつものふわふわした声で、再会をよろこんでいるようだった。

　やっぱり、陽向は、骸骨のひとと知りあいらしい。

　でも、なんで、どうして、骸骨のひとと!?

　幽ゆう霊れいとって、いくらなんでも、陽向が不ふ思し議ぎ系だからといって……、

　いや！　待てよ！　……ありえる！

　とか、マシロの自問自答のあいだにも、陽向と骸骨のひととの会話がつづけられていた。

「お久しぶりでございます、お坊ちゃま……！　それはもう元気でございます。冷え性ですが、健康だけが私わたくしの取とり柄えでございますので。お坊ちゃま方もお元気そうでございますね。婆ばあやは、嬉うれしゅうございます」

　健けん康こうそうにはまったく見えないが、健康だという骸骨のひとは、久しぶりに見る陽向の姿を前に、なんと涙ぐみはじめた。

　骸骨なのに、泣いてる……!?

　あと、冷え性!?

　感かん激げきする幽霊!?

　あと、冷え性!?

　真実を知ったら猛もう反省することになるだろうマシロは、まだ、いろんな〝真実〟がそこらじゅうに転がっていたが、気づくよゆうがなかった。

　たとえば、骸骨のひとは──老ろう婆ばで、普ふ段だんのマシロほどあからさまにコスプレちっくなふりふりメイド服ではないが、ちゃんと給仕メイド服を着ていたり。

　たとえば、老婆は、ひどくやせているだけで、べつに骸骨なワケでもなんでもなくて、そういうひとだったり。

　たとえば、全身真まっ黒くろのローブは幽ゆう霊れいのお決まりの衣い装しようじゃなくて、外は暑いけど冷え性だから羽は織おっていただけだったり。

　たとえば、かたかたとなっていたのは、顎あごの骨じゃなくて、入れ歯だからだったり。

　たとえば、どうして、陽向ヒナタがこの屋や敷しきまでの道を知っていたのか。（途と中ちゆうからまったくナビゲーションとしての役割を果たしてなかったとかは置いておいて）

　たとえば、鉄の門の傍かたわらのツタのあいだから見え隠かくれする表ひよう札さつに書かれてあった『藤間フジマ』の文字。

　──気づかなかった。

　これが、メガネじゃないけどメガネっぽい千尋チヒロだったりすると、その冷静な観かん察さつ力りよくを発揮して、状況を把は握あくできたかもしれないが。

　今のマシロにはムリな話だった。怖こわいモノが苦にが手てな上に、『本物』が出てきちゃったと思っているんだから。

　しかも、陽向と『本物』が知りあいで、そのまま、話はさらに進む。

「おかえりなさいませ、お坊ぼつちゃま」

　ポケットからハンカチを取り出し、目め頭がしらを押さえながら、骸がい骨こつのひと──老ろう婆ばは、頭を下げた。

「うん。ただいま」

　陽向が言う。

　お坊ちゃま？

　ただいま？

　幽霊屋敷にただいま？

　ってことは、幽霊屋敷のお坊ちゃま？

　はい？

　ますます置いてけぼりで、混乱するマシロ。

　どういうことですか……？

「我われ々われも、本日こちらへ戻って参りましたもので、ほとんど手つかずの状態でお坊ちゃま方を迎えることになってしまい申もうし訳わけありません。心苦しいのですが、よろしければ、どうぞ、中へ……」

　老婆はハンカチで、涙と鼻水をぬぐうと、屋敷の中へと陽向を招いた。そして、手入れのされていない植木や草花が飛び出してきている通路を歩いていく。

「じゃあ……」

　陽向も老婆のうしろにつづいて、鉄の門の向こうへと歩きだそうとした。が、

「アレ？」

　ここで、ようやく、ほんとにようやくのようやく、陽向ヒナタは、

「……ましろん、なんでぼくをおんぶしてるの？」

　前に進もうとしても進めない。

　マシロが前にいる。

　よく見たら、おんぶされてた。

　何な故ぜ？

　と首をかしげる。

「それは、キミが寝ちゃったまま、起きなかったからでしょーっ！」

　しかし、それを言う前に、陽向がぱたぱたとマシロの背中から降りて、

「ましろん、いこう」

　と、マシロの左手をつかんで、屋や敷しきの中へと先を歩きだした。

「あ、ちょ、ちょ、待……っ！」

　心の準備はぜんぜんだったけれど、するすると進んでいく陽向にひっぱられて、マシロは、どんどん中へ入っていってしまう。

　結果的に、おつかいの目的地にたどり着いて、陽向も目覚め、あとは、お届け物をちゃんと渡すだけで、マシロの任務は完かん遂すいされるはずなんだけど……、なんだか、それだけじゃすまないような気がしてきた。

　そして、ふだんはあんまりなくせに、こういうときのマシロのカンはだいたい的中するからいかんともしがたい。

「ふぁぁ……っ！」

　幽ゆう霊れい屋敷が目の前に近づいてくるにつれ、マシロの不安は増すばかりだった。




　　　　♪




　ほぼ同時刻。

　春から夏へとつづく、その途と中ちゆうの時期。日に日に、陽ひは長くなっているとはいっても、もうすぐ、夕暮れという時間だった。

　必要最低限のテーブルとベッドやソファぐらいしかない簡かん素そな部へ屋や。しかし、それらすべてが高価なアンティークの家具で、きちんと計算された一ミリのズレも許されないような几き帳ちよう面めんな配置になっている。

「ましろんとひなっち、遅いなぁ～～」

　几帳面に整ととのえられたベッドの上に飛び乗り、忍シノブがつぶやいた。泳ぎでもするみたく足をバタバタさせ、ロングスカートをはためかせる。

「そのうち帰ってくるだろう」

　そう返したのは、この部へ屋やの主あるじの、千尋チヒロだ。忍シノブと違いふだんは男の子の格かつ好こうしている。あたりまえといったらあたりまえだけれど。

　千尋は、ソファに腰かけ、ノートＰＣの画面に向かっていた。顎あごに手を当て何かを考える風ふうに見つめる画面では、株運用の計画が練られている。

「暇ひまだようぅぅ」

　忍がさらに足や手をバタバタさせながら、捨て猫みたいなさみしげな声を上げる。

「ひとのベッドの上で暴あばれるな。ホコリが舞まうだろう」

　としかし、千尋には冷たくあしらわれるだけだった。

　忍が「暇だ」とかいうのは、これが最初じゃない。数時間前からもう何度も聞いている。

　そっけないが、無視しないでちゃんと会話をしている分だけ、千尋のやさしさといったところか。

　それでも忍は納なつ得とくできないらしく、さっきから答えの出ない会話を繰くり返していた。

「暴れるなら自分の部屋でやれ」

　千尋がノートＰＣから視し線せんを外し、ベッドの上の忍を見た。

「だって、わたしの部屋、作り途と中ちゆうの衣い装しようでいっぱいなんだもんっ」

　真ま面じ目めな顔で理り不ふ尽じんなことを言う忍だった。

「じゃあ、部屋に戻って、その作り途中のコスプレでもやりとげたらどうだ？」

「無理っぷー。気分が乗らないんだよぅ……」

　言って、忍は、ぱたっと大の字に身体からだを広げた。

　しかし、これじゃただのわがままだ。

　やれやれと、千尋はちいさく息を吐いた。

　忍はふだん、テンションのオフスイッチがないだろうくらい元気で明るい。というより、喜き怒ど哀あい楽らくがはっきりしている。その分、気分的なモノに左右されやすいのか、たまにこうして、だだっ子になってしまったりもする。

　それを千尋はよく知っている。伊だ達てに、もう一年以上も一いつ緒しよにいるワケじゃない。

　この忍のくるくるとめまぐるしく変わる表情や明るさに、何度か救われたこともある。

「……仕方ないか」

　ひとりごちて、千尋は、苦笑した。

　忍が落ちこんでいたりテンションが低いとどうも、こっちの調ちよう子しまで狂ってきてしまう。良くも悪くも、周囲の雰囲気を作るのが忍なんだと思う。

　それなら、気分屋な忍なら、その気分を変えてやればいいだけだ。

　千尋はノートＰＣを閉じると、ソファから立ち上がった。

「どうしたの、チヒロ？」

　飼い主の動作にいちいち反応する飼い犬みたいなしぐさで、ベッドの上から首をのばして、忍シノブはニホン人離ばなれした睫まつ毛げの長いぱっちり二ふた重えを千尋チヒロに向けた。

「夕飯前に散歩にでも行く」

「えー、ましろんとひなっちを待たないのぉ？」

　不満そうな表情になる忍だったが、

「まあな。あいつらも小学生じゃないんだ。ひとの遣つかいぐらいやって当然だ」

　千尋がそう言った。

　それに顔をしかめる忍だった。

「つめたいよぉ、チヒロはー」

「ああ、そうだな」

　抗こう議ぎもさらりとかわされほっぺをぷーっと膨ふくらませる忍だが、千尋との付き合いがここでは一番長いのも忍だ。千尋の性格も知っている。

　その瞬しゆん間かん、両手を打って、猛もう烈れつにうれしそうな表情に変わった。

「そうかっ！　そうそうそうそうっ！　散歩ってゆうアレで、うんっ、わたしたちから、迎えにいこうって魂こん胆たんだねっ！　さすが、腹黒だよっ、チヒロっ♡」

「誰だれが腹黒だ。オマエも行くのか？　行くなら、さっさと用意してこい」

　あいかわらずそっけなく言う千尋。

「いく！　いくいくいくいくいくいくいくっっ！　今すぐにでもオッケーだよぉ！」

　テンションが一気に上昇。目がきらきらと輝かがやく。

　それを見て、千尋はあまりにうまく忍が乗ってきたので思わず笑ってしまいそうになったが、いつものクールを装よそおいつづける。

「バーカ。オレが着がえるから、今すぐは無理だろ。少しは考えろよ」

「うんっ！　考える！　だから、いこっ！　すぐいかなきゃだよっ！」

　なんにも考えてないらしい。

「フッ……」

　ガマンできずに笑ってしまった。千尋は忍から顔を背そむけてごまかした。

「いいから、一度、部へ屋やに戻って用意をしてこい」

「うんっ！」

　千尋が言うと、忍は、ぶんぶんと何度も首を上下させうなずいた。ベッドから転がるように降りて、ドアまで一いつ直ちよく線せん。

「んじゃっ！」

　ガチャガチャガチャッ、バタンッッ！

　騒さわがしく千尋の部屋を出ていく。が、その一秒後にまた騒がしく戻ってきた。

「なんだ、どうした？」

　千尋が訊きく。

「めぐぅも誘さそう？」

　と、少しだけ開いたドアから、忍シノブが、ひょっこり顔だけをのぞかせる。

「どうだろうな。あいつ、あのひとのところにいるんだろう」

　千尋チヒロがクローゼットから、お出かけ用の服を取り出し着がえをはじめる。

「だよねぇ。めぐぅ、いそがしいかもだからやっぱ、やめといたほうがいいよねー」

　マシロと陽向ヒナタが涼橋スズハシ寮りようを出ていくのと時を同じくして、萌流メグルはアサミ子に何ど処こかに連れていかれてしまった。

「今日きようは、ミルクレープが食べたいわー」

　とかなんとか、アサミ子が言っていたので、それ関係のことでこき使われているに違いない。

　萌流は、アサミ子の血けつ縁えんということもあり、ある意味『家族水入らず』みたいなところで、そっとしておこう。

「うん、そだね。お邪じや魔ましちゃ悪いもんねっ。うふふふーっ」

　すべてを、そして自分が吐き出した科白せりふの意味を判わかってないだろう忍は、バタンッとうるさくドアを閉め、今度こそ自室へと走っていった。

　パタパタと駆かける足音が離はなれていく。

「まったく、面めん倒どうなヤツだな……」

　そう言いながらも、千尋は口もとにかすかな笑えみを浮かべていた。

　少し前までなら、こんな風ふうに、喜き怒ど哀あい楽らくを表に出すことを躊ちゆう躇ちよしていたかもしれない。

　千尋は、自分でも気づかないうちに変わってきていた。

　涼橋寮ここへやってきたこと。ここに忍や陽向や萌流、あのひとがいたこと。

　ここへ、マシロがやってきたこと。

　少しずつ、何かが変わっている。

　そして、何かが変わっていく。

　千尋だけじゃない。

　ここにいる、みんな。

　その周囲にあるすべてが、ゆるやかに、でも、確かく実じつに変化していっている。

「さてと……」

　着がえが完了すると、クローゼット横の鏡かがみには、男の自分よりすっかり見なれてしまった（ちょっとこっちのほうがしっくりきはじめていて嫌いやになる）──由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院のアイドル的存在、鳴海ナルミ千尋が映っていた。

　さすがに男の姿のままで、忍といっしょに街中を歩くのはまずい。

　なにしろ、忍は、絶対に男の姿を人前にさらせないんだから。

「行くか」

　遮しや光こうカーテンにはまだ、夕暮れのオレンジが映っていない。

　部へ屋やに戻ってくるころには、すっかり夕暮れか、もしくは、夜の闇やみがあたりを支配しているころかもな。

　そんなことをぼんやりと考えながら、千尋チヒロは部屋を出た。

　すると、部屋を出るなり、待ちかまえていた忍シノブに手を引っぱられ、涼橋スズハシ寮りようをあとにした。




　ひとのいなくなった涼橋寮は、マシロがバイトでお手て伝つだいさんとして働くようになって以来、めずらしく静かだった。




　　　　♪




「あなたは、こちらです」

　と骸がい骨こつ──失礼……お國くにさんという使用人のひとに言われたのは、屋や敷しきを奥へ奥へと、おそらく応接間的なところへ案内された直後だった。

　先を歩いていたのは、お國さん。つづいて、陽向ヒナタと、手を引っぱられたマシロの順。

　まだ、幽ゆう霊れい屋や敷しきだと疑うたぐっていたマシロは、物音ひとつにビンカンに反応して、床ゆかや壁かべや天てん井じようといった屋敷自体が軋きしむ音にもビクビクしていた。

　挙きよ動どう不ふ審しん気味に周囲を見み廻まわしながら、平静を保とう（というよりこの時点で平静ではなかったが）と、細かく屋敷の中を観かん察さつする。

　中に入ってみると、梅つ雨ゆのくもり空や手入れのされていない敷地の木々や草花の陰気臭くささも手伝って、おどろおどろしさが際きわ立だっていた外観とは違っていた。

　長年ではないにしろ、ここしばらく使われてなかったのかもしれない。ところどころに、ほこりがたまっていたりするが、ザ・洋よう館かんという様式の内側は『幽霊屋敷』というほどには荒れていない。

　建物も人間も外見じゃないよなー、やっぱー。

　と、

「あれ？」

　通りすぎていくときに一いつ瞬しゆん、ちらりと見えただけだったが、マシロは視力も動体視力もいい。

　視力検査だと『二・〇』が定位置から離はなれてもまだ見える。

　そんなマシロが見たのは、何気なく飾られた写真だった。

　ほこりをかぶってなかったようで、ごくごく最近そこに置かれたんだろう。

　写真には、陽向──

　それから、見知らぬ品ひんのいい老ろう婆ばと、若くひどく美人の女性のものだ。

　ってことは、この屋敷って、陽向と少なからず関係があるのかな……？

　あれ？

　そういえば、あの美人の女性……どっかで……？

　とか考えているうちに、応接間らしいところに到着してしまった。

「奥さま、お坊ぼつちゃま方がご到着されました」

　重厚な扉とびらの前に立ち、お國くにさんがお辞じ儀ぎをしながら、扉の向こうに声をかけた。

　返事はなかったが、この中に誰だれかがいるのが判わかっているんだろう、お國さんは、

「お坊ちゃま、どうぞ。奥さまがお待ちになられております」

　言って、扉を開いた。

　ぎぃぃぃ……っ、と重い音が鳴る。部へ屋やの灯あかりが漏もれてきて、中からひとの気配けはいがした。

　誰か居いる──奥さまという。

　はたと気づく。

　ああ、そうか。

　この中にいる『奥さま』というひとに、右手にぶら下げたバスケットに入っているワインを届ければいいワケか。

「そっか、これでやっと帰れる……！」

　心密ひそかに思って、ほっと安心しきっていた。

　だから、先に部屋の中に入っていく陽向ヒナタにつづいて、中へと入ろうとしたマシロは、

「あなたは、こちらです」

　と、背後からぼそりと声をかけらたときには、びっくりして、「ひぃっ！」と悲鳴を漏らしてしまった。

　さらに、肩をつかまれ、

「やっぱ、ここは幽ゆう霊れい屋や敷しきで、やっぱ、お國さんは骸がい骨こつの幽霊のひとで、やっぱ、頭から食べられて水晶体をしゃぶられちゃう!?　悪あく霊りよう退散！　悪霊退散！　悪霊退散！　悪霊退散！　悪霊退散って、あと何回言えばいいのッッ!?」

　言ったところで意味はないが、猛もう然ぜんと逃げようとしたくらいだった。

　しかし、当然、食べられるワケでもないので。

「あなたは、お坊ちゃまの使用人でしょう？　ずうずうしくするものではありません」

　お國さんが耳もとで言った。

「きゃぁあぁー、た、食べないでください！　ごめんなさいおいしくないんですっ！　きっとかすかすで味気ないと思うんで！　食べてもおいしくないと思います……!!」

　もはや、パニック。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。それでもやっぱり、怖こわいモノが苦にが手てなんです。

「何を言っているの、あなたは？」

　お國さんは、目を白黒させる。あたりまえだ。

　言動だけ取ってみれば、マシロは十分にちょっとおかしな子になる。

「いいから、こっちに来なさい」

　付きあっていられないとばかりに、お國くにさんは、その極ごく細ぼその腕からは想像もできないパワフルさで、マシロの赤ずきんちゃんコスのフードをつかんだ。そして、マシロを引きずるように歩きだした。

「わぁ～～っ、ごめんなさ～～いっ。お助けぇ～～～～っ！」

　いっぽう、マシロはまだパニクっていた。

　ど、ど、ど、何ど処こにつれていかれちゃうの!?

　ひぃぃ、食べられちゃうよ！

　ハッ！

　こんなときに、今、自分がしている格好コスプレを思い出した。

　──赤ずきんちゃん！

　だから!?

　だから、食べられちゃうの!?

　あれって、でも、助けられたじゃん！

　そうだ！　そうだよ！　よ、よかったー……。

　って、

　待って！

　一回、待とう。

　…………あれって、

　助けられるけど……、







　──一回、食べられてんじゃんッッッ!!







　いーやーだーっ！

「食べないでぇ～～っ！」

　涙目で懇こん願がんするが、お國さんは、

「はいはい。食べません。まったく、おかしな子ねぇ」

　呆あきれるばかりだった。

　ところがだ。

　お國さんにつれられて、やってきた場所で、さらにマシロはパニクることになる。

「…………っはぅ」

　そこは、何処からどう見ても、──厨ちゆう房ぼう。

「やっぱじゃん！　食べられちゃうじゃん！　料理？　何料理!?　ふわぁっ！　魚介類とかといっしょにしてイタリアンにするつもりじゃ!?　むしろ、和風イタリアン!?　食べたことないっすっ!!」

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。とことん、怖こわいモノがダメなんです。だからなんです。今日きようはちょっとヘンです。

　食べたことないとか、そんなこと訊きかれてないし、食べられないし、料理もされない。

「まったく、何を言っているのかしらねぇ。今、ニホンでは、子供たちのあいだでそんなのが流は行やっているの？」

　さすがに困った表情になるお國くにさんだったが、ぽんと両の手をたたいた。

　怖こわさで暴ぼう走そう中ちゆうのマシロを厨ちゆう房ぼうにあった丸まる椅い子すに強引に座らせると、お國さんは、棚たなからグラス、冷れい蔵ぞう庫こからレモンやら氷やら炭たん酸さん水すいやらを取り出すとシンクに向い、何かを作りはじめた。

　切ったりしぼったり氷を砕くだいたりかき混ぜたりしたりで、できあがったモノをグラスに注ぐとストローを差し、焦点の定まっていないマシロの両手ににぎらせた。

「海外から戻ってきたばかりで、たいしたものは用意できないけど、とりあえず、これでも飲んで落ち着きなさい」

　さとすように言われ、マシロは、まじまじと手にしたグラスを見つめる。

　炭酸水の泡が、ぷちぷちと弾はじける。薄うす黄き色いろの水からは、柑レ橘モ系ンの香りがした。

「このお國さん特製のハニーレモンスカッシュよ。大丈夫。毒も何も入っていないから、さあ、お飲みなさい。入ってるのは、まあ、愛情くらいだわ」

　冗じよう談だんっぽく言って笑い、マシロが座るとなりの、丸椅子にお國さんも腰かけた。マシロの背中をそっとさすってくれた。

　マシロも、手の中のグラスの冷たさと、お國さんの手のぬくもりで、すこしだけ気持ちが落ち着いてきた。

　冷たい飲み物？

　そういえば、たくさん騒さわいだから、喉のどが渇かわいてるような……。

　ハニー……レモンスカッシュ？　だっけ？

　おいしそう。

　マシロは、半信半疑のまま、それでもストローに口を近づけた。

「…………ちぅ……っ」

　ストローを通って、一口分ほどのささやかなレモネードが舌の上に転がった。

　広がる。

　冷たい。

　すっぱい。

　甘い。

「……おいしぃ……っ」

　思わず、感動した。何回もまばたきをして、グラスの中身をじっと見つめてしまった。

　今度は、ちぅー、っとたくさん吸い上げる。

　冷たさとすっぱさに舌がツンツンと刺し激げきされるが、次の瞬しゆん間かんには、ハチミツの甘さが全部を癒いやしてくれる。

「ほらね。おいしいでしょう」

　マシロの反応に、お國くにさんも満足そうに、しわしわの顔をさらにしわしわにして表情をくずした。

「……ちぅー…………ずずずずず……っ」

　あっというまだ。

　もう、飲のみ干ほしてしまった。

「……あぅ」

　おかわり……ほしいな……。

　名残なごりおしそうに、氷と微量のレモンの果実だけになったグラスを見つめるマシロ。

「おかわりはいかが？」

　お國さんが言った。

　マシロは、目をぱっちりさせ、お國さんを見る。

　いいの？

　もういっぱい？

　おーけー？

　もともとディスコミュニケーションなマシロだから、初対面のひとに対して人見知りや遠えん慮りよはあるけれど、

「……おかわり、お願ねがいしますっ」

　ぺこりと頭をたれ、おじぎするようにして両手でグラスをかかげた。

「はいはい」

　お國さんは、椅い子すから立ち上がってマシロのグラスを受け取った。

　不ふ思し議ぎだ。

　さっきまで何をそんなにおびえていたのか、もう、ほとんど怖こわくない。

　もしかして、さっきまでグラスに注がれていたのは、ハニーレモンスカッシュじゃなくて、魔ま法ほうの飲み物だったのかも。

　そう思うと納なつ得とくがいく。

　そして、落ち着いてきた分、それまでの自分の言動のおろかっぷりがうらめしい。

　とんでもない失礼をぶっこいてしまった……！

　骸がい骨こつの幽ゆう霊れいのひととかって、ほんとごめんなさいっ！

　今すぐ、この場で土ど下げ座ざしたいくらいだ。

　でも、それをやったら、また、おかしな子だと思われてしまうに違いないから、やめとこう。

　なので、代わりに、

「はい、どうぞ」

　お國くにさんが手渡してくれたグラスを、

「ありがとうございますっ！」

　せいいっぱいの感かん謝しやの気持ちをこめて受け取った。

「そんなかしこまらなくてもいいのよ？　本当におかしな子だこと。フフフッ」

　でも、結局、お國さんには笑われてしまった。

　まあ、いいや。

　レモンスカッシュ、おいしいもん。

　すぐに飲のみ干ほしてしまうのはもったいないし、冷たいのを一気に飲んで、お腹なかが痛くなるというのもかんべん。マシロは、背中を丸めて、ちょっとずつ、ちぅちぅ、レモンスカッシュを飲んでいく。

　すると、お國さんが教えてくれた。

「そのハニーレモンスカッシュは、お坊ぼつちゃま方もすごく気に入ってくれていたのよ」

　お坊ちゃまというのは、陽向ヒナタのことだろう。

　でも、ん？　方がた？　複数形？

　陽向と……、ほかに誰だれかいるのかな？

　それもそうか。

　マシロは、涼橋スズハシ寮りようや聖アンジェリカ女学院での陽向のことしか知らない。

　というか、ほとんど陽向のことを知らない。

　陽向にも家族があって当然のこと。

　自分にだって、今は、家族があるくらいだ。

　お國さんがまた、マシロのとなりに腰を下ろした。

「もう、一年以上も逢あっていなかったから、お坊ちゃま、おおきくなられていたわ」

　細い指を頰ほおにあて、いつかを思い出して、お國さんは目を細める。

「一年以上？　そうなんすか？」

　マシロが訊たずねる。と、お國さんが、少し驚おどろいたような意外な表情を見せた。

「あなた、名前は？」

「あ、すいません。忘れてました。水田ミズタマシロ。十三歳。中二です」

　訊きかれてないことまで答えてしまう。

「あら、水玉シロ？　名前も変わっているのね。そう。歳としは、お坊ちゃま方とおなじなのね。もっと子供かと思っていたわ」

「ああ、そうっすか……」

　なんか、いろいろ気になる。

　名前、間違ってるし。いつものことだけど……。

　ちぅ、とレモンスカッシュをすする。おいしいからいいや。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。落ち着いたら、今日きようも今日とて、アバウト。

「けれど、シロさん、あなたはお坊ぼつちゃま方の『使用人』なのでしょ？」

　名前違ってるってば。

　いいけど。

「そう……っすねー。使用人ちゃ使用人？　っすかねー……」

　寮りようのお手て伝つだいは、寮生たちの世話係みたいな面もあるので、間違っちゃない。

　その実、世話になったりなられたり。

　忍シノブは、最近いつも仕事バイト中に着る服を、あのひとといっしょに作ってくれたりする。ありがた迷めい惑わくだが。

　千尋チヒロは、マシロが特待生のクセに成せい績せきをガクンと落として退学の危き機きになったあれ以来、たまに、勉強を教えてくれたりする。スパルタだが。

　萌流メグルは、おいしいお茶ちやをいれてくれる。あいかわらず、会話も目が合うことも稀まれだが。

　んで、陽向ヒナタは……、

　陽向は……、

　まあ、わりと仲良し？

　なのか？　ちょっと違う気がする。

　陽向が一方的にマシロになついてくれているだけのような……。

　じゃあ、なんだ？

　なんだ……って、ゆわれてもー……。

　うーん……。

「──シロさん」

「あ、はいっ」

　ぼやっと寮生たちと自分の関係を考えていたマシロに、お國くにさんが入れ歯をかたかたさせながら言う。

「もしかして、あなた。お坊ちゃま方の使用人なのに、何も知らないの？」

「え？　なにがっすか？」

　マシロが、陽向について知ってることといえば──

　由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院中等部に通っているということ。（男子なのに）

　その聖アンジェリカ女学院でずばぬけたアイドルで、全国から選えりすぐりのお嬢じようさまたちの憧あこがれや尊敬や羨せん望ぼうの的まとだということ。（ほんとうは男子なのに）

　それくらい……かな？

　あと、立ったまま寝るとか、お菓子（うまい棒）が好きとか……。

　そういえば、去年の文化祭のコンクールで、一年生の『娘役』トップに選えらばれたとかいってたなぁ。

「駄だ目めねぇ……」

　マシロの心の中がのぞけたワケじゃないだろうが、呆あきれたとばかりに、お國くにさんはため息まじりにつぶやいた。

「使用人が知らなくてもいいこともたくさんあるわよ。けれど、何も知らないんじゃない、シロさん」

「……そう……っすねー。仕事はじめてから、二ヶ月弱くらいだし……」

「いいえ。期間などは関係ありません」

　としかし、お國さんが大きく首を左右に振った。入れ歯がかたかた鳴る。リズミカル。まるで、カスタネッツ。

「あなたが、どれだけ──お坊ぼつちゃま方を愛しているかなのです！」

　力の入った言葉だった。

　てゆうか。

　力入りすぎてて、顔が近い。

　マシロの顔がん面めん二センチ先にお國さんの髑髏どくろフェイスがかたかた鳴っている。

　近すぎだよぉ。

「…………ん、んー……」

　愛ねぇ。

　まったく、ピンとこない。

　むしろ、ちょっとその単語が無む性しように気きはずかしい。

　陽向ヒナタと自分がどんな関係かというのも、うまく説明できないくらいだ。

　マシロの真の雇やとい主ぬしは、あのひと──涼橋スズハシアサミ子だ。

　たしかに、寮りようのお手て伝つだいだから、寮で暮らしている陽向たちが間接的に雇い主みたいになるのかもしれないけれど。

　なんか、『使用人』って言葉だけじゃ、うまく当てはまらないんだ。

　マシロは、陽向のことを知らない。

　たぶん、陽向もマシロのことを知らない。

　まったく知りたくないと言えば、正直、噓うそになる。

　これまでのマシロなら知りたくもないし、知ろうともしなかっただろう。

　けど、マシロも自分で気づかないうちに変わってきている。

　ずっといっしょにいて、強引にとはいえ、おなじ同好会にも所属していたりもする。

　マシロがとうとつに、バイトを辞やめるかクビになるかじゃないかぎり、これからもしばらくは、寮りよう生せいたちと顔を合わせることになるだろう。

　知らなくてもいいことなら、知らなくてもいい。

　でも、知っていいことがあるなら、ちょっぴり知っておきたいと思う。

　それが、今のマシロ。

　他人のことを知るというのは、そのひとを知るということは、自分がそのひとの想おもい出でや、人生の一部になるということだ。

　マシロは、それが重たくて、怖こわくて、今までそれをさけてきた。

　ずっと。

　だって、家族といても、孤独を感じるときがあるんだ。

　それは、とても不安でイビツな感情だった。

　安心を感じれば感じるほど、不安も増える。

　孤独。

　ひとりぼっちのさみしさ。

　知ってしまった。気づいてしまった。

　だから、これ以上、孤独を不安を感じないように、他人をさけた。

　でも、最近は、

「ああ、べつにそれでいいんだ」

　って思うこともある。

　孤独を感じるってことは、みんなといるから。

　家族といるから。いられるから。

　ずっとひとりだったら、孤独なんて感じなかったと思う。

　ひとりきりじゃ、孤独を知らなかったから。

　そう考えてみると、悪い感情じゃないなって。

　それに、もう、すっかりみんなに関かかわってしまった。

　ちょっと知るのも、いっぱい知るのもあんまし変わらないかな？

　なんてさ。

　だから、ちょっとだけ、訊きいてみるのもいい？

「あの、ちょっとだけいいっすか？」

　マシロは、お國くにさんに訊たずねてみることにした。




　藤間フジマ陽向ヒナタという男の子のこと。

　そしたら、




　　　　♪




　──藤間フジマ陽向ヒナタは、架空の存在のようなモノだ。




　認にん識しきはされているが、存在はしていない。

　もしくは、存在はしているが、認識はされていない。

　ある藤間陽向は、聖アンジェリカ女学院の中等部二年の生徒で、生徒たちからは、アイドル的な扱いを受けている。ほかの個性的な三人とともに、『薔ば薇らの団』と通称されるような特別な存在だ。

　またある藤間陽向は、眠そうにしているか、寝ているか。もしくは、お菓子を頰ほお張ばっているか、やはり、寝ているか。立ったまま寝ているところも確かく認にんされている。

　それが、それだけが、藤間陽向だろうか。

　普ふ段だん、女子生徒としてすごしている〝彼〟が、本当は、男の子だということをどれだけの人間が知っているだろう。知らないほうが多いはずだ。

　みんな、藤間陽向という女の子を知っていながら、藤間陽向という男の子を知らない。

　藤間陽向という人間は、知られているが、知られていない。

　それは、存在しているが存在していないのと、おんなじじゃないだろうか。

〝彼〟のことを知っている人間も、〝彼〟のことを知らないはずだ。

　人間の存在を決めるのは、自分自身。

　そして、他人。

　他人が認識することにより、本当の意味で存在するということになる。

　ひとりでは、存在できない。

　ひとりでは、有り得ない。

　ひとりでは、無ない。

　そもそも、知っているだろうか。

〝彼〟が、最初からひとりではなかったことを。

　そのことにおいては、〝彼〟は存在していることになる。

〝彼〟と〝彼〟の間にだけは、存在していた。

　ということは──

　人は、誰だれもが孤独に生まれてきた。

　だから、孤独を埋めるために、誰かといっしょにいるようになる。

　だから、他人を愛す。

　──しかしながら、

〝彼〟は、最初からひとりじゃない。

　孤独じゃなかった。

　だから、〝彼〟の中だけで、世界は完結している。

　ならば、〝彼〟にとって、『他人』は必要なのか？

　不必要だとしたら。




　あの〝少女〟は、知らない。まだ、知らない。

　そして、やがて、知るだろう。

　知ったとき、存在ははじまる。

〝少女〟という世界で、存在する。はじまり。

　はじまりはじまり。







「久しぶりですね」

　落ち着いた品の良い、年老いた女性がソファに腰を下ろしている。

「はい。あれから一年以上たちましたから。お祖ば母あさまもお元気そうで何よりです」

　その対ついのソファでは、ゆるやかにウェーブした髪の毛の少女の格かつ好こうをした少年が穏おだやかな笑えみを浮かべていた。

「急にニホンに帰ってくると聞いて驚おどろきました。でも、また、こうしてお逢あいできてうれしいです」

　人形のような整ととのった容よう姿しのその少女少年は言う。

「本当は帰ってくるつもりはなかったのだけれどねぇ。また、こちらでの仕事も受けることになったのよ」

　女性は、少年の祖母は、夕暮れが近づいていっそう暗くなった窓の外に視し線せんを向ける。

　窓の外は、主あるじを失って一年以上放置され、木々も草花も荒れに荒れていた。

　業者や庭師を雇やとい、主不在のあいだも手入れさせておくことはできたが、あえてそうしなかった。

「この屋や敷しきに、あなたたちに住んでおいてもらってもかまわなかったのに」

「いえ、いいんです。ここは、ぼくらだけで暮らすには広すぎます。ここはお祖母さまの家ですし、それに、お祖母さまが決めてくださった、あの寮りようも……といっても、ここよりも広いですが、とてもよいところです」

　言って、少年は、現在自分が暮らしている場所のことを思い出し、苦笑した。

「そう。あなたたちはずっと、このうちを出たがっていたから、それが叶かなって満足でしょうね。その格好もあなたたちの願ねがいかしら？」

　嫌いやみではなかっただろうが、そういう風ふうに聞こえて、少年は苦にが笑わらいした。自分は今童話の登場人物のような格かつ好こうをしている。しかも、女の子のだ。

　しかし、祖母は事情を知っているし、祖母は昔からこういう物言いをするひとだ。と判わかってはいるが、ここを出たかったのは事実だったし、それを隠かくしていたつもりが、知られてしまっていたことは、痛いところをつかれた気分だった。

「ここがあまり好きではないのでしょう」

　少年の祖母が言う。少年は、それに答えあぐねていると、

「私もです。ここにはもう、想おもい出でしか残っていませんからね」

　祖母の科白せりふに、意外だと少年は、長い睫まつ毛げをはたはたと瞬しばたたかせた。

「驚おどろくことはありませんよ。理由は、あなたたちと同じようなモノです。ここは、あの娘この……あなたたちの母親の想い出も残っている……たくさんね」

　少年の祖母は、フフフと、品を保ちつつも自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑えみを浮かべていた。

　それらもまたすべて意外だった。少年は、さらに睫毛を瞬かせる。

「ごめんなさい。お祖ば母あさま……」

「謝あやまる必要などありません。私も同じように思っていると言ったでしょう。それと、あなたたちには、好きなように生きればいいと言っていたはずです。ここを出て行くと最終的な判断をしたのは、あなたたちではなかったかしら？」

「はい。お祖母さま」

「なら、その決断にプライドをお持ちなさい。謝しや罪ざいなどしないで頂ちよう戴だい」

「はい。判りました」

「ええ、それでこそ、──藤間フジマ家けの人間です」

　その言葉にも、少年は苦笑いだった。

　そういう考えにしばられるのが嫌で、ここを出たかった。なんて、言えない。

　もしかすると、それにも、祖母は気づいていてあえて口にしているのかもしれないが。

　だとしたら、よけい言いにくい。

「そういえば、」

　と、みずからの話を終わりにして、少年の祖母が話題を変える。

「さっきのあの、いっしょにいた『彼』は、寮あちらでの使用人かしら？」

「ああ、はい。使用人……というと、ちょっと違うんですけど。寮で『お手て伝つだい』をしてくれてます。それに、彼じゃなくて、彼女……なんですよ？」

「まあ、そうなの。しかし、あなたも滑稽おかしなところで暮らしているのね。元々はわたくしが紹介したのですが、女の子が男の子のようで、男の子が女の子の格好を……。それに、そのコスチュームプレイのような服装……」

「やっぱり、ファッションのことが気になるんですね。お祖母さまは、さすが世界的なファッションデザイナーです」

「世せ辞じはいいのよ。家族なのだから」

「そう……ですね。ああ、そうだ。彼女、彼じゃなくて彼女の名前は、水田ミズタマシロさんっていうんです」

「ほぅ……」

　少年の祖母は、めずらしいものを見るような目で少年を見る。

「彼女、おもしろいんですよ。かわいいのにかわいいように見せないし、つよくて、かっこいいところもあるけど、自分で全然判わかってないんです。強がりのくせにさみしがりなところもあって……。いっしょにいて、とてもたのしいんです」

　少年がそう言うと、祖母がいきなり、声を上げて笑いだした。

　出て行くと決めたとき以外、ここにいるときは、ほとんど自分の意見らしいことを言ったことがない少年だった。

　それが一年強振ぶりに逢あってみると……。

「……お祖ば母あさま？」

　少年は今まで、祖母が他ひ人との前で大笑いしているところなど見たことがなかった。

　それが一体？　何かおかしなことを言ってしまったんだろうか。

「フフフ……、ハァ……。御ご免めんなさい。つい……。意外だったものですから」

　祖母は落ち着いて言った。

「意外……、ですか？」

　思わず首をかしげそうになる少年。

　少年の祖母は、

「あなたが他人のことをそんな風ふうに話すなんて思ってもみなかったわ」

　言って、にっこりと微ほほ笑えんだ。

　それは、とても穏おだやかな、少年が見たことがない表情だった。

「ねえ、陽向ヒナタ」

　祖母が、少年の名を呼ぶ。そして、

「──花向カナタは、元気にしているのかしら？」

　もうひとりの名を呼んだ。




　　　　♪




　藤間フジマ陽向という少年のことを知った。

　といっても、お國くにさんが教えてくれたのは、この屋や敷しきが『藤間家』の建モ物ノで、世界的なファッションデザイナーとして有名な『サキコフジマ』こと、藤間咲子サキコの所有だということ。

　そして、藤間フジマ咲子サキコは、藤間陽向ヒナタの母親の母親──お祖ば母あちゃん。

　藤間家の婿むこ養子だった陽向のお祖じ父いちゃんは、陽向が生まれる前に他界しているよう。

　で。これ以上は、お國くにさんから聞くことができた断片的な情報を元にした、マシロの推理っぽいものになってしまう。

　お國さんが、あまり詳しくは教えてくれなかったからだ。

　マシロも詳細を訊きくつもりはなかったんだけれど。

　芸能ゴシップじゃないんだし。

　使バ用イ人ト風ふ情ぜいが、雇やとい主ぬしのことをあれこれ詮せん索さくするもんでもない。偶ぐう然ぜん、殺人現場を見てしまっただけなのに、ほいほい首を突っこんで警けい察さつや現場や周囲を引っかき廻まわすだけ廻しといて混乱させる、家政婦じゃないんだから……。家政婦は見ない。

　それに、お國さんも、必要最低限のことだけを教えて、あとはマシロが自分自身で知ること。その努力をすることを求めているように感じた。

　つまり、それがお國さんの言っていた主人への『愛』なんじゃないかと。

　やっぱりマシロには、愛とか言ったり言われたりしても、

「ピンとこねーなー……」

　けど、前よりは一歩、藤間陽向という同じ歳としの〝男の子〟に近づくことができたんじゃないかと思う。

　ちょっぴりね。

　お國さんから話を聞き終えたマシロは、お礼を言ってから、一足先にエントランスホールにて、陽向がやってくるのをひとりで待っていた。

　そのあいだに、聞いた話や推理をまとめてみよう。

　まず、今回のこのはじめての『おつかい』における目的は達成されている。

　実は、マシロは、高級ワインを陽向のお祖ば母あちゃんに届けるのが、おつかいの任務だと思っていたが、とんだ勘かん違ちがいだった。

　どうして、陽向がいっしょについてきたのか。

　マシロが方向音おん痴ちだからとか関係なく、そもそも陽向がいっしょについてきた──んじゃなくて、マシロがいっしょについていってたんだった。

　ようするに、陽向はナビゲーター役じゃない。

　陽向自身が、今回のお届け物だったんだから。

　マシロの役目は、陽向をここまで無事送り届け、ニホンに帰ってきていた陽向の祖母に逢あわせることだった。

「じゃあ、あのフランスパンと高級ワインは？」

　……ただの、手みやげ。紛まぎらわしいったらありゃしない。

　でも、これなら、なんで陽向が道を知っていたとか、わざわざおつかいがふたりだったとか、説明が付く。

　ここまでの道中を振り返ってみれば、陽向ヒナタひとりで、ここまでたどり着けたかは、はなはだ疑問だ。

　寄り道、買い食い、切符紛ふん失しつ、居眠り……。

　マシロは、ボディガード兼お目付役兼お世話係だったワケで。

「やっと、納なつ得とくした……」

　次は、陽向自身のことだ。

　陽向は、祖母、咲子サキコがニホンから離はなれ海外に拠点を移した一年ほど前、同時にここを出て、涼橋スズハシ寮りように入ったらしい。

　聖アンジェリカ女学院中等部の、ほかの多くの幼等部初等部からの持ち上がりの生徒たちとは違って、マシロとおなじ中学からの『編へん入にゆう組ぐみ』ということになる。

　クラスも違っていたし、他人に対してディスコミュニケーション状態をつらぬいていた以前のマシロに、そんな細かいところに気づけるはずがなかった。

　きっと、咲子おばあちゃんと〝あのひと〟が知りあいだったかなんかで、その関係で──でも、何な故ぜか女装して、女子校に通うことになるんだけど。

　ここらへんもまだ、謎なぞだ。なんで、女子校？　しかも、女装。

「それって、単に、あのひとの趣しゆ味みなんじゃね？」

　というのが、マシロの中の有力な説になっている。いや、もはや、定説。

　それは今は、とりあえず、おいといて。

　気になっていること、でも、気になっていても訊きけなかったことが、ひとつあった。




　──陽向の両親のこと。




　今、何ど処こで何をしているんだろう？

　お國くにさんの話にもほとんど、ふわっとしたかんじでしか出てこなかった。

　どういうひとたちが両親で、陽向に似ているのか似ていないのかすら判わからない。

　あえて、そこは伏せたのか。

　じゃあ、なんで、そこは伏せられたんだ？

　隠かくしたいから。

　でもでもっ。

　隠したいんだったら、臭におわす程度もしないだろう。

　お國さんだったら、おそらく、話したくなかったら「話したくない」と言ったはずだ。

　それが、いるいないも言ってない。

　つまり、

「……どういうこと？」

　判わからなくなった。

　複ふく雑ざつか単純か、いずれにせよ、事情があるはずだろう。

「いろいろ訊きいといて、今さらだけど。これ以上、知っていいのかなぁ」

　と思った。

　陽向ヒナタがそれを望んでいるのか？

　望んでいるなら、マシロに話してくれるはず。

「だったら、待つか……。やっぱ、そうだよねー」

　そんな風ふうにひとりごちて、陽向を待っていたエントランスホールだったが、突然、正面入り口の扉とびらが、







　ガチャガチッ、







　と、鳴った。

「……っ!?」

　びくんとマシロは身を震ふるわせた。

　お國くにさんじゃない！

　だって、お國さん自身が「今日きようは、わたしひとりだけでお世話を」とか言ってたし、だいたいさっき「厨ちゆう房ぼうに戻って夕飯の用意をしているから、何かあったら声をかけてくれ」と言われた。

　だから、正面玄関にお國さんがいるはずない！

　なら、風？

　かと一いつ瞬しゆん思ったけど、それも違う。そんな音と振動じゃなかった。

　誰かが外から中へ入ろうとしている感じだ。

　ってことは。じゃあ、

「…………こ、今度こそ……出ちゃった!?」




　ザ・幽ゆう霊れい。




　油ゆ断だんした！

　さっき、さんざんその類たぐいのことで、ビビッて取り乱したのは、何ど処このどいつだ。

「自分っす……！」

　ヤヴェ！

　きた！

　きちゃった！

　ど、ど、ど、どうしよぅ！

　そだ！

「逃げるしかねぇ……！」

　そう思って、気づかれないように抜き足差し足でその場から逃げだそうとしたマシロだった。が、







　ガチャン。







　ぽ、騒がしい霊ポルターガイスツッッ!?

　そして、扉とびらが完全に開いた。

　その瞬しゆん間かんは、すべてがスローモーションのように見えた。

　もうダメかと。

　終わりかと。

　これで、おしまいなのかと。

　走そう馬ま燈とうかと。

　一瞬で、いろんなことが脳内を駆かけめぐった。

　そして、いや、しかし、むしろ、てゆうか。

　開いていく重い扉の向こうから現れたのは、

「……あっれ～～？　──えーと…………ダレ？」

　どっかで聞いたことがあるような、でも、聞いたことのないかんじの──ふわふわした明あっ軽かるい声の持ち主だった。

　既視感デジヤヴユ？

　遠えん慮りよなくずかずかブーツの踵かかとを鳴ならし、屋や敷しきの中に侵入してくるその女ひ性とは、幽ゆう霊れい──にはまったく見えない、年ねん齢れい不詳の美人。若く見えるが、いくつくらいだろう。

　って、あれ？

　このひとどっかで……？

　逢あったことあったっけ？

　でも、こんな美人なら、覚えてるよね。

　ダレ？

　おなじようなことを疑問に思っているのか、マシロと年ねん齢れい不詳の美人は視し線せんをぶつけあったまま、しばし、互いを見あった。

　すると、先に美人のほうが、はたと思いついたらしく、

「もしかして、新しい使用人の子かなんか？　お國くにさん関係？」

　そうマシロに訊たずねてきた。美人は、人なつっこそうな笑えみを浮かべながら、少しクセのあるウェーブヘアを片手でくしゃくしゃする。

「あ、いえ、……えーっと……」

　説明しづらいな。と我われながら自分のことを思った。

　この屋や敷しきの主あるじの孫と同級生なんだけど、女子校だとかの注釈はなしにして、校則で禁止されているんですけど、特別に許可をもらって学校関連施設の涼橋スズハシ寮りようというところでお手て伝つだいのアルバイトをやっている水田ミズタマシロ。十三歳。中二です。今日きようここにいるのは、たまたまおつかいをたのまれて、この屋敷の主の孫についてきただけですので、自分の存在はお気になさらず。

　って、なげーよっ。

　ただひたすら、なげー。

　なので、

「……──そんなかんじっす」

　めんどくさくなって、肯定しておいた。

　水田マシロ。十三歳。中二。性格、それにしてもアバウト。

「あ、そうなんだー。よろしくねー」

　明あっ軽かるく年齢不詳の美人は、ぽむぽむとマシロの肩をたたく。

「元気そうな、男の子だねー。かわいい顔してるしー」

　貪どん欲よくだ。物もの怖おじなんて辞書に載のってないんじゃないか？　貪欲にコミュニケーションを図ってくる。

　こちとら、まだ、心しん霊れい現象かと思って、どきどきしてんのにっっ。

　あと、男じゃないっすけど……。

　まあ、間違えられ慣なれてるからいいんだけど。

　言いい訳わけしない。

　水田マシロ。十三歳。中二。性格、男らしい。

「ここのおばちゃんたち気むずかしいしマジメだから、たいへんだと思うけどがんばってね」

　美人は、そう言って笑った。

　よく笑うひとだな。

　イメージ的には、忍シノブに近い。

　けど……、違うなー。

　知ってるんだよなぁ、このひと。

　やっぱ、どっかで逢あってんのかなぁ。

　こんな美人に？

　この美人は、自分のこと知らないみたいだぞ？

　明あっ軽かるい。

　ふわふわした声。

　ふわふわくるくるのウェーブヘア。

　待てよ？

　誰だれかに似てるとか似てないとか……。

　もしや、逢あったこともありつつ、どなたか似ているひとも知っているってこと？

　……つか、なんだ、その複ふく雑ざつな知人は。

　とか思って、自分の考えを否定したマシロだったが、数十秒後には、両方ほとんど正解だったことを知る。

「──ましろ～んっ」

　エントランスホールの向こう、応接間があるほうから、ふわふわした声が聴きこえてきた。

　こっちの声はよく知ってる──陽向ヒナタだ。

　エントランスホールにマシロの姿を見つけて、ぱたぱたと小走りでこっちにやってくる。

　と、その刹せつ那なに、マシロの脳にひらめきの嵐あらしが巻き起こった。




　──ああ、なるほど！




　この美人、陽向にちょっと似てたんだ！

　屋や敷しきのひとと知りあいみたいだから、藤間フジマ家けの親しん戚せきのひとかだろう。

　ということなら、判わかる。

　あ、そうだ。

　写真のひとだ。

　さっき、一いつ瞬しゆんだけど、廊下に立てかけてあった写真に写っていたひとだ。

　これで間違いないだろう。藤間家親戚関係説。

　うん。

　うんうん。そうだ。

　あれ？

　でも？

　なんだ？

　違う。

　もうひとつ。

　まだ、見覚えがある記き憶おくが……。

　ん？

　アッ……！

　人間ひらめくとその効果で脳が活性化されるのか、今さっきまで浮かんでこなかった、もうひとつの答えが、しゅぽん！　と音を立てて思い浮かんできた。

　衝しよう撃げき的てきな、事実が。







　──うぁああああああああああああああああああああああああああああっ！







　こ、この美人のひと！

　テレビに出てるひとだっっっ!!

　こないだ観みたドラマに出てたっ！　火か曜ようの十時からのヤツ！

　ウワッ！　ザ・芸能人っ！

　そりゃ、見たことある顔だっつーの！

　なに、知りあいだと思ってんの？

　テレビで観たんじゃん！

　一方的に知ってるだけだった……よ。

　はずぃっ！

　あやうく、どっかで逢あった体ていで、

「こないだはどーもーっ❤」

　とか、ちょー適当なこと言いそうだったよ、自分！

　なにしてんだ、自分！

　もっと、しゃんとしろ！

　とか、マシロが自分自身を罵ば倒とうしていると、

「…………えっ？」

　こっちへやってきていた陽向ヒナタが、エントランスホールへ入ったすぐのところで、ぴたりと足を止めた。

　開いた瞳ひとみが、じっと吸いつくように、年ねん齢れい不詳の美人に向けられていた。

　すると、美人のほうも、陽向に気づくなり、陽向は赤ずきんフードを目ま深ぶかにかぶり顔を隠かくすようにした。

　そして、そのまま無言で、マシロの傍そばに近づいてくる。

「こっちは女の子か。キミも新しい使用人の子かな？」

　近づいてきた陽向ヒナタに、美人のひとが言った。

　女の子だけれど、それは男の子です。

　男の子のほうが女の子（マシロ）で、女の子のほうが男の子（陽向）です。

「………」

　陽向は、無言で、こくんと、首を振った。

　あれ？

　瞬しゆん間かん。

　──陽向を包む周囲の空気が変わった。

[image: ]

　陽向の雰囲気がまた違う。

　どうしたんだろ？

　人見知り？

　コレって、さっきのダークな雰囲気……？

　マシロが知っている陽向が持つ独特のふわふわとした空気じゃない。ピリピリと周囲を震ふるわせるような空気。

　数時間前に、チャラ男おに蹴けりを見み舞まっていた陽向を思い出して、またなにかやらかしたらどうしようかと、ドギマギするマシロだったが、気苦労に終わった。

「そっかぁ、アタシもたまにここにくるかもしれないからよろしくねー」

　美人のひとは、マシロのタオル、陽向ヒナタのフード越しに頭をなで廻まわした。

「そうそう。アタシ、『花見沢ハナミザワ陽花ヒバナ』ってゆうの。コレ、芸名だけどね」

　そう言って、美人のひとは、またころころと笑う。

「じゃあ、よろしくねぇ～～っ」

　明あっ軽かるい声と笑え顔がおを残し、エントランスホールの向こうに消えていってしまった。

「……こんなところからさっさと出ようか」

　美人のひと、花見沢陽花のうしろ姿を見送ってから、ダークな雰囲気のままの陽向がぽつりとつぶやいた。




　ふたりが、外に出ると、すっかり陽ひが暮れてしまって、あたりは闇やみの中だった。

　曇くもり空ぞらのせいで、月も星も見ることはできない。

　あーあ……。

　あのひとに、

「陽が暮れるまでに戻ってきなさい」

　と言われていたのに。

　けれど、言いつけを守れなかったからといって、帰らないワケにはいかない。

　とぼとぼと、街がい灯とうに照らされながらふたりは、住宅街を歩きはじめた。

　手は、つないでない。

　少し先を陽向が歩いている。

　その背中からは、ダークな雰囲気が出っぱなしだった。

　なんなんだろう。

「……キミさ、いったい、──ダレ？」

　陽向の背中に向かって、マシロは訊たずねていた。

　疑問が勝手に口からこぼれ落ちた。

　今の陽向は、陽向だけど陽向じゃないような気がしていた。

　まるで、別人のように。

　すると、ゆっくりと、ダーク陽向が振り向いた。

　フードを深くかぶっているせいで、表情が見えない。

「前にも逢あったことがあったよね？　ほら、夜の寮りようで、給仕室のとこ……」

「そう思う？」

　ダーク陽向が訊ねてきた。その表情は、笑っているようで、怒っているようにも見える。

「うん」

　マシロはうなずいた。

「どうして？」

「少なくとも、自分の知ってる子とは違う。ぜんぜん違う……、と思う……」

　マシロは言った。

「あっそう、ぜんぜん違うか……。へぇー、オマエみたいな鈍にぶそうなヤツでも、おれたちのことに気づくんだね」

　じっとダーク陽向ヒナタがマシロを見る。

　目め線せんの高さはほとんど変わらないのに、何な故ぜかひどく見下ろされているような気がした。

「たち……？　キミは誰だれ？」

　マシロが言う。

　目の前にいるのは、陽向。

　見た目はそのまま。

　だけど、違う。

　まるで、〝仮面〟の下は、まったくべつの人物だった。もしくは、〝仮面〟をかぶっているようだ。

「────……ッ!?」

　混乱しかけている思考回路を正常にしようとしていたマシロだったが、いきなりのことに、身を硬くした。

「誰だって？　おかしなこというね。判わかってるんじゃないの？」

　ダークな雰囲気を全身から放った陽向が、顔を寄せてきた。マシロの顔との距きよ離りは、数センチもない。

　しかし、ここでおびえるような仕し草ぐさをしたりすると、つけこまれるような気がした。マシロは、たじろぐことなくダーク陽向の目を真まっ直すぐに見つめ返した。

　その瞳ひとみは、やはり、いつもと違って見える。

　別人のそれだ。

　同じ人物。なのに、別人。

　ぜんぜん違う。

　どういうこと？　どういう意味？

　もし、陽向が、陽向とそっくりの誰かと入れかわっていたとしたら？

　けど、そんな時間もなかった。陽向はマシロの目の前で、ダーク陽向に変わっている。

　だとしたら、いったい、誰だ？　目の前にいるのは、誰なんだ？

　陽向だけど、陽向じゃない。

　見た目は、陽向で中のひとがそっくり入れかわったみたいな……。

　中が、入れかわる？

　と、ここで、マシロの脳のう裏りに、この状況を説明するのにひどく便利な単語が浮かんできた。

「……二重人格……!?」

　つぶやくマシロに、ダーク陽向ヒナタが微かすかに唇をゆるませて、にやりと笑った。

　しかし、

「残念だったね。正解だと思った？」

　ダーク陽向がにやにやと笑って、マシロから一歩二歩と離はなれていく。

　その表情も陽向との違いを感じさせた。こんな風ふうに笑わない。

　けれど、二重人格じゃないってゆうのは……？

　すると、

「まあ、半分くらいはあってるんだろうけどね。ハハハッ、判わからなくなったって顔してるよ、ミズタマ」

　おおげさに肩をすくませるリアクションで、ダーク陽向がおどけた。

「知りたいか？」

　そして、訊たずねてくる。

「……知りたい。キミがちゃんと教えてくれるんなら」

　マシロは、素直すなおにうなずいた。でも、目の前のダーク陽向が素直に答えてくれるかは、疑問だった。

「じゃあ、どうするかなぁ」

　と、やはりわざとじらすように、ダーク陽向は、ゆるふわウェーブの髪をくしゃくしゃしながら考える仕し草ぐさをした。

「教える気がないんだったら、べつにいいよ。ほかのひとに訊きくから」

　忍シノブや千尋チヒロや萌流メグル。それから、あのひとに訊いてもいい。

　ダーク陽向は、「あ、っそう」というように唇を動かした。じらせばマシロがイラ立つと思っていたのかもしれない。けれど、マシロはイラ立つどころか、さっさと話を切り上げようとした。

「しょうがないか。なら、教えてあげるよ」

　ダーク陽向が言った。

　あいかわらずの上から目め線せんだが、マシロは、気にすることなく、

「キミはダレ？」

　数歩先に立つ陽向じゃない陽向に訊いた。

「おれか？　おれは、もうひとりだよ」

　ダーク陽向が言う。

「もうひとり？」

「そう。藤間フジマ陽向じゃない、もうひとり」

　それは、どういう意味なのか。

　陽向だけど、陽向じゃない。

　陽向ヒナタじゃないけど、陽向。

　もうひとり。

　存在。

　仮定する。

　ふたりの陽向。

　急に変わる陽向。

　不可解な行動。

　変わる。

　雰囲気。

　答えは──

　マシロにとって、思いも寄らぬ答えが飛んできて、脳を揺ゆらした。

　街がい灯とうの下に入った陽向じゃない陽向が、スポットライトに照らされたように暗くら闇やみに浮かび上がる。そのせいか、それは芝しば居いがかった〝科白せりふ〟に聴きこえた。

「──最初から、おれと陽向は、同じひとつの身体からだの中にいたんだ」

「でも……、それって、やっぱ、二重人格ってゆうんじゃないの？」

「ま、間違いじゃないよね。でも、正解でもない。生まれてきたときから、おれと陽向は、同じ身体の中にいるんだから。人格というより、『魂たましい』がふたつある状態なんだよ」

「最初から……ひとりの人間にふたつの魂？」

「そう。だから、多重人格障害とかいう病気じゃないんだよね。おれも陽向も、ちゃんとしたべつべつの〝個人〟だから」

「べつべつ？　なら、今、──ひなっちはどうしてるの？」

　何ど処こにいっちゃってるの？

「寝てるよ」

　あっさり言った。もうひとりの陽向が、心しん臓ぞうのあたりを拳こぶしで二、三度、小突いた。そこは、〝心〟ってことだろう。

　なんだか、とてもやっかいなことになっている気がする。

　今、目の前にいるのは、陽向であって、陽向じゃない。

「じゃあ、キミは陽向じゃないんだ？」

「うん、そう」

　もうひとりは、ゆったりとうなずいた。

「ひなっちじゃないなら、べつの名前とか、あるの？」

「……へぇー、知りたいの？」

　意外だ。と判わかりやすく表現するように、陽向じゃないもうひとりは大きく肩を揺すった。

「べ、べつにぃ……」

「なら、訊きかなくてもいいじゃない？」

「……つ、ついでだから……」

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。本当は、興きよう味み津しん々しん。

「いいよ。教えてあげる。おれの名前は、──花向カナタ。藤間フジマ花向。陽向ヒナタの双ふた子ごの片割れだよ」

「そうか、双子。ええ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ、双子!?　そんな話はじめて聞いた！」

「そこ、今さら、驚おどろくところか？　さっき言ったろう。最初からふたりだって。だから、双子に決まってるでしょ？」

「そういや、そうだけど……」

　双子がいるんなら、双子がいるって、みんな教えてくれればよかったのに……。

　そりゃ、訊かなかったのは自分だけど。

　あれ？　ちょっと。ひとつ疑問が。

　寮りようでは、こっちの、花向らしきほうに一度逢あっただけだ。

　あとは、全部、陽向だった。

　それに、学校に行っているのも、ぜったい陽向だけだ。

　今日きようも、陽向とずっといっしょだった。

「いつ？　いつ、ひなっちと入れかわったの？　チャラ男おのときと……？」

　マシロが訊く。

「さっきさ」

　スカし陽向こと、花向が答える。

「さっきって？　いつ？」

「さっきっていうのは、さっき」

「具体的にっ？」

　水田マシロ。十三歳。中二。やっぱり好奇心旺おう盛せい。

「面めん倒どうくさいなぁ。さっき、おれたちの母親に逢っただろう？　あの瞬と間きだよ」

「母親……？　って、え？　でも、さっきのって、お祖ば母あちゃんじゃなかったっけ？　あ！　もしかして、お國くにさん!?」

　マシロたちが逢ったと言えば、それくらい……。

　違う。

　花向が街がい灯とうのスポットライトから出て、また一歩、一歩と近づいてくる。

　その距きよ離りは、徐じよ々じよにゼロになっていく。

「まだ、判わからないのか？」

　陽向のもうひとり──花向が、マシロに問う。

「判って……きちゃったかも……」

「ハハハハッ。ミズタマ、おまえってヘンなやつだね。でも、なんで陽ヒ向ナが、おまえなんかに興きよう味みを持つのか納なつ得とくいかないけどさ」

「ああ、そりゃどうも……」

　マシロは花向カナタの科白せりふの半分も聞いてなかった。

　思考がぐるぐるとめぐっている。

　頭に浮かんでいたのは、あの──花見沢ハナミザワ陽花ヒバナという美人女じよ優ゆうの顔だった。

「判わかった？　そうだよ。アレが、おれたち双ふた子ごの──〝母親〟」

　そう。

　美人のひと、陽花さんしかいない。

　でも、陽花さん、陽向ヒナタや花向のことにまったく気づかなかった。

　フードをかぶっていたとはいえ、自分の子供。

　まったく知らないような素そ振ぶりだった。




「どういうこと……？」




　謎なぞが、深まった。











SUN AND FLOWER - fin.
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　　　　♪




　ひとつめの日にち曜よう日びは、重い瞼まぶたとともにはじまった。




「…………あ……れ……？」

　水田ミズタ家け自室にて、いつもなら目覚ましのタイマーよりも先に目が覚めるマシロだったが、今日きようは、

「シロちゃーん、起きないの～～っ？」

　という声が一階から聞こえてきて目が覚めた。

　水田家の末っ子、四男坊の元気のいい声だった。

　日曜日、朝のアニメを観みるために早起きしている四男。

「……ぅぅあーぁ……」

　ベッドの傍かたわらのサイドボードに置かれたデジタルの目覚まし時計どけいが、『七時半』を迎えようとしている。

　七時前にアラームをセットしていたはずなのに。

「……いつとめたんだろ……」

　自分で目覚ましを止めたんだろうけど、覚えてない。

　寝ね癖ぐせでハネハネになっている散ざん切ぎりボブを無造作に右手でかきながら、左手で薄うすい夏用布ふ団とんをはいで、マシロは半身を起こした。

「………………ふぁ～～……ぁ……」

　昨日きのうは、何い時つに寝たんだっけ？

　身体からだが「チョー眠ぃんだけど？」とマシロに訴えかけているので、ちゃんと睡眠はとれてないんだろう。

　ずっと考えごとしてたんだ。

　そのうち、頭の中がてんやわんやでぐっちゃぐっちゃ。よく判わかんなくなっちゃった。

　まあ、いいか。

　いや、よくないか。

　よくないよなぁ……。

　考えれば考えるほど、ワケが判らなくなる。

　脳みそがぐるぐるぐるぐるして、ヨーグルトみたくなっちゃうかと思った。

　たぶん、そこらへんから記き憶おくがあいまいで、いつのまにか寝ちゃってたのかなと。

「……ふぁ…………お腹なかすいた……」

　眠気は首根っこをつかんで、マシロの顔を枕まくらにうずめさせようとするが、マシロの食欲には勝まさらなかったみたいだ。

「成長期なもんで……」

　そのワリに身長はぜんぜん伸びてないけど、ほかが成長してればいいやと今日きようも気持ちアバウトに。おおきなあくびをもういっぱつ。

　マシロはベッドから降りて、歳としごろの女の子とは思えないほど乙女オトメ度どの低い自室を出た。

「シロちゃ～～ん、まだねてるのぉ～～？　おてつだいさん、いかないのぉ～～？」

　階段下から叫ぶ四男の声に、

「起きてるよぉ」

　と、マシロは答えた。







　天気は、くもり。

　時刻は、九時前。

「午後から雨が降るかもー」と天気予報。

　折りたたみ傘かさを背中のデイバッグに入れて、てくてくと道を歩く。

　以前は豪ごう快かいに迷っていた道も、今はさくさくだ。

　学校へ行くときショートカットに使っていた公園の道は、実は私有地の中。その並木道を進んでいくとちょうど真まん中なかあたりで、寸前までは隠かくれていたのに、もしくは、隠されていたように脇わきに入る道が現れる。

　隠れ道のようなそこを真まっ直すぐ、といっても、道はくねっているので、道なりに真っ直ぐ。すると、目の前に、洋よう風ふうなんだか和風なんだか中ちゆう華か風ふうなんだか絶妙に異文化交流の行われたお城のような建けん築ちく物ぶつが見えてくる。

　そのお屋や敷しきこそ、すっかりおなじみの──涼橋スズハシ寮りようだ。

　マシロは、壁かべに埋めこまれた数体の謎なぞの『だるま』を無視して、ジャージ（短ハーパン）のポケットから合あい鍵かぎを取り出した。

　おとぎ話に出てきそうな、古くさくてくすんだ金きん色いろの鍵だ。防犯は大丈夫なんだろうかと思ってしまう。それを、重厚な扉とびらの前に立つと、なれた手つきで鍵穴らしきところに差しこんだ。

　がちゃりと、自宅の鍵よりも、重く抵抗のある音がする。

「うっしょ……」

　右手と肩を扉に寄せて、少し体重をかけてやれば、重そうに見えるがあまり抵抗なく扉が開いていく。どういう仕掛けなのかは知らない。

　というか、お城のような超豪ごう邸ていの涼橋寮は、謎なぞだらけで、知らないことのほうが多い。

　今、マシロが使った出入り口も、『正面玄関』だと思っていたけど、実は『裏口』『勝手口』だと知ったのもつい最近。

　水田ミズタ家けの玄関や一般的な玄関と比べても超重量級の豪ごう華かさで、しかも寮りよう生せいのみんなも、こっちの『お勝手』を使うから、勘かん違ちがいしていた。

　でも、よくよく考えてみたら、そうだ。

　これだけのお城のような超豪邸の玄関にしては、ちょっと小振りだし、寮生たちも玄関を使わないのに、お手て伝つだい（バイト）のマシロがどうどうと玄関を使うというのは、ありえない。

　てゆうか、正面の玄関、いまだ、何ど処こにあるか知らないんだよね。

「たぶん、あっち……かな？」

　方向音おん痴ちのカンを頼りに適当に言ってみる。

　間違ってるけど。

　水田マシロ。十三歳。中二。今日きようも、アバウト。

　方向音痴な上に、涼橋スズハシ寮りよう（屋や敷しき）の中は、複ふく雑ざつすぎて何回も同じところで迷っている。というか、毎回、寮の中の通路や部へ屋やの配置が微妙に変わっている気がする。……気のせいか。

　ここで、お手伝いのバイトをするようになってから早一ヶ月も、まだまだ謎なぞはつきない。

　お勝手から中に入ると、無国籍エキゾチツク折ちやん衷ぽんな建物の外がい観かんからは変わって、落ち着いた洋よう風ふうのエントランスホール的なところになる。これにしても、豪華だなーと、うならされる。玄関だと勘違いもする。

　エントランスホール的なこの場所から見渡せるのは、二階へとつづく左右からゆるやかなカーブを描いて伸びる階段。その下には、ドアが開けっ放しになっている一階の各所へとつづく通路。

　屋敷の中は、梅つ雨ゆ直前の蒸むし暑あつさで息苦しい外とは違い、ひんやりとしていた。

　エアコンが効きいているワケじゃなさそうなんだけど、風通しがいいんだろうか。

「ふぅー……」

　マシロは、扉とびらをしめて鍵かぎをかけると、ひとつ、息を吐いた。

　外がムシムシしていたというのもあるけど、ちょっと寝不足気味のせいでなんだか身体からだが重いというのもある。

「シャワーあびてきたのになー……」

　まだ、すっきりとしない。いろいろと。

　マシロは、今日は頭じゃなくて、首に巻いたタオルで額ひたいにじわりと浮かぶ汗をぬぐった。

「さてと」

　と、言っても何をするでもなかった。

　マシロは、そのままぼーっと、数秒立ちつくした。

　もちろん、バイトをしにきたので、やるべきことはあるんだけれど。くるべきものがこないというか、いつも涼橋寮にくると一番最初に遭そう遇ぐうするはずの、あのひとが……いない。

　ゆっくりと目だけを動かして、左、右、左とあたりをうかがってみる。

　べつに、寝ぼけているワケじゃなくて、

「……あれれ？」

　いつもなら、マシロのことを待ちかまえていて、抱きついてきたり、撫なでてきたり、ぺたぺた触ってきたり、制服のときはスカートをめくってきたり、そんで、

「おコきスがプえレしましょー♡」

　とか、服をぬがしにかかってくるのに。

「いない？」

　このところ、朝の恒こう例れい行事になりつつあったから、ちょっと拍子抜け。

「身構えてそんした」

　いつもと違うじゃん。

　なんか……。

　いやさ。べつに、待ち望んでいたワケじゃないけど。

　今日きようくらい、〝いつもどおり〟でいてほしかったな。ちょっと、って……。

「てか、考えすぎかなぁ。……うん」

　ひとりごちて、マシロは、とりあえず涼橋スズハシ寮りようの自室に向かうことにした。

　もしかして、そっちで待ちかまえているかもしれないし。あのひとが。

「それならそれで」

　いいんじゃん？

　いても、いなくても。

　本当なら、マシロにとって、マシロの心にとって平和なことだ。

　コスらなくていいなら、それにこしたことないじゃん。

「ねぇ？」

　ひとりごと。

　ごとごと。

　ん？

　ゴトゴトっ。

　物音。

「……んー……？」

　耳をすますと、




　ゴトゴト、ガタン！

　ゴトゴトゴトゴトゴトゴト……ッッ！




「ナニ!?」

　激はげしくなる物音。

　そして、

「──んぅわぁっ！」

　正面、上だ。

　階段をのぼった二階の踊り場から、マシロ目がけて、何かが──降りそそいできた。

　マシロは、頭を抱えてその場にうずくまる、どころかとっさに回かい避ひ行動を取った。

　中学二年生の女の子とは思えない身のこなしで、真横へ飛びこみ前転。からの、綺き麗れいな受け身。

　さすが、自宅が格かく闘とう技ぎ道場やってるだけある。

「てゆうか！」

　なにごと!?

　受け身から素早すばやく上体を起こし、次の行動の体勢に入りつつ振り向く。ここらへんも並のジョシコーセーじゃない。

　さすが、自宅が格闘技道場やってるだけある。

　寸前までマシロが立っていた場所では、ピンポン球くらいかそれよりちいさめの球体が大量に跳はね廻まわっていた。

　エントランスホール的なここに敷しかれた絨じゆう毯たんに衝しよう撃げきを吸収され、球体は早々に跳ねなくなった。そのひとつが、マシロの足もとに転がってくる。

「……これって」

　ビビッドなピンク色の球そ体れに見入った。手に取ってみる。

「スーパーボール？」

　まさしく。子供にはおなじみの、ゴム製のボール球だ。

　でも、

「なんで、スーパーボールが降って……？」

　疑問。

　マシロは、ゴム球が降ってきたほうに顔を向けた。

　エントランスホールの一階通路上、階段をのぼり切った踊り場に人ひと影かげがあった。

「──まさか、よけられるとは思ってなかったなー」

　そういうワリにその人物は、バルコニーの手すりに組んだ腕をついて、にんまりとした表情でマシロを見下ろしていた。

　くるくるふわふわした雰囲気のお人形のようなかわいらしい少女──風ふうの少年だ。

「なにやってんの……？」

　マシロはゆっくりと立ち上がりながら言った。

　見上げた、少女的なその少年は、

「あいさつだよ──ミズタマっ♪」
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　と、小こ悪あく魔まのような笑えみを浮かべた。

「……ひと目がけてスーパーボールを降らせてくるのがあいさつなワケ？」

　呆あきれた風ふうにマシロは、足もとに散乱したゴム球を見渡す。

　これの何ど処こが、おはようやこんにちは、もしくは、おいっすの代わりなんだ。

　べつの意味での『あいさつ』なら、判わかる。

　たぶん、そっちのほうだろうけどね。

「まあね」

　マシロの様よう子すを見て、そう言いながら小悪魔少年は、笑った。

　ひどくたのしそうに笑った。

「なんだかなぁ……」

　困ってしまう。

　いつもは眠そうで、くるくるふわふわしてて、ピンクのフリフリが似合ってしまう、学校では『天使の微ほほ笑えみ』なんていわれてるらしくてみんなのアイドル的存在の少女で、その実、少年だったりする、藤間フジマ陽向ヒナタが、小悪魔の笑みを浮かべているんだから。

　だけど、違う。

　こっちを見下ろしているのは、マシロが知っている〝陽向〟じゃない。

　もうひとりのほう、双ふた子ごの──藤間フジマ花向カナタだ。

　双子。

　でも、見た目はそのまま。

　花向は陽向ヒナタで、陽向は花向で。

　でも、陽向は花向じゃなくて、花向も陽向じゃない。

　ふたりは、ひとり。

　でも、ひとり、ひとり、べつの存在。

　ほら、ワケが判わかんなくなってきたでしょ？

　マシロの寝不足の原因は、コレ。

　陽向と花向のことをずっと考えていた。

　考えて考えて考えて、だけど、何も答えは出てこなかった。

　花向の小こ悪あく魔まの微ほほ笑えみを見ていたら、また、頭の中がぐるぐるしてきた。

　ぐるぐる。ぐるぐる。

　あ、オマケにだよ。

　おまけに、ふたり（？）の母親は、芸能人のひとで、でも、花向にも陽向にも気づいてなかったみたいで、でも、「母親だ」ってゆってたし。

　あー！　もう！　よけい、ぐるぐるしてきた。

　ぐるぐるってゆうか、ぐゎんぐゎんしてきた。

　よし、ヤメ。

　考えるの、ヤメッ。

　オールナイトで考えて答えが出なかったことなんだもん。

　マシロは頭を振って、考えを中断させる。

　と、そのとき。

「ミズタマっ♪」

　名前を呼ばれた。

　間違ってるけど。マシロは、反射的にそっちに目を向けた。

　と、小悪魔少年──花向（のほう）が、笑え顔がおのままでまだ残していたらしいゴム球を手に、投球動作に入っているところだった。

　当然のように、花向は、マシロを目がけてソレを放る。

　ビューゥゥゥッ。

「ちょ、ちょっと……！」

　あわてつつも、さすが家が格かく闘とう技ぎ道場をやっているだけあるので、マシロは上体を反そらしただけで、ゴム球をかわした。

　が、

「ぬぁっ！」

　ゴム球はマシロの背後の壁かべを直ちよく撃げきすると、角度を変え、マシロのほうへバウンドしてきた。

　びっくりしたマシロだったが、それも、身体からだをよじって、ぎりぎりでかわす。

　さすが家が格かく闘とう技ぎ道場を以下同文につき省略。

「あはははっ。ちょーウケるっ」

　もたれかかった手すりをバシバシたたいて、花向カナタが笑う。

「こっちはぜんぜんウケないんだけど……。んー……っ」

　マシロは、ため息をがまんして、ほっぺをふくらませた。

「あははははっ、ヘンな顔っ！　ブサイクっ！」

　よけい笑われた。

　指さしで笑われた。

「指さすなっ。最初からこんなんだよ」

　マシロは、ふんっと横を向いた。

　判わかってるよ。いわれなくたって……！　だって、自分だもん！

　どうせ、ヘンな顔だよっ。

　なんなんだよ、もぅ。

　なにがしたいんだ。

　スーパーボールとか、スーパーボールとか、スーパーボールとか……！

　ひとがさんざん考えまくってたっつーのに。

　……頼まれてないけどね。

　これが、双ふた子ご？

　英語でいうと、ツインズ？

　星座だと、ジェミニ？

　つか、ぜんぜん似てないじゃん。

　ぜんぜん違うじゃん。

　顔がおんなじだけ。

　見た目がおなじだけ。

　だから、ややこしいんだけど。

　……あれ？

　そういえば、

「陽ひな向つちは、どうしたの？」

　ふとマシロは、まだ軽けい薄はくに笑っている花向に、訊たずねた。

　すると、いきなり。

「…………ハ？」

　ピタリ、笑いが止まった。

　さっきまでの小こ悪あく魔ま的てきな微ほほ笑えみもなくなった。

　さっきまでと表情が変わった。二階のバルコニーからマシロを見下ろしている。

　冷たい目で。

「コイツもやっぱり、そうじゃないか。結局、ほかのヤツらとおんなじだよ。おれたちのことなんか判わかりっこない……」

　花向カナタがちいさくつぶやいた声は、聞こえてこない。

「え？」

　思いもよらない〝反はん撃げき〟にマシロは、思わず固まってしまった。

「……それ訊きいてどうすんの？」

　ちょっと間まをおいて、花向が訊たずね返してきた。

「ど、どう？　……どうって……えーっと、……アレ？　なんだっけ……ああ、そうだ。そう、ひなっちは、どうしてんのかなって……思っただけで……」

　あまり考えずに訊いたことだった。

　マシロは、ちょっとしどろもどろになってしまう。

　チッ。と舌打ちをする音がした。

　マシロが上げた目め線せんの先。

　二階のバルコニー。見なれた顔の知らないひとだった。

　普ふ段だんの陽向ヒナタなら、想像もできない。

　知ってるのに。

　知らないの？

　知らないのに。

　知ってるの？

　それがマシロを動どう揺ようさせる。

「陽ヒ向ナが今、何をどうしてようと、ミズタマに関係なくない？」

「そりゃあ、まあ……そう、なんだけど……」

「だろ？　ていうかなに？　オマエ、ヒナに興きよう味みあるの？」

「きょ、興味？」

　言われて、その単語二文字に、マシロは少し過剰反応した。

　そんなおおげさな。

「だってそうでしょ。じゃなきゃ、ふつう訊く？　どうしてるとかって」

　花向が冷ややかな声で言う。

　べつに、興味があってもなくても、なにげなく訊いてもおかしくない質問だった。

　けれど、いつもふわふわくるくるの陽向のままの容よう姿しで放たれる冷たい声や、内心に走った動どう揺ようのせいで、マシロはそんな簡かん単たんなことにも気づかなかった。

「……興きよう味みって……そういうんじゃ……」

「じゃあ、なに？」

　花向カナタが間かん髪はつ入いれずに質問をぶつけてくる。

「なにって訊きかれても……っ」

　特別な意味なんてない。

　なんとなくなのに。

「何にもないのに訊いたの？」

　エントランスホールに花向の冷ややかな声が響ひびく。

　よく透とおる綺き麗れいな声。だからよけいに冷たさが際きわ立だってしまっていた。

「なんとなくだって……」

　マシロは、もごもごしてしまう。

　なんとなくそれを訊いてどうなるワケでもない。

　なんとなく。ただ、なんとなく。

　興味があるとかないとか、思ってない。

　だって。

　マシロは、ずっと学校でもほかでも家族以外との人間関係を積せつ極きよく的てきに築きずこうとしてこなかった。

　特に学校では、他人をさけて、関かかわらないよう、交まじわらないようにと息を潜ひそめてきた。

「今、どうしてる？」

　というのが他人への興味の表れなら、他人に関心を持っているということになる。

　あたりまえか。

　以前のように、他人のことを知らなくていいし知りたくもないと、コミュニケーション拒否をしようとは思ってない。

　お手て伝つだいのバイトをするようになって、あのひとと、あの四人と出で逢あって、マシロは自分も気づかないうちに変わってきている。

　だからこそ、花向が言った『興味』という言葉に驚おどろいた。「自分が他人に関心を持った？」

　知りたいと思うというのは、そういう意味なのかもしれない。

　少なくともマシロは、藤間フジマ邸てい（幽ゆう霊れい屋や敷しき）で、『お國くにさん』に陽向ヒナタのことを訊いている。

　つまり、花向の解釈を取り入れると、マシロは陽向に興味を持っていることになる。

　それだけじゃない。はたとそれに気づく。

「興味があるないでいったら、ある……かも」

　マシロが言う。

「やっぱり……」

　冷めた表情で花向カナタはつぶやいた。

「ヒナに仲良くしてもらってるからって、勘かん違ちがいしてるんじゃない？　ヒナがやさしいからってさ。結局、オマエもなんだよ。つまんない連中と同じさ。汚くてイヤらしいオトナと。ヒナが気に入ってるみたいだから、どんなヤツかと思ったけど。フンッ。つまんないし、ヘンな顔だし、がさつだし、オマエ本当は男なんじゃないの？」

　ヒドイ言われような気がする……でも、マシロもつまんなくて、ヘンな顔で、がさつで、女らしくないと自分でも判わかっているつもりだ。だから、反はん論ろんできない。

「本当に最悪だよ、オマエも。ハァー……結局、そうなんだ。だから、期待なんかしちゃいけないんだ……」

　その表情が何ど処こかさみしそうにも見えた。一いつ瞬しゆんだった。

　つまらなそうに頭の後ろで腕を組む。見た目がお人形のような少女には似合わない仕し草ぐさだった。

　それが、マシロのひと言で激げき変へんすることになる。

「あ、ひなっちのことも知りたいって思うよ。でも、──キミのことも知りたいと思うな。（あるかないかでいったら）興きよう味みあるもん。花かな向つちのこと」

「なっ、何を言ってるんだ、ミズタマ……!?」

　冷ややかなのもつまらなそうなのも一気にふっとんだ。それは花向が見せる一瞬の素す顔がおだったかもしれない。そのときのマシロには判るはずもなかったけれど。

　花向は、ひどく驚おどろいた様よう子すで手すりに両手をかけ、マシロを見下ろしていた。

「あれ？　陽向ヒナタで『ひなっち』だから、花向で『かなっち』かなって。違った？」

「違うッ！　そういうことを言ってるんじゃない！」

　天然発言を連発するマシロに、花向がよく透とおる声で言った。

「えー。じゃあ、かなぽん？」

　まだ的まとを外したままのマシロ。

　ザ・天然。

「……オマエ、バカにしてるだろう。おれのこと」

「えっ、なんで？　してないよ？」

　止まらない天然トーク。

　じょじょに花向のペースから、マシロのペースに会話の流れが変わってきていた。

「……ハァ、なんなんだよ、オマエは」

　チッ、と花向は舌打ちをして、手すりから離はなれた。

「もういいや。つまんない」

　そう言いながら、花向は、冷めた表情に戻った。

「…………なに？」

　マシロは、自分の天然が花向カナタのペースをかき乱したことに、もちろん、天然だからまったく気づかない。

「わざわざ、こんな昼間に出てきて、遊んであげようと思ったのにさ。もういいや」

　オモチャやテレビゲームにあきたみたいに、くるりと廻まわれ右みぎでマシロに背を向けた。

　そして、フリフリのスカートを大おお股またではしたなくはためかせて、バルコニーの向こうへと消えていってしまった。

「え？　なに？　マズった？」

　なんにも判わかってないマシロだったが、無理もない。

　花向は、〝仮面〟をかぶっていたんだから。

　心の中を誰だれにも見せないように。

　心を許すのは、たったひとりだけ。




「やっぱ、ムカツク。──あのミズタマ野郎」

　エントランスホールから離はなれ、二階の通路を花向は歩いている。

　すると、花向にしか聴きこえない、もうひとりの声が返ってきた。

「なに笑ってるんだよ、ヒナ」

　ひとりだけど、ひとりごとじゃない。

　陽向ヒナタがちゃんと花向に話しかけてきている。

「なにそれ？　ぜんっぜんっ、おもしろくないよ。おれが？　興きよう味み？　違うよ、ヒナ。ムカツクんだ。だって、ヒナが……いいよ。いいの。気が向いたら、遊んであげるよ。アイツのこと」

　花向が言うと、陽向は微ほほ笑えんだ。

　ちょっとうれしそうに、ちょっとさみしそうに。







　このとき、マシロが、花向の〝仮面〟に気づいていたら、




　きっと、あんなことにはならなかったかもしれない。




　　　　♪




　花向が行ってしまったあと、

「けっきょく、なんだったんだろ……。まあ、いいか。とりあえず……、移動しようかな」

　荷物といっても、首に巻いたタオルと、左ポケットの携ケ帯ー電タ話イと後ろ右ポケットの財さい布ふだけなので、さくさくと歩きはじめた。

「なんだかなぁ……」

　一呼吸を置いて、肩にのしかかってくるような疲れがどっと押し寄せてきた。

　寝不足と、初対面のひとに接するときのような緊きん張ちように似た感じのせいもあるかも。

「……でも、意外と普通に話せた……？」

　昨日きのう、あれだけ考えて考えて考えて、頭の中をぐるぐるさせた『花向カナタ』の存在。

　予想外の遭そう遇ぐうだったけれど、いざ、向かいあってみると、考えていたほどのややこしさはなかった。

「やっぱ、あれって、『二重人格』ってヤツじゃないのかなぁ。本人は違うっていってたけど」

　マシロは、涼橋スズハシ寮りようでの自室に向かう。

　アサミ子が「お着替えタイムよ～～んっっ❤」とか艶あでやかに迫ってきてないから、べつにこのまま、アルバイトタイムに突入してもよかったが、とりあえずだ。

　一息つきたい。

　フカフカと重厚な絨じゆう毯たんの上をいつもよりも重い足どりで進んでいく。

　が、〝ソレ〟を目まの当あたりにしたとたん、足どりは歩けないほどに重くなった。

　自室を目の前に、中へ入ろうとせず、マシロは立ちつくす。

　いや、正せい確かくには、入ろうとしないんじゃなくて、入れなかった。

「ぬわんじゃ、こりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁ──────っっっっっ!!」

　部へ屋やのドアが、殺人事件が起こった現場状態になっていた。

　隙すき間まがないくらいに、ばっちりびっちりみっちりしっかりきっちりがっつり、黒文字で『立ち入り禁止』『KEEP OUT!!』と書かれた黄き色いろいビニールテープが張り巡らされていた。

　ドアノブ的な取っ手のところもがっちりビニールテープがまかれて、うんともすんともいわない。

　動かない。

　つまり、開かない。

「ぬあぁぁぁぁぁぁぁぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　雄お叫たけぶ水田ミズタマシロ。十三歳。中二。いちおう、女子。

　さらに。

　ドアの、ちょうどマシロの目め線せんの位置に、







『バーカ。』







　と、マジック（太字）で書いてある紙が貼はっつけてあった。

「しょうもなっ！　ガキかっ!!」

　イぃぃーッ、ってなりながらもマシロは、ベリベリ、紙をはがす。

　その紙が音楽に使う『五ご線せん譜ふ』だと認にん識しきしないまま、くっしゃくしゃに丸め、そのイキオイで壁かべとドアを一体化させている立ち入り禁止テープをはがしにかかる。

　しかし、

「うぁぁー、ぴっちり貼ってあるから、ぜんぜんはがれねぇっす！」

　おまけに爪つめもちゃんと切ってあるから、よけい。

「つるつるするぅ……っ」

　うらめしい犯人の顔が、パッと思い浮かぶ。

　陽向ヒナタ。

　じゃなくて、花向カナタのほう。

　おんなじ顔だけど。

　天使的なほうじゃなくて。

　小こ悪あく魔ま的てきなほうね。

　たぶん、スーパーボールをばらまいたのが第一弾で、このビニールテープが第二弾の花向的にいうと『遊び』なんだろう。

　まあ、ただの、イヤがらせだけど。

　さっきの、

「スーパーボールといい、コレといい……！」

　なんて、地味な。

「地味すぎて、泣きたくなってきた……っ」

　その後、半べそかきながらテープをはがしつづけること、三十分。

　指先の感覚がおかしくなりはじめたころ、ようやく、ドアが、

「ひらくぅぅ……っ（涙）」

　ドアノブをにぎりしめ残りのテープごと一気に、ドアを開いた。







　がちゃり……、







　と、同時に、

「──うぽっ!?」

　既視感デジヤヴユが襲おそってくるほどいつかによく似たタイミングで、ドアを開くと同時に、なにかしらがマシロの顔がん面めんを征服した。

「また前が見えねぇ……っ！」

　今度はなんだ！

　また布か！

　違う？

　なんか……、やわらけぇ。

　ふかふかしてる。

　ふわふわもしてるな。

　もさもさしてる。

　毛？

　もさもさふわふわふかふかしたやわらかい、いたって触り心ごこ地ちのよろしいなにかしらがマシロの顔におおいかぶさっている。

「うくっ？」

　マシロをマスクドフォームさせているなにかしらが、ひどくかわいらしく啼ないた。

「……チビリ？」

　両手でなにかしらをまさぐる。手になじむ毛的な長さのものをつかんだ。

　それを持って、ぐーっと、顔面からなにかしらを引きはがした。

「うくーっ」

「やっぱり、チビリかー」

　赫あかい目がこっちを見ている。チビリは、たのしいのか、嫌いやがってるのかは伝わってこなかったが、脚あしをぱたぱたさせた。

　マシロがにぎったのは、チビリの長い耳だった。

「なんで、チビリがここに……？」

　と疑問の答えを捜すまでもなく、答えはすぐに、やってきた。

　目の前だった。

「──まっしろ～～～～んっっ！」

「は？」

　とてもオトナびているのにひどく子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが鳴った。

　その次の瞬しゆん間かんには、

「きゃふっ！」

　これまた既視感デジヤヴユがフィードバック現象を起こしたみたく、大型犬に抱きつかれたような衝しよう撃げきがマシロの全身を襲おそった。

「待ってたわよ～～っ！」

　和風アレンジな黒ゴスっぽい服をはだけさせた艶あでやか垂たれ流しのそのひと──涼橋スズハシアサミ子が、マシロをぎゅーぎゅーと抱きしめてくる。

「なんすか!?」

「いやー、よかったぁ。正直、マシロがくるのがもうちょい遅かったら、爆裂バースト系の魔法チヤームでドアごと吹ふっ飛ばしてたところだったわぁ♪」

　ところどころ謎なぞの単語のせいで意味不明だった。マシロの問いに答えているのか答えていないのかも謎だったけど、

「もうちょっとで、なんか、やばいことになってたんだろうな」

　ってことだけは、理解した。

　それと、

「くるしー……っ」

　このままぎゅーっとされると自分が窒ちつ息そくする可能性があるということ。

「あらら、ごめんごめんっ。すっかり閉じこめられちゃってたから、ついテンションあがっちゃって？」

　アサミ子は言うと、マシロを解放してくれた。しかし、思うに。このひとは、いつもこのテンションのような気がするんですが……。

「で、なにしてんすか？　ここで？」

　どかっとソファに腰を下ろして持ちこんでたらしいコーラの一・五リットルペットボトルをぐびぐびして「きゃーっ、うめーっ」と飲んべえみたいなアサミ子に、マシロが訊きいた。

　直後に、訊かなきゃよかったと思った。

　後こう悔かい先に立たず。

　後悔何度でも役立たず。

「そりゃあ、もちろん！　おまえを着替えコスプレさせるためだよっ！」

　赤ずきんちゃんに出てくる祖母に化ばけたオオカミの口く調ちようで、アサミ子がソファの上に仁に王おう立だつ。キラキラ輝かがやく瞳ひとみがマシロをとらえて離はなさない。

　どうやら、アサミ子は今日きよう、いつものエントランスホールじゃなくて、この部へ屋やでマシロを待ち伏せしていたらしい。んで、花向カナタの『遊び』に巻きこまれて、閉じこめられてしまったと。

　けれども、閉じこめられようがなにしようが、アサミ子は、今日も朝からハイテンションマキシマムだった。

　今さっきまでコーラのペットボトルがにぎられていたはずの手には、何ど処こから取り出したんだか、今日の作業服コスプレが。

「さあ、脱げっ❤」

　言い方をかわいくしても、命令口調だ。

「イヤだ！」

　と拒きよ否ひったところで、あとが怖こわいだけ。

　マシロは、気が遠くなる自分をなんとかごまかしながら、

「……判わかったんで、とりあえず……」

　言いかけて、すでにアサミ子がマシロの服をぬがそうとしていた。

「だっ！　だから、自分でぬぎますってば！　毎回毎回手て伝つだってくれなくてもいいっす!!」

「だいじょうぶ！」

「なにがっすか……？」

「安心して！　マシロを剝むくのも、アタシのたのしみのひとつだから♡♡」

「よけい安心できんわ！」

　って言ってる間に、アサミ子はするするとマシロの背後に廻まわり、うしろから抱きしめるようにしてしながら、

「ちょ、ちょっとぉっ！　足で靴下ぬがそうとしてるしっ！　どんだけ器用なんすか!?」

「うふふふー、これも愛がなせる技ねっ❤」

「ねっ、じゃなくてぇ」

「おっと手がすべった……」

「すべっ……た……ってぇ──……え、ェェエェェェェェエェェェェェェェェェェェェエエェ～～～～っっ!?」

　いまだかつて、こんなに驚おどろいたことがあるだろうか。

　いやない。

　いや、あったかもしれないけど。

　とりあえず、今回のは記き憶おくが飛ぶくらいとんでもない衝しよう撃げきだった。

「……む、む、む、む、む、む、む、む、むむ、むっ、……──胸ぇ～～～～～～……ッ!!」

「え？　揉もんでますけど？」

　何か問題でも？

　あります！

　手が滑すべった程度じゃない。アサミ子の両手がうしろから、がっつりマシロの胸もとをわしづかんでいる。

　スキンシップも度を超えたら、ただの迷めい惑わくです。

「ましろんっ！　身長はぜんぜんおっきくならないから心配したけど、ほかはちゃんと育ってるじゃない！　それも、人並み以上にっ♡」

　としかし、ものっそいうれしそうにものっそい迷惑行為をはたらくアサミ子。

「し、知らないですっ！　比べたことないし！」

「あ、そうなの？　じゃあ、はいっ❤」

「──うぁぁああぁぁ、おっき……ぃ、じゃなくてぇ～～ッ！」

　アサミ子がマシロの手をとって、自分のに押しつけた。

　もはや、何の行為で訴えればいいのか考えたくないくらいの連続に、マシロの気力はどんどん失うせていった。

　その後は、着せ替え人形みたく女帝アサミ子に、されるがままだった。

　マシロとアサミ子の『ジャレ愛』を、チビリの赫あかい目が何ど処こかうらやましそうに見ていた。




　　　　♪




　小こ柄がらがさらにちいさく見えるくらい借りてきた猫のように、マシロは、チビリを膝ひざに抱いてソファでちんまりしていた。和わ風ふうをイメージしたというメイド服を着て。

　となりのソファでは、

「ぷはーっ、この一杯のタメに生きてるわーっ♡」

　アサミ子が満足げな表情で、仕事のあとの一杯（コーラ）状態になっている。

　今日きよう、マシロは、ひととしてたいせつな何かをまたひとつ失なくしたような気がした。

　具体的にそれが何かは判わからないけど。のちのち、オトナになってそれに気づくときがくるのかもしれない。

　こないかもしれない。

　もう、どっちでもいい。

　忘れたひ……。

　人間誰だれしも忘れてしまったほうがいいこともある。

　と思う。思いたい。

　今日はなんだか、疲れてばっかだ。

　寝不足。スーパーボール。ビニールテープ。お着がえタイム。

「よーし、今日も一日気分がいいわ♪　じゃあ、ましろん、あとはよろしくねっ♡」

　いっぽうアサミ子はそう言って、自分の仕事に満足したのか、心なしかずれていたマシロのカチューシャを直して、鼻歌を奏かなでながら部へ屋やを出ていってしまった。

　ようやく、嵐あらしが去った。

「……あぁ、そういえば、今、訊きけばよかった」

　それどころじゃなかったけど。精神的に。

　アサミ子なら、陽向ヒナタと花向カナタのことを知っていたんじゃないかと思う。

　もし仮に、知らなくても、アサミ子になら話してもいいんじゃないかなって。

「アレ、なんすか？」

「アレって？」

「……ひなっちの、アレ？」

「ああ、アレね。アレ」

　とかで、話が通じたかもしれないが、もう、アサミ子はいってしまった。

　膝ひざの上にチビリがいるだけだ。

「くくっ？」

　マシロがじっと自分を見つめているので、

「どうかしたの？」とチビリが首をかしげた。

「ちょっとねぇ……。チビリは知ってた？　陽ひな向つちと花かな向つちのこと……」

　ぐるぐるしちゃうから考えるのはやめとこうと思ったのに、けっきょく、こうして考えてしまう。

「って……チビリに訊きいても、ダメだよねぇ……」

　チビリは何も答えずに、じーっと、赫あかい目でマシロを見るだけだった。

　正直。

　困っているんだ。

　二階のバルコニーからこっちを見下ろしていた小こ悪あく魔まな微ほほ笑えみを思い出した。

　ふわふわくるくるしたピンクのフリフリのよく似合うお人形のような、天使みたいな微笑みを思い出す。

　見知った顔で、見たことのない表情をしていた。

　だから、よけいに、考えちゃうんだ。

　ギャップがありすぎて。

　よわったなぁ。

　こまったなぁ。

　どうしようかなぁ。

　もしかして、このこと、花かな向つちのことをほかの寮生メンバーも知ってるのかなぁ。

　寝不足になるくらい、オールナイトで考えて考えて考えてみても、結局、なんにも浮かんでこなかったのに。

　また、考えてる。

　あそこにいたのは、藤間フジマ花向カナタ。

　陽向ヒナタじゃない。

　もうひとりのほう。

『双ふた子ご』。でも、ふつうの双子じゃなくて、陽向と花向は、ふたりの魂たましいは、ひとつの身体からだの中に宿っている。

　だから、見た目が双子っていう理由だけじゃなくて、まったくおんなじ。

　ふわふわのくるくる。

　なのに、なんか、もうひとりはすごく『イジワル』だった。

　なんとなく、判わかってたんだよね。

　もしかして、って思った。

『おつかい』の帰り道、マシロの前に姿を現したときから。

　昨日きのうのこと。

　夕暮れはすっかり何ど処こかへ行ってしまって、闇やみ夜よがあたりの支配者だった。

　雨が降りそうで降らない雲ばかりの空は、お月さまもお星さまも拒こばんで遠ざける。

　幽ゆう霊れい屋や敷しき──実際は、陽向ヒナタのお祖ば母あさんのお屋敷から駅に着つくまでのあいだ、数歩うしろを歩きながらマシロは、じっと、その背中を見つめていた。

　背中は、ひとつ。

　でも、ふたり分の背中。

　街がい灯とうが照らす影かげは、あちこちのびる。

　どれが本物の影？

　ゼンブダヨ。

　いま、どっちなんだろう。

　ヒナタ？

　カナタ？

　ひとりだけど、ふたりの人物。

　ふたりだけど、ひとり、ひとり。

「……いきなりすぎて……」

　なにがなんだか。

　頭より、感覚……なんていったらいいんだろう。目で視みたというよりも、肌で感じた感覚。

　ああ、これはぬるいなとか、あついなとか、つめたいなとか。

　なんだか、目で視るときの、あかるいなとか、くらいなとか、そういうのとは違う気がする。

　本当に、感覚なんだ。なんとなくの。

　そのレベルでは、理解した。

　ようなしていないような。

　本当か、噓うそか。

　それすら、

「結局、どっちなんだろう……」

　なにが、どっち？

　目の前にいるのは、

　藤間フジマ陽向か、

　藤間花向カナタか。それが、

　本当か、

　噓か。ということ？

　花向カナタと名乗るもうひとりが言ったことは、いきなり理解しろというには、全部を納なつ得とくするだけの根拠がない。

　なんとなく察するというレベルでの、材料はある。

　陽向ヒナタが文字通り『人が変わったよう』になったこと。

「やっぱり、それって、二重人格ってゆうんじゃない？」

　テレビとかでやってたぞ。

　ひとりのひとに、何人もの人格が現れる。たしか、多重人格障害とかって。

　けど、違うとかいってたし。

　マシロの頭を混乱させたのは、それだけじゃなくて、藤間フジマ邸ていの帰かえり際ぎわに出で逢あった『花見沢ハナミザワ陽花ヒバナ』という人物。

　テレビをあまり観みないマシロでも見覚えがある、有名な女じよ優ゆう。

　若々しくて綺き麗れいでエネルギーに満ちあふれている。

　そんなひとが、陽向の、花向の、双ふた子ごの母親だというが、花見沢陽花は、そこにいた陽向にも花向にも気づかなかった。

　陽向（そのときは花向？）の顔が赤ずきんちゃんコスのフードで隠かくれていたからといって、気づかないものだろうか。

　どういうこと？

　じゃあ、あの写真は？

　すると、マシロが考えを巡らせているのをさっしたのか、花向が言った。

「あの母ひ親とは、おれたち双子のことを覚えてないんだよ」

　どういう意味？

　母親が、自分が生んだ子供のことを忘れてる？

「そう。忘れてるんだ。それで今日きよう逢あったことも忘れるんだよ、たぶんね。陽ヒ向ナとおれのことを、実の息子むすこのことをすっかり綺麗にさっぱりに。オマエには判わからないだろう、ミズタマ」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに微ほほ笑えむ。

　見知った顔で見知らぬ表情をする、知っているのに知らない人物。

　なんで？　どうして？

　疑問ばかりが答えを出さないままに、あとからあとからわき上がってくる。マシロの頭の中を駆かけめぐる。

「母あの親ひとは、息子よりも自分自身のほうが大切だったってことだよ」

　そう言って、花向は、口を閉じた。

　言葉の真意は判らない。

　正直なところ、訊きけなかったというのもある。

　目の前にいるのは、陽向なのに陽向じゃないべつの人物。

　やっぱり、すぐに信じろっていうほうが無理だ。

　難むずかしすぎる。

　それから、ふたり（三人？）は、ひと言も口にしないまま、地元の駅まで戻ってきた。

　行きとは違って、あっというまだった。

　駅の外に出ると、驚おどろいたことに、

「わーっ、まっしろーん。おかえりーっ！」

　忍シノブが待っていてくれた。おまけで、イキオイあまってハグしてくる。

「おまえらが遅いせいで、えらく時間のかかる散歩になった」

　と、べつにマシロたちを待ってたんじゃなくて散歩の途と中ちゆうで駅に寄っただけだと強きよう調ちようする千尋チヒロもいっしょだった。

　どっぷり疲れて、頭も混乱中のマシロだったが、忍と千尋の顔を見たらなんだかちょっとだけほっとした。

　ただ、忍も千尋も、陽向ヒナタの変化に気づいていなかった。

　というより、そのときの陽向は、いつもの陽向に見えた。

　くるくるのふわふわ。

　さっきまでの陽向が気のせい。……ってことはないだろうけど。

　これで、よけいに、マシロは真しん偽ぎが判わからなくなってしまった。

　そのまま、マシロは、めくるめくディープシンキングタイムへと突入する。

　どうやって家に帰ったのか、いつ夕飯を食べて、いつ自室に戻って、いつ眠りについたのか、記き憶おくにないような状態で、朝を迎えた。




　そして、現在。日にち曜よう日びの午前中。

　マシロは、涼橋スズハシ寮りようの自室で、ソファに腰かけ、また考えごと。

　もちろん、陽向と花向カナタと、それに関すること。

　陽向と花向。

　双ふた子ご。

　二重人格？

　べつべつの魂たましい。

　意い識しき。

　お祖ば母あちゃんとお國くにさん。

　ハニーレモンスカッシュ。

　あまい、すっぱい、おいしい。

　じゃなくて？

　陽向、花向の母親。

　有名な女じよ優ゆうさん。

　覚えてない。

　双ふた子ごのこと。

　忘れられた過去。

　過去と現在。

　ふたり。

　ひとり。

　ひとりごと。

　ふたりごと。

　ぐるぐる。

　ぐるぐるする。

　めぐる思考回路。

　ぐるぐるして、

「……キモチ悪くなってきた……」

　寝不足と朝っぱらからの度たび重かさなるハプニングで、すでにマシロのエネルギー残量が少なくなっている。これをまた脳に廻まわしたりしていると、お手て伝つだいのバイトをする分も使ってしまうかもしれない。

「やめとこ……」

　そう思いつつも、ついつい考えこんでしまう。

　アバウトな性格のくせに、その真ま逆ぎやくで、一度気になりはじめるとずっと頭の中から離はなれなくなってしまう。コミュニケーションは苦にが手てなのに、好奇心は旺おう盛せいという不ふ思し議ぎな部分もその要因になっているかもしれない。

　陽向ヒナタと花向カナタ、それから、お祖ば母あちゃんとお國くにさん、それから、陽向と花向の母親だという有名な女優。

　すべての、真しん偽ぎがハッキリしない。

　本当は何で、何が噓うそなのか。

　それもあげたらキリがない。

　そもそも、陽向と花向が同一人物の可能性だってある。

　つまり、陽向がマシロのことをからかっているだけ。『花向』というもうひとりの人物を演じている可能性だってあるワケだから。

「てゆうか、可能性とかそういうのよりも、その『線せん』が一番納なつ得とくできるし、全部の説明もできるんだよなぁ」

　マシロの中では、この『からかわれている』というのがしっくりくる。

　スーパーボールもビニールテープもそうだろう。

「やっぱ、そうだよなー。二重人格って……なんだろ。……ほんとキリがないなぁ……」

　ふと、最近はよくとなりで微ほほ笑えんでいる陽向ヒナタの顔がぼんやり浮かんできた。




　虚きよ実じつ。

　本当と噓うそ。

　真しん偽ぎ。




　今のところ、マシロにそれを確たしかめる術すべはない。

　というよりも、それどころじゃない、ものすごく面めん倒どうくさい日々がはじまろうとしていることをマシロは知るよしもなかった。




　答えのない答えを見つけるための、日々だ。




　　　　♪




　月げつ曜ようの朝。

　由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院中等部生徒玄関。

　すでに、はじまっていた。

「──ぬあ！」

　マシロは登校して、自分の下げ駄た箱ばこの前で思わず奇声を発してしまった。

「また花かな向つちかっ。ったくもう、こっちもかよぉ！　朝、姿が見えないなーって思ったら!!」

　下駄箱が、昨日きのうの再来で、ビニールテープでびったびたに封印されていた。

「うぁー、めんどくせーっ」

　のっけから泣きたくなった。昨日、コレをはがすのにどれだけ時間と体力と精神力を削ったか。

　それで、

「マシロくん、何をやっていらっしゃるのかしら？」

「さあ、マシロくんのことだから、あたらしい遊びか何かなのでは？」

「ああ、なるほど。さすが、マシロくん」

「さすがマシロくん」

「さすがマシロくん」

「さすがマシロくん」

「さすがマシロくん」

「さすがマシロくん」

「さすがマシロくん」

「さすがマシロくん」

「さすがマシロくん」

「さすがマシロくんっ♡」

　以下略。

　通りすぎていくクラスメイトやほかのクラスや学年の生徒たちの視し線せんにさらされながら、地道にビニールテープをはがすこと、約十分。

　がちゃこん。とようやく開いた下げ駄た箱ばこ……の中は、

「──ひゃぁっ！」

　どぼどぼどぼ、と大量の『虫』が雪崩なだれを起こし、出てきた。

　マシロの動向を見守っていた外野（クラスメイトやほかの生徒たち）が、

「キャァァァァァァァァ──────────────ッッ！」

　と断だん末まつ魔まのような悲鳴を上げながら、生徒玄関から散っていく。

　しかし、驚おどろきはしたもののマシロは、ひとり冷静に足もとに転がった『ソレ』をひとつ、拾い上げた。

「……オモチャだ」

　もともと、虫とかをまったく苦にしないマシロ。

　さすが、家でも寮りようでも男所帯ですごしているだけある。

　伊だ達てに『マシロくん』なんて呼ばれてない。男らしさに磨みがきをかけ、また『マシロくん』はファンを拡大させていったのだが、そんなことは本人には知らぬところで。

「つーか。コレ、どうしろっつーんだよ」

　あと片づけに困っていた。

　面めん倒どうだ。

　こんな小学生のイタズラみたいなことをしそうなのは、ひとりだけだ。

　やれやれと肩を落としながら、マシロは、ちらりと周囲の様よう子すをうかがった。

『犯人』が何ど処こかでこの状況を見ていて、たのしそうに小こ悪あく魔まのような微ほほ笑えみを浮かべているんじゃ。

　そう思ったが、犯人──花向カナタの姿は見あたらなかった。

「まったく、もぅ」

　マシロは、上うわ履ばきを取り出して、とりあえずオモチャの虫を下駄箱に押しこんでおくことにした。

　オモチャとはいえ嫌いやがる子たちもいるだろうから、さすがに教室に持っていくワケにはいかない。……かといって、このままずっと下駄箱に入れておくのもさすがにイヤだけど。

　だいたい、それどころか、これで終わりじゃなかった。

　周囲に、花向カナタの姿がなかった時点で予想（想像）しておくべきだった。

　その場にいないということが、花向がマシロの先さき廻まわりをして、イタズラをしかけている可能性が大きいことを。

「……──うきゃーっ」

　教室にたどり着いたマシロを待ちかまえていたのは、ビニールテープでがんじがらめにされたマイ机とマイ椅い子すだった。




　その日だけじゃない。

　翌日も、翌々日も、その翌々々日も、翌々々々日も、花向によるイタズラはつづいた。

　あるときは、ペンケースの中が全部『いもけんぴ』に変わっていたり。どうやって字を書けと。

　あるときは、携ケ帯ー電タ話イの待受画面が勝手に『見知らぬおじーちゃん』に変えられていたり。設定変更の方法を知らないので今も見知らぬおじーちゃん。ケータイ開くたびにおじーちゃん。

　あるときは、財さい布ふの中身が『１ゆきち』とマジックで書かれた葉っぱに変わっていたり。中身はべつのところにあったけど。

　あるときは、『ティッシュ』が『ウェットティッシュ』に変えられていたり。これはこれで便利だったりした。お昼に手を拭ふいた。

　あるときは、体育から戻ってきたら制服が以前、五月さつき祭さいのときに着た忍シノブ製作の『男子制服』にすり替えられていたり。仕方ないので着たけど。クラスメイトが何な故ぜか「きゃーきゃー♡」いってたりしたけど。本物は部室にあった。

　あるときは、あるときは、またあるときは、はたまたあるときは……。

　ひたすらつづくイタズラ。バリエーションも豊富。

　基本的に、地味ぃなイタズラばかりだった。

　でも、それが重なるとけっこうなダメージになる。

　いくらアバウトな性格でたいていのことは、「まあ、いいか」で受け流し、持ち前の天然でするりとかわすマシロも、疲労の色を隠かくせなかった。

　まるで、イタズラ好きな小学生や弟みたいな存在に遊ばれているかんじだ。

　しかも、イタズラが地味すぎるから、周囲には、

「マシロくん、遊んでいらっしゃるのね。素敵すてきですわ❤」

　とか誤解されてしまっている。

　さすがに、

「なんでこんな、子供のイタズラみたいなことすんの？」

　って訊きこうと思ったんだけど、なかなかタイミングがない。

　てゆうか！

　花向カナタは、マシロ以外の前では、姿を現さない。

　これが一番やっかいだった。

　忍シノブや千尋チヒロや萌流メグル、それからアサミ子たちがいる前では、花向じゃなくて、ふつうの陽向ヒナタに見える。

　くるくるのふわふわでピンクのフリフリがよく似合う美少女な少年。

　いつも眠そうにしてるところまで完ぺきだ。

　だけど。マシロにはなんとなく判わかった。

　それが、陽向のフリをしている花向だということに。

　時折、みんながいても誰だれも気づかないところで、

「バーカ」

　マシロに対してだけ小こ悪あく魔まの微ほほ笑えみを向けてくる。

「むきぃっ！」

　とマシロがひとりでムキになったところで、次の瞬しゆん間かんには、陽向モードなので、

「マシロ、何をやっているんだおまえ？」

　メガネさん。違った、千尋の冷たい視し線せんが突き刺さったりする。

「え？　なになに？　はっ！　もしかして──おもしろ顔選せん手しゆ権けん!?　わたしもやるーっ！」

　勘かん違ちがいした忍がヘン顔で応戦してきたりもした。

　萌流は、あいかわらず、目も合わず、会話もない。

「ったくさぁ。かなっちになんかしたっけなぁ。こんなイタズラされるようなこと……」

　記き憶おくにありそうでなかった。

「あの『おつかい』のときからだもんなぁ……、あのときになにかあった……」

　記憶をめぐってみる。

　結局、あのおつかいってなんだったんだろう。

　陽向（花向）を幽ゆう霊れい屋や敷しき（藤間フジマ邸てい）までちゃんと連れていくってゆう任務だったとは思うんだけど。

　道は陽向が知っていたし、マシロがいなくてもひとりでも屋敷にいけたはずだ。

　まあ、途と中ちゆうで、陽向が居眠りとかしなければの話だけれど……。

　じゃあ、それが問題だった？

「うーん……」

　それだけじゃない気がする。

　あのひとのことだから、ほかにも何かたくらんでいたのかもしれない。

　もしかして、こっちの『花向』のことも計算されていたんだとしたら。

「……判んないや。あのひとだもん……ぜんぜん、考えてること判んない……」




　そんな日が繰くり返され、マシロもへろへろになってきた週末。

　思いがけず、




　──事件が起こった。




　　　　♪




　金きん曜よう。

　時刻は午後七時半。

　花向カナタのイタズラ（今日きようは、ひさしぶりに寮りようの自室のドアがテープで封印されてた）や、アサミ子のコスプレさせられプレイにいつもより長く「これじゃなくて、こっち？」とか何着も付き合ったりしていたせいで、普ふ段だんよりもお手て伝つだいの仕事が長引いてしまっていた。

　だったら、「時間短たん縮しゆくしちゃえばいいや」と考えないのも、マシロの性格ゆえ。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。今日も、真ま面じ目め。

「うぃーし。あと、ちょっとだけやって帰るかなー」

　掃そう除じ機きのホースを腕から肩にまきつけ、本体を片手で持ち上げるという男らしいスタイルでマシロは、寮の中を移動中だった。

　すると、

「んー？」

　向こうからピアノの音ね色いろが聴きこえてくる。

　そういえば、前にもあった。寮に遅くまでいたときのことだ。

　あのときは、同じ部へ屋やに忍シノブ、千尋チヒロ、萌流メグル、アサミ子、ついでにチビリもいたから、残る寮のメンバーは陽向ヒナタだけ。だから、ピアノを弾ひいているのは、陽向だと思っていた。

「やっぱり、そうなのかなぁ……？」

　陽向じゃなくて、花向かもしれない。

　もし、本当に陽向と花向が別々の人格だった場合。マシロをからかっているんじゃないとしたらだが。

　マシロの中で、まだ『陽向と花向』に関する疑問は疑問のままになっていた。

　花向に一方的にイジられているだけで、あいかわらずタイミングがなくて、マシロはろくな会話も交かわせてなかった。

「……でも、あっちって、ひなっちじゃないもんなぁ。……あれ？　ということは？」

　ひとつ、気づいた。

　このところ、マシロの前に現れていたのが、ずっと『花向』のほうだとするなら、

「幽ゆう霊れい屋や敷しきにおつかいに行ったときから、ひなっちに逢あってなくね？」

　仮に、花向カナタは陽向ヒナタが演じているとしても、いつもそれはやっぱり陽向じゃない。

　マシロが知ってる陽向じゃないんだ。

　だとしたら、

「どうしてるんだろう、今？」

　どうなってるんだろう。

　ピアノの音が聴きこえてくる。

　向こうから。陽向の部へ屋やのほうから。

　マシロは、ピアノの音ね色いろに導みちびかれるように歩きだした。




　陽向の部屋の前までやってきたはいいが、

「……で、どうすんの……？」

　マシロは、ドアの前で仁に王おう立だちだった。しかも男らしく掃そう除じ機きを抱えたままで。

　さすがに部屋のすぐ傍そばまでくると、ピアノが奏かなでる旋せん律りつがよく判わかる。

　見れば、ドアが二センチほどうっすらと開いていた。なるほど、向こうまで音が通るはずだ。

「……知らない曲だなぁ」

　音色に耳を傾ける。

　まったく音楽的知ち識しきのないマシロには、クラシックにも聴こえるし、ポップミュージックにも聴こえる。どっちにしろ、耳になじみはなかったが、

「綺き麗れいな曲」だと思った。

　耳に、心の中に透すき通とおって響ひびくような感じがする。

　やわらかで、やさしく、あったかい。

　やがて、ピアノが最後の一音を奏で、その音が減げん衰すいしていく。

　ふと、部屋の中から話し声が聞こえてきた。

「今のところどうだった、ヒナ？」

　陽向の名前を呼んでいる。

　じゃあ、今、そこにいるのは花向のほうってこと？

　マシロは気になって、悪いとは思いつつ、ドアの隙すき間まから中をちょっとのぞきこんでみた。

「……なんも、見えねぇっす……」

　としかし、この角度からだと、ピアノがあるらしいところは死角になってしまっていた。

　仕方なく、マシロは耳をすますことにした。

　気配けはいは感じる。

「ＣＭのイメージだと、ここはあんまり盛り上がらないほうがいいと思ったんだよね。クライアントもそんな風ふうなこと言ってたでしょ？」

　なんのこっちゃマシロには判わからなかった。

「どうしたの、ヒナ？」

　おそらく花向カナタのほうが、陽向ヒナタに訊たずねている。しかし、返事はなかった。

「今回の納期ももうすぐだし、あとで、ヒナにメロディ入れてもらおうかと思ってるから訊きいてるんだけど……なんで、何も言ってくれないの？」

　単なるひとりごとかと思った。

　これじゃ、本当に陽向と花向が二重人格とか別々の存在だとか、そういったことを確かく認にんすることができない。

　だが、

「……花カ向ナ、もうやめよう」

　もうひとりの声がした。

　ひなっち……？

　マシロが知っている陽向の声だ。

　なんだか、こっちの声はしばらく聞いてなかったからか、なつかしい気分になった。

　たしかに、陽向がそこにいる。

「どういうこと、ヒナ？　納期が近いんだよ？　もうすぐ完成じゃないか。それに、このあとは、ゲームのトラック作りもはじめないといけないんだし」

　声のトーンと口く調ちようが違う。こっちは、花向だ。

　まるで、本当にそこにふたりの人間がいるようだった。

　ひとの気配けはいもふたつ分ある。

「そうじゃない。お仕事のことじゃないよ。カナ」

　陽向が言った。

「じゃあ、何？　なんなのさ」

「ぼくが言っているのは、カナがましろんにイジワルしてることだよ」

「何で？　何で今そんなこというんだよ」

　急に、花向の声にイラ立ちが感じられるようになる。

「ミズタマなんか関係ないだろ」

「ううん。関係あるよ」

「ないよ。ないない」

「ある。ましろん、やさしいし、かわいいし、仲良くしてくれてる」

　……かわいい!?

　盗み聞きしているくせに、聞いててちょっとはずかしくなった。

　が、

「ジョーダンだろ、あんなブス。ウザイだけでしょ？」

　花向があっさりと否定して、マシロも、まあそりゃそうだねと自分で納なつ得とくした。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。自分の容姿ヴイジユアルが持つ潜在能力ポテンシヤルにいまだ気づかず。

　それなのに、

「違う」

　陽向ヒナタが首を振った。

　声だけだけど、マシロにはイメージが浮かんできた。

　ふたりは、陽向と花向カナタは、ピアノの前でおなじ椅い子すにふたりで腰かけている。

　陽向は、伏し目がちに白黒の鍵けん盤ばんをぼんやりと見ていて、花向は、じっととなりに座る陽向の横顔を見つめていた。

「カナは知らないだけだよ。ましろんのこと。ちゃんと見ようとしないだけ」

「見なくてもいいよ、あんなの」

　オーバーに花向は肩をすくめる。

「ダメ。ちゃんと見ようよ。それで、ちゃんと見てもらおう、ぼくらのこと」

　陽向は哀かなしそうな表情になって、鍵盤から視し線せんを外し、花向を見る。

　真まっ直すぐな瞳ひとみに、花向はわずかに動どう揺ようした。

「ましろんなら、きっと、ぼくらのことも受け止めて、受け入れてくれると思うんだ」

　陽向が言う。しかし、

「なんでそんなこというんだよっ。いらないだろ。他人なんて必要ないっ！」

　花向は少し声を荒げる。

「ずっと、ふたりだけだったんだ。これからもふたりだけでいい。あんなヤツ、必要ない」

　陽向は、しずかに首を振った。

「ううん。ぼくらは、もう、ふたりだけじゃない。ましろんもいる、寮りようのみんなもいる。いっしょだよ」

「違うっ。アイツらが、ヒナのこと守れるはずないだろ。だって、おれがずっとヒナのこと守ってきたんだ。母親アイツがおれたちを憎んでいたときも、おれたちのことを忘れたときも、あの祖バ母アさんがおれたちのことを邪じや魔まに思っていたときも……おれがずっとヒナのこと守ってきたんだ。今までも、これからもそうだ」

「うん。ありがとう、カナ。ぼくがそのときのことを知らないで、傷つかないでいられるのは、カナがぼくのかわりになって、全部受け止めてくれたからなんだよね」

「そうだよ。だから、おれ以外必要ないんだ」

　花向はすがるような目で、陽向の瞳を見つめる。

　そこには、自分だけが映っている。

　それでいい。

　だけど、陽向は、言った。

「でも、ぼくたちは、もう、ふたりだけじゃないよ。ううん。最初から、ふたりっきりなんかじゃなかったんだ」

「違うッ！」

「だって、ぼくたちは生まれてきた。母かあさんから生まれてきた。お祖ば母あさまだって、ぼくたちを憎んでなんかない」

「なら、なんでおれたちを屋や敷しきから追い出そうとした？　こんな寮ところへ追いやって……！」

「お祖母さまは、そのほうがいいと考えたんだと思う。あのままだと、ぼくらはずっとぼくらだけで、外の世界は知らないままだったかもしれないでしょ。この寮りようのひとたちと仲良くなることもなかったし、ましろんに出で逢あうこともなかった」

「必要なかった。そんなのいらない。おれは……！」







　ダーン……ッ！







　不協和音が鳴る。

　花向カナタがにぎった拳こぶしをピアノの鍵けん盤ばんにたたきつけた。

「きっと、ぼくらはあのままじゃいられなかったんだ。お祖母さまもきっと最初から判わかってたんだと思う。だから、母かあさんがぼくらを忘れたとき、引き取って、育ててくれた。厳きびしくされたけど、それもべつに憎しみを感じたことはなかったでしょ？　ぼくが歌が好きになったり、カナに音楽の才能があるって判ったら、講こう師しを呼んでくれた。このピアノだって買ってくれたよね」

「……おれが頼んだワケじゃない。バアさんが勝手にやったことだろう……っ」

「もし、そうだとしても、ぼくらはふたりだったけど、ぜったい、ふたりっきりじゃ生きてこられなかった」

　陽向ヒナタの声が、透すき通って響ひびく。

　部へ屋やの中に、外に、そして、マシロの耳にも、鼓こ膜まくを透とおって、脳へ、心へ、響く。

　マシロも、〝ひとり〟がいいと思った。

　そしたら、傷つかなくてすむから。

　でも、ひとりじゃ生きてこられなかったことも判っている。

　自分が生かされていることも。

　だからこそ、中学生になってすぐにアルバイトなんかはじめてみた。

　少しでも、どんな形でも、自分がこの世界にとって、〝何か〟になれているのか、それを知りたくて。

　間違っているかもしれないし、もっとほかの方法もあったかもしれないけど。




　自分は、いったい、誰だれなんだろう？




　なんで、此こ処こに居いるんだろう。




　答えは、見つからない。

　見つからなくてもいい。

「ずっと捜しつづけていれば、いつか、それが答えになるかもしれない」

　いつか、マシロの〝大好きなひと〟がいっていた言葉だ。

　遠くへ行ってしまうとき、残してくれたモノ。

　今、陽向ヒナタも、花向カナタに向けて、そんな意味をこめた言葉を伝えようとしているのかもしれない。

　──でも、言葉は、届かなかったんだ。

「ひとりよりもふたり。ふたりよりも三人、三人よりも四人、四人より五人、五人よりも六人……みんなといっしょにいるとたのしいよ。たくさんたくさん、たのしくなれる。カナも、そう思わない。だって、ほら、ましろんといっしょに『おつかい』にいったとき、カナもたのしそうに……」

「もういい！」

　花向が、ヒステリックに叫んだ。

「もうたくさんだ！　なんだよ……今までさんざん助けてきてやったのに……!!」

　何度も何度も、ピアノに拳こぶしをうちつける。

　不協和音。

　歪ひずんでいく。

　歪んでいく。

「ずっとふたりだったのに……、あんな、ミズタマなんかに興きよう味み持ったり……、ヒナはおれだけのヒナなのに！　もういいよ。──オマエなんか最初から居なければよかったのに……もともとは、この身体からだはおれのモノだったんだから……!!」

　花向の叫び。

　鼓こ膜まくがビリビリした。

　聞いてはいけないことを聞いてしまったような気がした。

　盗み聞きなんて、やめとけばよかった。

　マシロは、ゆっくりと立ち上がる。

　ドアに背を向ける。

「オマエはいいよな、ヒナ……。嫌いやなことがあったら、傷つきそうになったら、そうやってすぐ隠かくれればいいんだから……」

　吐き捨てるように言う花向カナタの声が背後から聞こえてくる。

　しかも、声が近づいてくる。

「……あっ！　やばっ！」

　花向がドアの、マシロがいるほうへと歩いてきていた。

　いざというときひとは、これほど、なんにもできないモノかと、マシロはあらためて、知った。

「──ミズタマ……っ！」

　開いたドア。顔を出した花向の前で、逃げ遅れたマシロはあからさまにあやしげな、掃そう除じ機きを小こ脇わきに抱えて、そろーりそろーりしている途と中ちゆうだった。

「盗み聞きか？」

　冷たい声が、マシロの耳に痛い。

「……いやーあのぅ……なんといいますか……っ。も、申もうし訳わけ……」

　言い訳も思いつかず、もごもごするしかなかった。

「チッ、オマエみたいなヤツの、何ど処こがいいんだ、ヒナは……」

　ぶつぶつとつぶやく花向。

　何を言っているかは聞き取れなかったが、よくは言われてないと思った。

　だって、じとーっとした目で花向が、マシロを見ていた。

「え……っと、なんすか？」

　恐る恐る訊たずねてみる。

「ミズタマって、ほんとに女なの？」

　いきなりの質問。でも、

「まあー……いちおう、そういうことになってるみたいっすね……？」

　事実なのでしょうがない。マシロ的には、女でも男でもどっちでもいいんだけど。

「その服もぜんぜん似合ってないよ？」

　花向的には嫌いやみのつもりだろうが、マシロも、

「だと思います」

　おなじ意見なので、特に効果はない。

「オマエ、ほんとにオンナか？」

　もう一度、花向が訊ねてきた。

　マシロの答えは、

「……たぶん」

　なんでそんなあいまいに答えてしまったんだろう。

　そして、それも何気ない行動だったんだと思う。

「どうせ、胸もないし……」

　花向カナタがそう言って、なにげなく、マシロの胸もとに手を伸ばしたんだと思う。

　冗じよう談だんですむと思っていたに違いない。イタズラのつづきだ。

　でも、マシロがそんなに拒否反応を起こすとは思ってなかっただろう。







　──き……………………………っ、
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　きゃぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁっーっ!!







　人生で一番の、女の子っぽい悲鳴をハッしてしまった。

　だって、ちょっと怖こわかったんだ。

　花向は、男の子バージョンで、いつもは女の子なのに、今は男の子で、男の子だと思ったら、ちょっぴり怖くなった。

　アサミ子のときは、はずかしかっただけで、こわくはなかった。

　でも、なんか盗み聞きしてしまった立場上、「なにひとの胸さわってんだこのやろー」とかぶん殴る気にもならず。

　むしろ、身体からだがあんまりいうことを利かなかったから、

「……ご、ごめんっ」

　何な故ぜか、マシロが謝あやまってしまった。

　盗み聞きしたこととか、胸さわられてごめん、びっくり大声出してごめん。いろいろ。

　ごちゃごちゃ。

　ぐちゃぐちゃ。

　頭んなか。

　気づかないうちにじわっと涙が溢あふれてこぼれそうになった。

　必死でガマンした。

「な、なんで、オマエが……っ！」

　マシロの瞳ひとみにたまった涙を見た花向カナタ──いや、陽向ヒナタが叫んだ。

「──カナっ！」

　突然だった。

「なんだよ、ヒナ……!?」

　陽向の声に、花向が動どう揺ようするのがひしひしと伝わってきた。

　目の前でめまぐるしく、くるくると陽向と花向が入れかわる。

　それは、次第にマシロの目には、ふたりが向きあっているように見えていた。

「女の子に……ましろんに酷ひどいことしないでっていったでしょっ！」

「ち、違う。おれはべつに……ッ」

「最低だよ。女の子を泣かせるなんてっ！」

「コイツが勝手に泣いたんだろう!?　おれのせいじゃない！」

「ううん。ちゃんとあやまって、ましろんに謝って……！」

　双ふた子ごの、兄弟ゲンカだ。

　きっと、はじめての。

　マシロは、呆ぼう然ぜんとやりとりに見入っていたが、

「あ、あのっ、じ、自分そんな気にしてないんで、ケンカとかしなくても……」

　仲裁に入ろうとした。けれど、止められなかった。

「おれは謝らない。そんな必要ない」

「あるよっ！　ひとを傷つけたら謝らなきゃならないんだ」

「だったら、誰だれかがおれたちに謝ったことがあるのか、たくさん傷ついて、傷つけられて。全部、カナのためだったんだぞ」

「判わかってるよ。ぼくは判ってる。カナにはすっごく感かん謝しやしてる。でも、これは違うでしょ。傷ついたからって、ほかの誰だれかを傷つけていいワケじゃないよね？」

「なっ、なんだよ！　ヒナが……ヒナが……ッ！　ヒナがそんなヤツに興きよう味みを持つから悪いんじゃないか。おれは悪くない！」

「カナっ！」

　陽向ヒナタが怒ど鳴なった。

　しん、と一いつ瞬しゆんに静まる空気。残ざん響きようだけが通路に響ひびいて、通り抜けていく。

「カナが判わかってくれるまで、ぼくは……」

　最後に聞いた陽向の声は、ひどく哀かなしげで、寂さみしげで……。

「──ど、どうしたの!?」

　さっきのマシロの悲鳴や双ふた子ごの言いあいの声を聞いて、ぱたぱたと忍シノブや、

「おい、なんだ。騒さわがしいな」

「なに……？」

　千尋チヒロや萌流メグルも部へ屋やから出てきた。

「ましろん？」

　駆かけ寄ってくる忍に、

「だ、だいじょうぶっす」

　マシロが言う。しかし、

「顔と目が赤いけど……っ？」

　忍が顔を近づけて、のぞきこんできた。

　でも、忍が寮りようにいるのに女の子バージョンのままだったから、怖こわさを感じたりしなかった。むしろ、ちょっぴり、ほっと安心できたくらいだ。

「……申もうし訳わけっ」

　とりあえず、謝あやまってるかんじをかもし出してみた。

　何に対して謝っているのかは、ひきつづきごちゃぐちゃで不明。

「おまえ……」

　千尋が、うつむいて立ちつくしている今は、花向カナタに気がついた。

「なんだよっ！　どいつもこいつも弱いヤツで群れて……」

　としかし、花向は言って、マシロに触れた手を服でごしごしやりながら、通路を奥へと進んでいってしまった。夜ということもあり、もともと薄うす暗ぐらい通路の向こうに、花向の影かげはすぐに吸いこまれて消えた。

「どうしたの？」

　忍が訊たずねる。

「……申し訳……」

　なんだか謝らないといけない気がして、マシロは、忍にも謝った。

「みんな、申もうし訳わけ」

　千尋チヒロと萌流メグルにもあやまった。

　忍シノブは、マシロと、花向カナタが消えていったほうを交互に見て、

「何ニョロ？」

　とか、謎なぞの言葉を残し、首をかしげた。

「さあな」

　千尋が肩をすくめて、萌流と顔を合わせた。







　その日、陽向ヒナタが──いなくなった。




　　　　♪




　土ど曜よう日び。先週と違って、今日きようは学校がある日。

「おろろん？」

　昨日きのうのこと（盗み聞き）もあるので、どんなイタズラが仕かけられているのかと覚悟して、下げ駄た箱ばこの前に立ってみた。

　けれど、何も手を加えられた痕こん跡せきはなかった。

「待てよ、中は……」

　オモチャの虫……ではなく、ほかの生徒たちからの『お手紙』がどっちゃりと押しこまれていただけだ。

「……コレが、イタズラ!?」

　のようにも思えるが、本当の本当の『マシロくん』ファン（あたりまえだけど全員女の子）からの手紙たちだった。

　マシロにすれば、それも十分ウソみたいだけれど。

「……教室は……？」

　何もない。

「…………ひさしぶりに、ふつうに着席できた……」

　ちょっと感動すら覚える。

　ここ一週間、毎日何度もあったイタズラ。それが今日はまだ、ない。

「いや、待てよ……っ。油ゆ断だんさせといてぇ……ずぎゃん！　ってあとで、おおきいのがくるんじゃ!?　そうだっ。きっとそうに違いない……！」

　毎日のイタズラのせいで、すっかり疑ぎ心しん暗あん鬼きのマシロだった。

　しかし、その日の授業がすべて終わろうとしても、イタズラどころか、学校で陽向もしくは花向カナタの姿を見かけることもなかった。

　由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院は、平へい穏おんだった。




　部室に行っても、陽向ヒナタと花向の姿はなかった。

「『休む』っていってたよ？　ねぇ？」

　教えてくれたのは、忍シノブだ。

「オレは聞いてないが……、そうなのか？」

　千尋チヒロが、いつものようにお茶ちやを用意してくれた萌流メグルに訊きく。

「あー、うん。そう言ってた……」

　萌流がソファに腰かけながら、うなずいた。

　陽向と花向は、休みだったらしい。

　どうりで、イタズラがなかったワケだ。

　そういうワケで、いつもは陽向が座っている位置がぽっかり空あいているので、マシロと萌流が座るソファには、不自然な空間が生まれていた。

　誰だれも陽向や花向について話さない。

　陽向や花向だって、学校を休むことくらいあるだろう。

　健けん康こう優ゆう良りよう児じで、無遅刻無欠席の皆かい勤きん賞しようのマシロとは違う。

　マシロが気にしすぎているだけだったが、

「…………」

「…………」

　ソファの空間が目に見える心の空間のような気がして、どうしようもなく落ち着かなかった。

　もしかして、もしかすると、陽向か花向が、学校を休んだのって、自分のせいかもしれない。

　マシロは、おのれの盗み聞きを思い出した。

　風か邪ぜとかならたいしたことなければいいなーと思うが、そうじゃなくて、マシロが原因で気分を害しているとしたら、

「……もう一回、ちゃんと謝あやまっておいたほうがいいよね？」

　というワケで。

　寮りようにやってきたマシロはその足で、陽向の部屋に向かおう……としたが、あっさりアサミ子に見つかり、

「さあ、お着がえタイムのはじまりよ！　アタシのコスを着ろーっ！　ボンバーッ！」

　なんかのアニメのような科白せりふを吠ほえられて、やっぱり、着替えさせられた。

　なので、ちゃっかり、

「今日きようは、ウェイトレスタイプロリヰタ風ふう味みよん♡」

　アサミ子いわく、そういう甘々なコスでマシロは、陽向の部屋のドアの前に立っていた。

　今日きようは、ドアがぴったりと閉じられている。

「……てか、こんなコスプレで謝あやまってもふざけてると思われない……？」

　心配だ。

　でも、あらためて着替えにいっても、アサミ子に見つかって、

「なにしてんの、ましろん!?　略して、にん！」

　とか言われそうだ。いや、ほんとに言いそうでやだ。

　しゃーない。

「ご……ごめんくださー……ぃ」

　堅苦しい呼びかけで、ドアを二度ちいさくノックした。

「……」

　返事がない。

「もしもーし……」

　もう一度呼びかけて、さっきよりも強く、ドンドン、ノックした。

　でも、返事がない。

「あれー。でかけてんのかなー。もしもーし、入ってますーっ？」

　現代風でもなんでもない呼びかけをして、さらに強く、ドムドム、ドムドム、ドムドム……ッ、何度もノックしてみた。気分はちょっと借金取りのひとだ。

　すると、

「──ウルサイんだよ、ミズタマッ!!」

　怒ど鳴なりながら、開いたドアからいきおいよく飛び出てきたのは、花向カナタだった。

「うわっ！　びっくりした！　てか、……いた！」

　マシロが言う。

「いるよ。ここはおれたちの部へ屋やだ」

　短く花向が返した。

「で、なんなんだ、ミズタマ。今、いそがしいんだよ」

　言って、花向がドアを閉めようとした。

「ちょ、ちょっと待って！」

　マシロはあわてて、ドアノブをつかんで止めた。

「だから、なんなんだ……」

　イキオイはあったが、花向に昨日きのうまでの『毒』がない。小こ悪あく魔まの微ほほ笑えみも不在だ。

　どうしたのかと思いつつも、マシロは、用件を先にすませてしまうことにする。

「あのさ……きのう、のことなんだけど？」

「昨日？」

「そうそう、きのう、ちょっと、ほんと、申もうし訳わけだったなと……」

　胸をさわられてしまってごめんなさい。最後のほうは、完全にもにょった。

「……なにそれ。もしかして、謝あやまってんの？」

　花向カナタが冷ややかな視し線せんを送ってきた。

「うん、まあ。いちおう、そのつもりなんですが……伝わりましたでしょうか……？」

「伝わんない。じゃあ、そういうことで」

　また、ドアをしめようとする花向。

　そして、また、マシロはドアノブをひっつかんでそれを止めた。

「ちょちょちょちょっ！」

「なんだよ、鬱うつ陶とうしいっ！　てか、ちゃんとニホン語話せ。ニホン人だろう」

「いや、まあ、そうなんですけれども。ニホン人だけど、ニホン人ジャナーイ。みたいな？」

「ふざけているのか？」

「いやいやいやいやいやいやいやっ。あっ、格かつ好こうはふざけてるように見えるかもだけど、けっしてそういうつもりは、ナイっす」

「じゃあ、なんなんだ」

「なんだんだってゆうか、なんてゆうか……謝りたいってゆうか、ふたりに？　……キミ、花かな向つちのほうだよね？」

「…………そう、だけど……。かなっちってなれなれしく呼ぶな」

　なんか、妙な間まがあった。

　一いつ瞬しゆん、視線もマシロから離はなれた。

「陽ひな向つちは？」

　マシロが訊きく。

「………………べつに」

「べつにって？」

　花向は答えたが、それじゃ全然答えになっていない。

「べつに、いいだろ。オマエに教える義務はない」

「義務とか大おお袈げ裟さな話じゃなくて。ひなっちどうしてるかなって、思っただけ」

「なら、よけいに答えたくないな。ミズタマには」

「いいじゃん。減るもんじゃないんだし。もしかして、二重人格ってゆうのは、もうひとりがどうしてるとか、そういうのは判わからないモノなの？」

「──判るよ！」

　花向が声を荒げた。

「そんなの判るに決まってるだろっ！　ヒナが何ど処こにいるとか、何を考えているとか、今うれしいとか、哀かなしいとか、寂さみしいとか、楽しいとか、全部全部、判ってるんだ！」

　なんだか様よう子すがおかしい。

　うつむいて、花向カナタはちいさく肩を震ふるわせる。

「……どうかしたの？」

　マシロは、震える花向の肩にそっと触れた。

　と、花向の肩から力が抜けていくのが判わかった。

「いないんだ……ヒナがいなくなっちゃったんだ……っ」

　花向が蚊かの啼なくような声でつぶやく。

「へ……？」

「ヒナが何ど処こにもいなくなったって、言ってるんだよ……！」

　陽向ヒナタがいなくなった？

　いない？

　いや、いるじゃん。

　目の前。

　あ、でも。こっちは、花向か。

　……え？

　ひなっちは？

　なら、

「それって、どういうこと!?　二重人格ってそういうモノなの？　たまに消えちゃったりするとか？」

　マシロが訊きく。

「二重人格じゃないって言っただろ。バカっ！」

「あ、ごめん」

　この際、バカでいい。それより。

「じゃあ、どういうこと？　いなくなったって……」




　　　　♪




　陽向と花向の生活は、普通の場合、昼間が『陽向』で、夜間が『花向』らしい。

　以前は、まったく同時に陽向も花向も身体からだを使っていたが、それだと身体に対する負担が大きいため、自分たちで、昼と夜の担当を決めたそうだ。

　陽ひが昇ったら、陽向。

　陽が沈んだら、花向。

　不便そうだけれど、本人たちはずっとそうやってきているから、特に苦になっていない。

「──ということか？」

　そう言ったのは、メガネじゃないけどメガネっぽいでおなじみの千尋チヒロだった。男の子バージョンで、ソファに深く腰を下ろしている。

「どういうこと？　判わかる、めぐぅ？」

　ひとり首をかしげているのは、お嬢じようさま的な服を着た忍シノブ。おなじくソファに浅く腰かけている。

「なんとなく判る、かな」

　そのななめ横の一人ひとりがけソファにいるのは、黒髪に大きな瞳ひとみの少年、萌流メグル。

「ああ、だいたいそんなカンジだよ」

　部へ屋やの後方に置かれてあるグランドピアノの椅い子すに座る──花向カナタが言った。

「……ん？　てか、みんなも知らなかったんすか？」

　間まの抜けた声を上げたのは、ベッドの上に腰かけたマシロだった。

　部屋にいる全員の視し線せんが、マシロに向けられる。

　マシロとみんなは、双ふた子ごの部屋に集まっていた。

　花向はベッドに腰かけて、『陽向ヒナタがいない』という意味を話してくれている。

　しかし、マシロひとりだと理解できないかもと思い、花向の許可を取ってから、寮りようのみんなに協力を求めることにした。

「なんとなく、ひなっちの別人がいるとは思ってたんだけど」

　忍が言う。

　ようは、なんとなく陽向じゃない陽向が、陽向の中にひそんでいるとは気がついていたが、正せい確かくなことまでは知らなかったと。

「そういうことだな」

　マシロのまとめに、千尋がうなずく。

「うん、ボクもそう」

　千尋が萌流に視線を向けると、萌流がこくんと首を縦たてに振った。

「そっかぁ……。うーん。昼間はひなっちで、夜間はかなっちで……あれ？　でも、かなっち、昼間にも出てきてたよね……」

　ふとマシロが気づく。

「それは、ミズタマを遊んでやるためだ。わざわざ、眠いのに出ていってたんだ。感かん謝しやしろよ」

　としかし、あっさり、しれっと花向が言う。なんのオブラートにも包まれていない。

　あのとき、『おつかい』のときに感じた〝仮面〟のようなモノが外れているのかもしれない。

　が、ストレートにモノを言うので、ずしりと重たい……。

「あー、それはどうも……」

　そんなのは、ご遠えん慮りよしてもらいたいところだけど。まあ、今はゆってもしょうがないから、

「もうちょっと、質問していい？」

　マシロが訊たずねる。

「ああ」

　さっきから、わりと抵抗なく花向カナタは答えてくれている。

　それだけでも『陽向ヒナタがいない』ということが、花向にとってどれだけ大きな精神的ショックを与えているのかをさっすることができた。

　そして、それはマシロや寮りよう生せいたちにも、ここに『陽向』だけが、その存在がいないということを強く感じさせていた。

　皮肉なことだが、だからこそ、冗じよう談だんのような本当のことだったとしても、マシロもみんなも真剣に話を聞き、真まっ直すぐにそれと向きあうことができていた。

　マシロは、みんなの真剣な（めずらしく忍シノブも）表情を見渡して、花向を見た。

「あのさ、昼間って、どうなってるの、ひなっちになっているときの、かなっちは？」

　疑問に思ったことは、とりあえず質問してみる。

「寝てるよ」

「じゃあ、夜は？　ひなっちはどうしてるの？」

「ほとんどいっしょに音楽の仕事をやってる」

　双ふた子ごは、その才能を生かして、ＣＭやゲームなどの音楽をユニット名義で作っている。

「ってことは……？　ひなっち、ずっと起きてんの？」

「まあ、そういうことだね」

　なるほど。

　前に、夜の寮でピアノの音を聴きいたのは、それか。たしか、ナポリタンを作ったとき。

　どうりで、陽向がいつも眠そうにしているワケだ。

　夜もずっと花向と起きていたからだ。

　身体からだをいっしょに動かしたりしなければ、ふたりが同時に覚かく醒せいしていても、大きな負担にはならない。

　でも、学生をやっている以上、ヒナカナが逆でもいいと思うんだけど……。

「おれたちの音楽は、ふたりだから意味があるんだ。学校なんて、ふたりじゃなくてもいいだろう」

　花向が言った。

　たしかに、そういわれればそうかもしれない。

　学校じゃ、マシロもひとりだ。

　いや、だった。最近は、忍や千尋チヒロや陽向や萌流メグル、薔ば薇らの団のメンバーがいて、かなりさわがしくなっている。

　陽向や花向は、どうだったんだろう。そのことをどう思っていたんだろう。

　花向は、ベッドの上でがっくりと肩を落としている。

「ヒナがいなくなったら、音楽も意味がない……」

　相当、ヘコんでるみたいだ。

　そりゃそうか。十三年以上、本当の意味で生まれる前からずーっといっしょにいるんだから。

　いきなりいなくなったら、戸と惑まどうだろう。

　マシロだって、〝大好きなひと〟がいなくなったときは、ずいぶん戸惑って、ふさぎこんだことがある。

　ちょっぴりだけだったが、花向カナタの気持ちにはじめて触れられたようだった。

「つまり、ヒナタがいなくなったというのは、具体的にどういうことなんだ？」

　千尋チヒロが花向に訊たずねる。

　うつむいて考えこんでいた忍シノブも萌流メグルもそれで顔を上げた。

「おれたちの中には、もうひとつの『世界』が存在するんだ」

　花向が、ゆっくりと口を開いた。




　それは、イメージのようなモノ。

　心象風景。

　今いま風ふうにいうと、ヴァーチャルワールド的なモノ。

　ふたりが共有する、ふたりだけの世界。

　そこに、ふたりはそれぞれ、『個人の部へ屋や』を持っていて、眠っているときや、どっちかに身体からだを任せているときは、その部屋にいるらしい。寝るのもそこで。

　しかし、陽向ヒナタが、部屋にも、心の中の世界の何ど処こにもいなくなってしまった。

　こんなこと今までになかった。

　花向が一方的に陽向を責めることはあっても、陽向の柔和な性格もあって、ケンカにはならなかった。

　ふたりしかいなかったから。

　ふたりだけだったから。

　あたりまえのことだったんだ。

　なのに、




「──ミズタマが現れてからだ。ヒナが変わったのは……！」

　花向はマシロをにらむように見ていた。

　また、忍、千尋、萌流の視し線せんもマシロに向けられた。

「どういうことなの、ましろん？」

　忍が、長い睫まつ毛げをぱちぱちさせる。

「と言われましてもぉ……」

　マシロにしてみたら身に覚えがなかった。

　双ふた子ごがケンカしたのは、自分のせいかもしれないという意い識しきはあるが、陽向ヒナタが変わったというのは判わからなかった。

　もし、陽向が変わっていたとして、マシロが知っているのは、その変わっていっている陽向だったからだ。

　花向カナタが言う。

「ヒナが他人に興きよう味みを持つことも、おれ以外に心を許すのも……今までなかったんだぞ。それが、この寮りようにきて、そして、ミズタマがきてから……」

　しかし、本当は陽向の変化は、マシロと出で逢あう以前から起こりはじめていた。

　生まれてからをすごした幽ゆう霊れい屋や敷しきこと、祖母の屋敷を出たこと、この寮へやってきたこと、ここで、忍シノブや千尋チヒロや萌流メグル、それから、アサミ子に出逢ったこと。

　マシロとの出逢いは、それらを含めたすべてのスイッチになっただけ。

　もちろん、マシロにも、陽向に変化をうながす何かがあったということは確たしかだ。

　その逆も、言える。

　陽向の存在が、マシロにちいさくても変化をあたえている。

　マシロには、まったくその意識はなかったが。

　それをビンカンに感じ取っていたのは、──花向だった。

「全部、オマエのせいだっ」

　だから、理り不ふ尽じんにもすべての元げん凶きようがマシロだというように思いこんでいた。

「…………っ」

　言葉に詰まる。

　身の潔けつ白ぱくをアピールしようにも、なにをどうしたらいいのか判らないので、

「だとしたら、どうすればいいの？」

　マシロは、花向に訊たずねた。

「なんとかしろ。なんとかしてくれよっ。オマエが悪いんだから……！」

　としかし、マシロは責められるばかりだった。

　マシロは困って、寮生たちに視し線せんを投げかけたが、忍も千尋も首を振って、萌流は目を伏せるだけだった。

　花向もどうすればいいか判ってない。ただ、マシロを責めることで、自分の気を高く保とうとしているにすぎなかった。

　なら、

「どうしたらー…………──アッ！」

　思いついた。

　責任の取り方について。マシロ風ふう。

　またまた、全員の注目がマシロに集まる。

「えーっと、その心の中の、ヒナカナワールドにいっていっしょに捜す。ってゆうのは？」

　マシロがＧＯしてＤＯすれば。

　いいんじゃん？

　それでいいんじゃん？

　ナイスアイディアじゃん？

「……莫ば迦かか」

　千尋チヒロの絶対零れい度ど級に冷たい声がぽつりとつぶやかれた。

　部へ屋や中が凍こおるかと思った。

　そのせいで、「ないすあいでぃあだよ、ましろん！　略して、ないろん！」とか言おうとした忍シノブが、半分腰を上げた状態で固まっていた。

「マシロ、少しは真ま面じ目めに考えているのか……？」

　千尋の冷たい声がさらに付け加えられる。

　怒られちった。

「そうだよ、ミズタマ。どうやって、おれたちだけの世界に入ってくるっていうんだよ？」

　花向カナタが、一いつ瞬しゆん期待した分だけ裏切られた表情で落ちこんでいた。

「……………………………………………………………………そっか」

　ぽむっ、と手て槌づちを打つマシロ。

　なるほど。花向の言うことはもっともじゃないか。

「バーカ！　バーカ！　バーカ！　バーカ!!」

　花向が裏切られた気分をさっくりと言葉にする。

　四回も言われちった。

「そ、そっかぁ、わたしは、ナイスアイディアだと思ったんだけどなー。そうだよねぇ。ひとの心の中に入っていける方法なんて……」

　忍がようやく絶対零度の冷たさから解凍され、ソファに腰を戻しながらつぶやいた。

　すると、

「──あるけど？」

　声が鳴った。

　オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが。

「え、マジっすか……………………………………………………ってぇぇっ！　どっからわいてきたんすか、つーか、いつのまに!?」

　マシロは、飛び上がっておどろいた。

　本当に誰だれも気づかなかった。

　アサミ子が、マシロの座るソファに腰かけていた。

　さすがの花向カナタもあまりの神しん出しゆつ鬼き没ぼつっぷりに、ベッドの上で跳はね上がったくらいだ。

「おいっす。かなっち、おひさしブリーフじゃん！」

　アサミ子は、完全なるパーフエクト雰囲気シツクスセン無視スルーの明あっ軽かるいノリで、オヤジギャグ風ふうあいさつをくり出す。

「なにしてんすか。て・ゆ・う・かっ。かなっちのこと知ってたんすか!?」

　陽向ヒナタと花向というふたりが存在すると、一度、アサミ子に相そう談だんしようとして未み遂すいに終わったことがあった。

　もしかして、アサミ子は知らなくて、言わないほうがいいのかとも考えていたのに。

「え？　あたりまえじゃない？　だって、アタシ──ＧＴＲよ？」

「じ、じーてぃあーる？」

「そう、ＧＴＲ」







　Ｇ……ＧＯＤＤＥＳＳゴツデス（女神）

　Ｔ……的な、

　Ｒ……寮りよう母ぼさん。







「ねっ♡」

「無む茶ちや苦く茶ちやだな、オイっ！」

　ひさしぶりにツッコんだ気がする。何もかもがなつかしい。

　ようは、寮母だから、みんなの事情は知ってて当然というアレらしい。

「それならそうと、最初から言ってくれればいいじゃないっすかっ」

「だってぇ、訊きかれなかったしぃ」

　どうしてアタシが怒られなきゃならないんだ的なメンドくさそうな顔をして、アサミ子は開き直る。

「……んもう、ああ、はい。そうですか……そうですね……」

　この、アサミ子というひとに食ってかかったところで、勝てる気がしない。マシロは、さっさと話を進めることにした。

　そう、大事なのはそこじゃない。ましてや、ＧＴＲとかほんとどうでもいい！

「てか！　さっきのは!?」

「さっきのってぇ？」

　きょとんとするアサミ子。

　ほんとメンドくさい。

「方法があるって……！　ヒナカナワールドに行ける方法があるって、言ったじゃないっすか！」

「ああ、それ？」




「「それだよ！」」




　いいかげんアサミ子のノリにイライラしたのか、忍シノブ以外全員でいっしょにユニゾンした。

「本当に、おれたちだけの世界におれたち以外が入ってこられるのか？」

　花向カナタが真しん偽ぎを問う。

　ずっと何なん人ぴとたりとも入ることのできないふたりだけの世界だった。

「心の中の世界。ひなっちとかなっちの特別な〝想像力イマジネーシヨン〟が生み出した世界。けど、つまりは、インナーワールドってことでしょ？」

　人間が持つ、想像力。

　誰だれしもが、自分だけの世せ界かい観かんを持っているはずだ。

　陽向ヒナタと花向の場合、それがふたりいっしょというスペシャルな状態というだけ。

　普ふ段だん意い識しきすることはないかもしれないが、人間は常に、もうひとつの世界を持っていて、実際にそこに出たり入ったりを繰くり返している。

　ほとんどが、朝になれば、

「あれー、なんだったっけー」

　と、忘れてしまうことがほとんどだ。

「んー？　それってもしかして」

　マシロにも思い当たることがあった。

　毎晩、それを視みているからだ。







　──夢。







「そういうことー♡　インナーワールドは、夢にもつながってるのよ。そのほとんどがね。それを利用すればいいってことっ♪」

　たのしそうにアサミ子が言った。まあ、アサミ子がたのしそうにしていないのをまだ、見たことないけど。

「でも……どうやって……。他人の夢なんか、視られ……」

「──る。視ることができるのっ♡」

　マシロの唇を人差し指で閉じて、アサミ子が、にんまりと笑った。

　とても綺き麗れいだけど、マシロにコスプレをさせるときによく見ているたくらんだ笑えみだ。

　嫌いやな予感。

「さすが、アサちゃん！　〝夢む幻げんの魔ま女じよ〟のふたつ名は伊だ達てじゃないねっ！」

　としかし、光こう明みようを見みい出だしたように忍シノブが声を弾はずませる。

　だが、次の瞬しゆん間かんには、ひどく残念な表情になってしまう。

「ふっふっふっふー。ふたつ名なんて飾りにすぎんのです。それがお偉えら方がたには判わからんのです。ってゆうことで、はい！　奥さん。安心してください。こんなこともあろうかと！　すべては、計算ずく！　このアサミ子さまの手のひらの上！　そう、こんなときには、コレ！」

　アサミ子の口く調ちようが、何な故ぜか通販番組の社長風ふうからＳＦ小説のマッドサイエンティスト風になった。

「安心して夢を見るために研究開発されたアイテム。その名も──『ナイトメアみんなで視みれば怖くない！』」

　ナイトメア。

　訳：悪夢。

　全部、アサミ子の計算ずくで、手のひらだったのかもしれないと思うのも悪夢だ。

　こうなると最初から全部、予想していたのだとしたら。

　マシロのおつかいも、双ふた子ごのケンカも、陽向ヒナタの消失も……。

「なんか……イヤ」

　マシロだけじゃない。

　アサミ子が持っている得体えたいの知れないモノに、忍がキラキラ瞳ひとみを輝かがやかせていた以外はみんな、一様に、じとーっとしたうさんくさそうな視し線せんをアサミ子とアサミ子が手に持ったソレに向けていた。

　そして、もっと問題だったのは、その『ナイトメアみんなで視れば怖くない』の本体。

　あまりにもセンセーショナル。

「……──なんか、イヤァっ！」

　クラゲにワカメが生はえたみたいにでろーんとしてて、

「なんか、ぬめぬめしてるっっっっっ！」

　手触りもサイアクだ。悪夢だ。

「さあ、レッツ、かぶって♪」

　アサミ子が手に持ったぬめぬめする装置をマシロの頭に乗せようとする。

「ちょちょちょちょちょちょ、ちょい！　ちょい待ち！　かぶりもの!?」

「そうよ？　見たまんまじゃない」

「何ど処こがだっ！　てか、ぬめぬめしてるじゃん！」

「してるけど？」

　何か問題でも？

「でた！　その顔！　今日きようはだまされないもん！」

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。必死です。

「──でも、ひなっちのこと見つけたいんでしょ？」

　オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが、透すき通る。

　耳の奥の奥へ、染しみこんでくる。

　その場にいるみんなにも。

「おれは、このままじゃいやだ……ヒナがいないままなんて……」

　花向カナタの声は弱々しかった。

「わたしもイヤだよ。ひなっちに逢あいたい！」

　忍シノブがソファから立ち上がった。

　千尋チヒロも、萌流メグルも、声には出さなかったが、おなじ気持ちだった。

　マシロは、真まっ直すぐにアサミ子を見る。

「……でも、本当に、そのぬめぬめした……」

「ぬるぬるもしてるわよ？」

「……本当に、そのぬるぬるぬめぬめしたモノで、夢の中に行けるんですか？」

「信じる？　信じない？　それは、ましろんが決めることよ」

「……判わかんないっす」

「正直ね、ましろんは」

　アサミ子がちいさく笑った。

「だけど、ひなっちがこのままいなくなっちゃうのは、イヤ……っす」

　いつも眠そうで、お菓子が好きで、くるくるのふわふわでピンクのフリフリがよく似合うお人形のような、学校では美少女。本当は、男の子。

　天使みたいに微ほほ笑えむ子。

　マシロが知ってるのは、それくらいだ。

　ほとんど、何も知らないっていってもいいかもしれない。

　それでも、知っちゃったんだもん。

　陽向ヒナタのこと。

　花向のこと。

　すこしでも、知っちゃった。

　ひとのことを知ることは、そのひとの人生の一部になること。

　だとしたら、もうすでに陽向も花向も、マシロの人生の一部だ。

　マシロは、陽向と花向の人生の一部だ。

　失なくしたくないと思った。

　だから、

「やりますっ。ぬるぬるぬめぬめしてても、かぶります！　そんで、ひなっちを見つけてきます！」

　マシロは、言った。

　真まっ直すぐに。

　花向カナタを見る。

　こっちを見ていた。

　真っ直ぐに。

　うなずく。

　うなずきあう。

　行こう。

　捜しに行こう。

　いっしょに。




　が、




「──でも、あと、ぬちょぬちょしてるわよ？」

　アサミ子が付け加えた。

　まったく、しまらなかった。




　　　　♪




「──それで、オレたちにもそれを……その、ぬるぬるぬめぬめぬちょぬちょした得体えたいの知れないモノを、オレたちも頭に装着しろと？」

　響ひびくエコー。

　メガネをかけてるっぽいのにメガネじゃないひとが、ひどく冷ややかな声で言った。

「わたしはもちろんやるよ！　よく見るとかっこいいし！」

　すでに、ぬるぬるぬめぬめぬちょぬちょしたものを頭にかぶった、ブロンドヘアーのハイテンションなひと。

「……ボクも……それをかぶるのはすごくいやだけど……やる。ひなっちに逢あいたいもん……」

　黒髪だけど色素の薄うすい黄こ金がねの月のような瞳ひとみの色をした子が、頭にぬるぬるぬめぬめぬちょぬちょしているモノじゃなくて、

「うくっ！」

　と啼なく、真っ白いうさぎのような赫あかい目の生き物を頭にのせている。

「もちろん、おれも。自分の中だから、そのぬるぬるぬめぬめぬちょぬちょしたヤツをかぶらなくていいけど」

　くるくるふわふわした雰囲気でも小こ悪あく魔ま的てきなイメージを抱かせる少年も、みんなにつづいた。でもひとりだけ、ちょっとぬるぬるぬめぬめぬちょぬちょのハンデがないのがうらやましい。

「んで、自分もなんで……けっきょく、全員っすね」

　最後は、ウェイトレスタイプロリヰタ風ふう味みの服に身を包んだ──マシロだ。

「やっぱり、ひとりよりもふたり、ふたりよりももっと多く……ってことで、みんなに声をかけといてよかったっす」

　ヒナカナワールドに、マシロと花向カナタだけで行くよりも、味方がいたほうがいい。

「でも、よかったっす。みんながいっしょに行ってくれる（かぶってくれる）んで」

　マシロは、内心心細くもあった。

　ひとの心の中、夢の中なんて、入ったことがないのはあたりまえ。

　ましてや、どんなところかも判わからない世界へ飛びこんでいって、陽向ヒナタを見つけなきゃならない。

「そんなのギザあたりまえだおっ！」

　忍シノブがざばぁ、と立ち上がり、熱ねつっぽく言う。久々にそのヘンな言葉を聞いた。

「だって、みんな『仲間』だもんっ！」

　そして、こっぱずかしい青い春な科白せりふを平然と口にした。

　みんな、ちょっぴりこっぱずかしくて耳が赤くなった。

「いいから。座ってろ……。いろいろと恥はずかしいやつだな……」

　となりの千尋チヒロが、忍の腕を弾はじいて、座るようにうながした。

「うんっ！」

　うなずいて、いきおいよく、じゃぶんとしゃがむ忍。

　そのしぶきが、マシロのところまで飛んできた……、

「──って！　なんで、お風呂場なんすか!?」

　そう、ここは、涼橋スズハシ寮りようの大浴場。

　男子四人は、みんな、湯ゆ船ぶねの中。

　マシロは、それに背を向けて、木の風ふ呂ろ椅い子すに腰かけ、ぬれないようにスカートを持ち上げていた。

「だって、涼橋寮の話し合いは浴場でって決まってるでしょ？」

　忍が、当然のように言った。

　そんなことは、知らん！

　あと、自分、一応、女なんすけど!?

「じゃあ、いいっすよね？　もう、いいっすよね？　出ますよ？　出てもいいっすよね？」

　マシロは、ぱたぱたと椅い子すから立ち上がる。

　そんなマシロのはじらいっぷりに、千尋チヒロがひとつの疑問を。

「何を今さら恥はずかしがっているんだ。マシロ、おまえ前に一度オレたちの裸を見……」

「──わーッ！　わわわわーッッ！　わーわーわーわーっっ！　それ以上いわないでっ！」

　思い出しちゃうじゃん！　いろいろと……！

「じゃ、じゃあ！　作戦決行は、深夜〇時ジャストで！　みんな、よろしく！　ってことで……出ますっ！」

　顔が真まっ赤かになるのを止められない。マシロは、「ましろん、すべるから気をつけてー」という忍シノブの吞気のんきな声を背に受けながら、涼橋スズハシ寮りよう男子大浴場をあとにした。

「ふだん、めっちゃ美少女のくせに……こういときは、ちゃんと男の子って……っっ！」

　こういうときに、女の自分がうらめしい。

　ちょっとだけ、みんな男の子だからいっしょでいいなぁ、とか思った。







　そして、日付変わって、日にち曜よう日び。




　　　　♪




　そこは、何ど処こまでもつづく草原の世界だった。

　風が吹ふくと、さわさわと草花が揺ゆれる音が聞こえる。

　何処かで見たような、何処にもない風景。

　空は青と紫むらさきをいったりきたりしていて、雲がドーナッツの形をしている。

「ここが、ひなっちとかなっちの心の中、ふたりの世界……」

　何もない。

　何処までも遠く高く、果てのない広さを持った世界。

「こんな広い世界に、ふたりだけか……」

　この世界の広さが、ふたりの抱えていた言い表せない『空くう虚きよ』のようにも思えて、さみしげにも見えた。

　他人を遠ざけようとしていた花向カナタ。

　他人をのぞんでいた陽向ヒナタ。

　どちらもこれまでひとと触れてこなかったから、こんなにも殺風景な心の世界になっているのかもしれない。




　深夜〇時。

　自宅の自室にて、ぬるぬるぬめぬめぬちゃぬちゃしたモノを装着して、しばしうなされるが、やがて、眠りの中へ。

　次に気がついたときには、此こ処こに立っていた。

「……もう、みんなもきてるのかな……。てか、本当にきちゃった……。あのひと、なんなんだろう。いったい。コスプレさせるだけじゃないし……なんで、あんな装置とか持ってんだろう……」

　アサミ子の謎なぞは深まるばかり。

「でも、今は、ひなっちなんだけど……」

　あたりを見渡すけれど、それらしい影かげはない。

　というか。

「これが本当に、ヒナカナワールド……？」

　マシロはただ、自分の夢を視みているだけかもしれない。

　アサミ子に乗せられて、バカをみているだけかもしれないし。

　そうだとするなら、そうとう虚むなしいが、

「信じる？　信じない？　それは、ましろんが決めることよ」

　不思議な響きの声ウイスパーヴオイスを思い出す。

「だね。とりあえず、ぼーっとしててもしょうがないから。捜すだけ捜してみよ」

　そのうち、みんなとも合流できるかもだ。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。夢の中でも、アバウト。

　一歩を踏み出す。

　ざくざくと草原の中を進んでいく。

　しばらく行くと、草原の一部が隆起して、一メートルほどの植物がからまって顔をのぞかせているのを見つけた。

「ここだけ……？」

　これは何を意味しているんだろうか。

　此処が陽向ヒナタと花向カナタの作った世界なら、これは……。

「薔ば薇ら……？」

　花の咲いていない薔薇の蔓つるだった。

　そういえば、これとおなじようなモノが、あの幽ゆう霊れい屋や敷しきにもあった。

　マシロは、薔薇の蔓に何気なく手を触れた。

「イタ……っ」

　指の先に、薔薇の刺トゲがささってしまった。

　その刹せつ那な、

「────……ッ!?」

　マシロの中に、一気に、何かが流れこんできた。

　それは、イメージ。

　一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬だった。

　瞬まばたきをする。

　イメージが、映像になっていく。

　誰だれかの記き憶おく。

　ふたつの記憶。




　それは、母親の胎たい内ないの記憶だ。

　ふたつの魂たましいが寄りそっている。

　生まれ落ちる以前からの記憶。

　──これは、花かな向つちの……？

　花向カナタが見た世界。

　それから、陽向ヒナタが見た世界。




　　　　♪




　陽向と花向。

　ふたりの母親は、現在のようにテレビや映画で活かつ躍やくする前は、ちいさな劇げき団だんの研究生だった。

　役者になることを反対され、夢だけを持って家を飛び出した、ふつうの女の子。

　彼女が生まれた藤間フジマの家は、代々つづく政治一家だ。だからこそ役者という夢に対し家族は、特に母親は反対をしていた。

　胸を張って、『女じよ優ゆう』だと言えるようになるまで、家に帰らないと決めた彼女だったが、劇団で知り合った同じく役者志望の歳とし上うえの男性と恋に落ちる。

　そして、その男性との間に、子供を身ごもった。

　彼女は、男性と生まれてくる子供としあわせになれるなら、役者の夢をあきらめようと思った。しかし、男性には、彼女と子供よりも『夢』が必要だった。次第に、彼女と男性の間には溝ができ、ふたりは、離はなれ離ばなれになることにした。彼女は、ひとりで、子供を、それも双ふた子ごを産んで、育てることを決意する。名前は、『陽向』と『花向』にしよう。

　だが、出産が近づくにつれて、彼女は、貧しさや精神的な疲労から追いつめられていく。いつか、「子供と死のう」と考えるようになり、歩道橋の上から身を投げることになってしまった。

　彼女は、そこを通りかかったひとたちによって救われ、子供は手術によって、胎たい内ないから取り出される。ひとりは、最初に取り出された『花向カナタ』と名づけられた男の子は、元気な産うぶ声ごえを上げたが、もうひとりの『陽向ヒナタ』と名づけられるはずだった男の子は、最後まで声を発することがなかった。死産だと誰だれもが思った。だから、本当は、ひとりは死んでいたのではなく、最初からもうひとりの身体からだの中に、ふたつの魂たましいが宿っていたことに、誰も気づかなかった。

　哀かなしみは、それだけで終わらない。目覚めた子供の母親は、一部の記き憶おくを失っていた。今までのストレスや身投げしたときの身体的精神的ショックが原因。忘れてしまったのは、『双ふた子ご』の記憶だった。身ごもっていたことも、もちろん、産んだことも。

　子供は、病院の連絡を受けた藤間フジマ家け、子供の祖母に引き取られることになる。その後、一時的に、藤間家に戻っていた子供の母親は、いっしょに暮らしていた赤ん坊が自分の子供だと思い出すことがないまま、再び家を出ていく。やがて、テレビや映画の世界で活かつ躍やくするようになり、今や大だい女じよ優ゆうの仲間入りをした。

　藤間の家で、厳きびしくも不自由なく育てられていた子供だったが、あるとき、祖母が不ふ思し議ぎなことに気がついた。子供の中には、ふたつの人格が存在している。それは、成長していくにつれて、性格がよりはっきりしていく。もうひとりは、自分のことを『陽向』と名乗る。ふたりは双子だ。

　昼は、陽向として、陽ひが沈んだころになると花向が現れる。性格もまるで正反対。祖母やその周囲の人間たちはそのことに困こん惑わくするが、双子はずっとふたりで支えあって、困こん難なんを乗り越えていった。

　そして、祖母も、ふたりの存在を認め、それぞれをべつべつの人間として接するようになる。だからこそ、祖母は、ふたりにより厳しく接した。きっとこの先、ふたりには困難が待ち受けているだろう。自分の子供のことを忘れてしまった娘──双子の母親のようにならないように。

　しかし、双子のひとり、花向は、祖母の厳しい愛情を、自分たちに対する仕打ちだと受け取ってしまう。母親には、自分たちが子供だと言えない。祖母やその周囲の者、信頼できる者以外には、誰にもひとつの身体にふたつの魂が宿っていることを言ってはならない。

　花向は、思った。自分たちは望まれて生まれてきたんじゃないんだと。そして、誰も信用しちゃいけない。自分たちは、自分たちだけで生きていく。だから、守ろう。愛いとおしいたったひとりの家族を、陽向のことを。

　生まれる前の記憶を有しているほど、花向の意い識しきと魂は強かった。その反面、幼いころの陽向は、意識や魂が弱かった。そのため、精神的に陽向へかかる負担は大きい。精神的肉体的に強いショックやストレスがあると、陽向は消えてしまう可能性もあった。そのため、陽向が傷つきそうなとき、つらくなりそうなとき、必ず花向が出てきて、すべてのショックやストレスを受け止めた。そのせいもあって、花向の性格はやたらと攻こう撃げき的てきになり、陽向は温厚に育っていった。

　ふたりは、ふたりだ。

　ひとりだけど、ふたり。

　ふたりだけど、ひとり。

　べつべつの存在。だけど、

　一心同体。

　離はなれ離ばなれじゃ、生きていけない。

　それをつよく想おもっていたのが、花向カナタだった。

　だから、陽向ヒナタの意い識しきが自分以外の誰だれかに向くのを極端に、嫌った。

　恐れた。

　だから、藤間フジマ家けを出て、環かん境きようが変わり、第三者と過ごすようになるにつれ、少しずつ変わっていく陽向が、怖こわかった。

　ひとりになってしまうかもしれない。

　そして、ふたりの前に現れたひとりの女の子。

　男の子みたいだけど、本当はかわいらしい、やさしくて、あったかくて、つよがりで、さみしがりやの女の子。

　陽向は、何ど処こか、花向に似てるなと思った。

　だから、その女の子に興きよう味みを持った。

　この子なら、自分たちを受け入れてくれる。

　花向にも、誰かといっしょにすごしたり、話したりしてほしい。自分以外の誰かとの想い出を作ってほしい。そう思った。

　だから、花向は、女の子のことが嫌いだった。

　自分以外の誰かが、陽向に触れてほしくない。近づいてほしくない。

　だから、イジワルをしてやろうと思った。

　そうしたら、陽向が怒って、はじめてケンカをした。

　その日、陽向がいなくなった。




　　　　♪




「……ふたりの記き憶おくと想い……」

　マシロに流れこんできたイメージ。

　長い時間の、ふたり分の記憶は、たった一いつ瞬しゆんで、マシロの身体からだ中じゆうを駆かけめぐった。

　それでも、ふたりと同じような、哀かなしみ、うれしさ、やさしさ、あったかさ、痛み、すべての感情に触れた。

　草原に顔を出した薔ば薇らの蔓つるは、たぶん、ふたりの心の傷跡をおおい隠かくしているのかもしれない。マシロが最初に感じた花向カナタの〝仮面〟のように。

「……アレ……なんでだろ？」

　頰ほおを、涙がつたっていた。

　これがふたりの記き憶おくに触れた自分自身の涙なのか、ふたりの記憶に残っていた陽向ヒナタや花向の涙なのか判わからなかった。

「ふたりのこと、知っちゃったな……」

　ひとを知ることはそのひとの人生の一部になること。

　もうすっかり、ふたりはマシロの一部になっている。

「見つけなきゃ、ひなっち」

　捜そう。

　見つけよう。

　そしたら、触れよう。

　心の傷跡は、とても綺き麗れいな傷跡だったから。

　たいせつな傷跡だったから。

　もしかしたら、自分も見せられるときがくるかもしれない。

「まあ、傷じゃないけどね」

　マシロは微ほほ笑えんで、また、何ど処こまでもつづく草原の中を歩きだした。

　涙はぬぐわずに、そのままで。

　きっと、心の風が吹ふいて、いつか乾かしてくれるんだ。







　また歩きだして、しばらくすると、

「んー？　あれ……」

　向こうから、赫あかい目をした真まっ白しろいうさぎのような生き物が、草原の中を駆かけてくるのが見えた。




　　　　♪




　遠くにつづく草原や、青や紫むらさきに変わる空もまだ見えている。

　なのに、これ以上先には進めない。

　そこには薔薇の蔓でできた巨大な壁かべがあった。

　まるで、先に行くことを拒こばんでいるみたいに。

「コレ、なんだろうねっ！　チヒロっ！」

　興こう奮ふんしたように忍シノブが、バシバシと薔ば薇らの蔓つるをたたく。

「むやみに触るな、棘トゲがあるんだぞ」

　少し離はなれた場所で、千尋チヒロは薔薇の蔓を、棘をよけてそっと手に取る。蔓をかき分けると、その向こうは、見えない。ずーっと薔薇の蔓が壁かべのようにつづいていた。

　上下左右に、空にまで達しているんじゃないだろうか。

　さらに、少し離れた場所では、

「これ……なんだろうね……」

　恐る恐る見えない壁に触れる萌流メグルが頭の上にのっかった──チビリに言った。

「さあ、なんだろうねっ。ワタシも不ふ思し議ぎだなーって思うけどっ」

　チビリがひどくかわいらしい声で答える。

　……喋しやべった。

　チビリがふつうに会話をしている。

　でも、萌流もほかのみんなも驚おどろかない。

　だって、ここは心の中、もしくは、夢の中。

　不思議が不思議じゃなくなる世界だ。

「やっぱり、あっちにも薔薇がつづいてる」

　草原の向こうから、花向カナタがやってくる。

　薔薇の壁に沿ってしばらく歩いてみたが、壁は果てしなくつづいていた。仕方なく、引き返してきたようだ。

　四人は一列に並んで、薔薇の壁を見上げる。

　左を見ても、右を見ても、壁はつづいている。

　なのに、一いち輪りんも花は咲いていなかった。

「行き止まりってことか」

　壁を分析した結果というよりは、はじめから予想のできていたことを千尋は口にした。

「まんまじゃないのさっ」

　萌流の頭の上の、チビリがツッコミを入れる。

「行き止まりってことは、これ以上いけないってことでしょ？」

　ひとり列を離れて、忍はまた、ぺたぺたと壁に触れる。

「あんたもまんまね」

　チビリがツッコむ。

「うん！」

　と、何な故ぜか元気のいい返事をして、忍はうなずく。

「これって、もしかして、アレじゃない!?」

　忍はみんなに振り向くと、大発見した科学者のようなキラキラした目をしていた。

「どうしたの？　何か判わかった？」

　一刻も早く陽向ヒナタを見つけたい花向カナタは、忍シノブに期待をこめた視し線せんを向けた。

　しかし、よく考えてみたら、跡見アトミ忍というひとに期待することといったら、特になかった。

「そうだよっ！　これが噂うわさの、ひとの心の壁かべ！　──〇エーＴフィールドっっっ!!　ギザすごす！」

　ただのオタク知ち識しきだった。

　そして、伏せ字にする意味があるのか。

「というか、どうして夢の中でもあいつだけは女装しているんだ……」

　千尋チヒロが片手で顔をおおう。

　ほかのみんなは、ふつうの男の子の格かつ好こうになっているのに、何な故ぜか忍だけがいつもの、女の子バージョンのままだった。

「……阿あ呆ほうが」

　忍との付き合いも長くなってきたが、あらためて呆あきれ直した千尋だった。

　すると、

「やっときたわ。あの子ったら」

　それに気づいたのは、チビリだった。

「あなたたち、ちょっと待ってなさい。ヒーローのご到着よ」

　長く垂たれた耳を羽は根ねのようにぱたぱたさせながら、萌流メグルの頭から跳とび降りた。

「チビリ、どうしたの？」

　萌流がしゃがみこんで、チビリに訊たずねる。

　チビリは、

「眠りの森の美女を助けたのは、誰だれだった？　読書好きのキミになら簡かん単たんよね。めぐぅ」

　意味深に言った。

「え？　王子さま、だよね……？」

「そうそうそうそう。せいかーい。じゃあ、その王子さまを迎えにいってくるわ」

　チビリはそう言って、草原の中をぴょんぴょんと駆かけだした。

「チビリっ？」

　萌流が声をかけると、今度は、

「水先案内はうさぎの仕事って相場が決まっているのよっ。アリスを不ふ思し議ぎの国へいざなったあいつもそうだったでしょうっ♪」

　声だけが聞こえて、チビリの姿は、みんなの視界から消えてしまった。

「……なんなんだ？」

　千尋が首をかしげる。

「頼むよ、誰でもいいから。早く陽向を見つけてよ」

　此こ処こが心の中だからなのか、素直すなおに泣き出しそうな表情をする花向カナタだった。

　それから、体感では判わからない時間がすぎた。

　風が三回ほど草原を吹ふき抜けていった。

「あれ？　みんな、いるじゃないっすかー」

　さっきチビリが駆かけていったほうから、緊きん張ちよう感かんのない声が聞こえてきた。

　みんなの視し線せんが集まるその先には、チビリを散ざん切ぎりボブの頭の上にのっけた、

「ちわーっす。もしかして、自分だけ遅れたんすか？」

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。ヒロインだけど、ヒーロー的に登場です。

「おそいよー、ましろーんっ！」

　ぱたぱたと忍シノブがマシロに駆け寄ってくる。

　で、気づいた。

「てか。なんで、夢の中でまで女装してんすか!?」

「おまえもそう思うだろう？　マシロ、もっと言ってやれ」

　千尋チヒロがマシロをあおる。と、忍は、

「いいのっ。最近、コレがデフォなんだもんっ」

　よく判らない言いい訳わけをした。

　というか、それよりもなによりも、

「ミズタマ、陽向ヒナタは？」

　そっちにはいたか。と、花向が訊きいてきた。

「ううん。こっちはいなかった。そっちは」

　としかし、マシロは言って、返した。

「いや。こっちもだよ」

　同じく。花向は、無念そうに首を左右に振った。

「そっか……ってか、すごいっすね、コレ」

　マシロは、薔ば薇らの蔓つるの壁かべを見上げた。空まで届いている。首がつりそうだ。

「さあな」

　見当もつかないというように千尋が、メガネっぽいのにメガネじゃない視線を壁に向ける。

「だからいってるじゃないのさ。これは、ひとの心の壁──〇ＡＴ……もがもがもが」

「いいから、おまえは黙だまってろ、シノブ……」

　忍の口を千尋が手で封じた。

「やっぱりこれもかな」

　手を伸ばそうとする。

　水田マシロ。十三歳。中二。好奇心旺おう盛せい。夢の中だから、普ふ段だんよりテンションアップ中。

「何か判ったのか、ミズタマ？」

　マシロの傍かたわらに、花向カナタが歩みよってくる。

「ああ、うん」

　さっきのイメージが流れこんできたこともあるので、マシロは、薔ば薇らの蔓つるに手をふれずに、引っこめた。

「たぶん、これ、ひなっちだよ」

「え？」

　花向だけじゃなく、ほかのみんなも驚おどろいた。

　マシロの頭から降りたチビリが「だそうよ」とつぶやき、萌流メグルの頭の上にのぼる。

「だって、ほら、ひなっちの感じがする。あったかかったり、さみしがってたり……いろんな感情が混ざり合ってる……どうしたんだろ……？」

「なんで、おれに判わからないのに、ミズタマに……」

　ひどく驚いた様よう子すで、花向がマシロを見つめる。

　マシロは、

「かなっちも判るよ。ほら」

　花向の手を取った。

　その瞬しゆん間かん、

「オマエ……っ」

　花向がびくんと身み震ぶるいするように、ちいさく跳はねた。

「おれたちの記き憶おくを見たんだな？」

「あ……うん。ごめんね、勝手に……」

　マシロの言葉に、花向が納なつ得とくする。

「だから、オマエには判るんだな。ヒナのことが」

「うん、たぶん……でも、それだったら、かなっちもいっしょでしょ？」

「おれも？」

「そうそう。だって、いっつもひなっちの心に触れてんだかから。ほら」

　マシロは、花向の手をにぎったまま、薔薇に触れる。

　棘トゲがチクリとしたが、さっきみたいにイメージは流れこんでこなかった。

　その代わり、

「……なんだ……そうか……そうだったんだ……」

　花向も薔薇の蔓から陽向ヒナタの〝存在〟を感じ取ったみたいだった。

「……ゴメン、ヒナ。おれが……」

　陽向の存在を迷めい惑わくに思ったこともあった。

　いなくなればいいのにって。

　たいへんなのはいつも自分だけ。

　でも、本当にたいせつだと思っている。

　陽向ヒナタがいたから、花向カナタもここまで存在しつづけることができた。

　ごめん。

　たいせつなモノを傷つけてしまった。

　花向の瞳ひとみから、素直すなおな、純粋な涙があとからあとから溢あふれ出て、草原の大地を濡ぬらした。

「…………っ？」

　花向の前に、水みず色いろのハンカチが差し出された。

「あ、大丈夫だよ。洗ってあるから」

　ヘンなところを気にする萌流メグルだった。

「ひなっち、きっと許してくれるよ」

　花向の小こ柄がらな身体からだをうしろから忍シノブがぎゅっとする。

「この向こうに、ヒナタがいるんだろう？　だったら、さっさと連れ出して──帰ろう」

　くしゃくしゃと花向のくせっ毛を千尋チヒロが撫なでた。それから、マシロの散ざん切ぎりボブも、

「オマエなら、この壁かべからヒナタを連れ戻せるのか？」

　指先がやわらかく、髪の毛を梳すいた。

「判わかんないすけど。やってみます……ううん。違うな。みんなで、やりましょう」

　マシロは言った。

　花向と、忍と、千尋と、萌流と、自分と、チビリも。

　いっしょに、陽向に呼びかけてみよう。




「うん。判ったっ」

　忍がうなずく。

「そうだな。やるか、ここまできたんだし」

　千尋がうなずく。

「ボクも……やれるなら」

　遠えん慮りよがちに萌流がうなずく。

「ありがとうみんな。陽向をよろしくお願ねがいします」

　花向が、ちいさく頭を下げた。

「わたしもいるけど？」

　チビリもだ。

「じゃあ、やってみよっか」

　マシロが言うと、みんなは一列に並んで手をつないだ。

　ゆっくりと前へ、壁へと進んでいく。

　こうしているとよく判る気がした。

　みんな、千尋チヒロもそうだったみたいに、陽向ヒナタや花向カナタと同じように、心に傷や誰だれにも話せない、話したくない何かを抱えているのかもしれない。

　だから、涼あ橋そ寮こに集まってきたんだろうか。

　そう。マシロもそのひとりだ

　だとしたら、なんか、よくできている。

　こうしてみんなが集まってて。

　全部、これもあのひとのシナリオ通りなんだろうか。

　まあ、それでもいいや。

「みんなでいるから」

　それから、マシロは、みんなは、見えない壁かべに額ひたいを触れさせた。

　想おもいが重なる。

　心が重なる。

「ねぇ、ひなっち。みんながいるよ」
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　マシロの声が響ひびいてく。

　壁をつたう。

　世界を鳴らす。




　陽向ヒナタの花向カナタへの想おもいが溶けていた。

　みんなといっしょにいてほしい。

　みんなと仲良くしてほしい。

　けど、ぜんぜんお願ねがいをきいてくれないから。

　ちょっとだけ、ちょっとだけ、イジワルしちゃおう。

　ぼくは、消えたら、カナはそんな顔をするだろう。

　喜ぶかな。哀かなしむかな。

　ぼくは、どっちの感情が知りたいんだろう。

　ひとりは、さみしいのに。

　ひとりになってみるよ。




　陽向と花向。

　感情。







「──ええと、うん」




　そうだね。




　そう。




　マシロの想い。

　触れててもいいよ。




　もう、ふたりはふたりだよ。

　ひとり、ひとり。

　ふたりだけの世界なんてさみしくない？

　だって、寮りようのひとたち、おもしろいでしょ。

　うるさかったり、ちょっとつめたかったり、

　お茶ちやをいれるのうまかったり、

　まえは、ぜんぜん、そんなこと思ったことなかったのに、

　最近、思うんだ。

　みんなといると、たのしいな。って。

　ひなっちもそうだと思うんだけど。違うかな？

　たのしくて、けど、メンドくさいこともたくさんあるけどさ。

　でも、やっぱり、たのしくなって、笑え顔がおになるよ。

　いつもいっしょにいて。

　ひとりじゃなくて。

　みんながいっしょで。

　かなっちも、いるよ。

　いっしょに、いるよ。

　ひとは、けっきょく、ひとりひとり。

　だから、みんなでいっしょにいるんだと思う。

　なんとなく、そんな気がする。

　おまえが言うなってはなしなんだけどね。

　だから、言わない。

　もう、言わないようにする。

　思わないようにする。

　ひとりがいいとか。

　ひとりぼっちになりたいとか。

　傷つくのが怖こわいから、

　他ひ人ととふれあうと、

　壊こわれてしまうかもしれないけど。

　いっしょにいるよ。

　怖いけど、怖がらない。




　やっぱり、

　ひとりぼっちになるのは、怖いよ。

　怖いよね。

　最初からひとりぼっちなら、怖くないって思ったの。

　関かかわらなければ、そのひとを知らなければ、

　怖くないって。

　でも、違うのかも。

　一番大好きなひとが、遠くへ行ってしまって、

　さみしくてしょうがなかったけど。

　支えてくれたのも、家族だし。

　やっと家族になれたような気がしたら、

　今度は、父とうさんと母かあさんまで遠くへ行っちゃった。

　また、さみしくなって。

　でも、やっぱり、

　そのときもそばにいてくれたのは、

　家族だったんだ。

　三人の兄にちっちゃい弟に、じーちゃん。

　弟なんて、もっとさみしかったかもなのに。

　自分のこと、助けてくれた。

　ありがとうって、言わなくちゃ。




　ありがとう。って言えるといいね。

　いつか。

　ひなっちも、かなっちも。

　お祖ば母あちゃんに、お國くにさんに、

　それから、

　産うんでくれたお母かあさんにも。




　ありがとう。っていうよ。

　みんなに逢あえて、よかった。

　さあ、出ておいで。

　かくれんぼは、終わりだよ。




　もういいかい。




　まーだだよ。




　もういいかい。







「もう、いいよ」







　やがて、何もなかった薔ば薇らの壁かべに、次々と〝花〟が咲きはじめた。

　赤だけじゃない。黄き色いろ、オレンジ、青、黒、緑みどり、たくさんたくさんの色。




　みんなの感情が、綺き麗れいな色をして、まじりあった。







　想おもいに触れるとやさしくなる。

　想いでひとはやさしくなる。

　やさしくなるから、つらくなる。

　やさしさにあまえたくなる。

　やさしさが、ひとを強くする。

　やさしさが、ひとを弱くする。

　それでもやさしくなりたいって思うんだ。

　やさしくなれない自分に絶望するくらい、やさしくなりたいって思うんだ。




「ひなっち。みーつけた」

　マシロは指を差した。

　心のほう。

「見つかっちゃったね……」

　陽向ヒナタは照れくさそうに、微ほほ笑えんだ。

　でも、

「見つけてくれて、ありがとう。ましろん、カナ、みんな」




　だいすきだよ。







　額ひたいに、キスされた。




　ちゅ、ってされた。



















　そこで、










　ジリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリッッッッ！










　アナログな目覚まし時計どけいの音で、マシロは強制的に目が覚めた。

「……ふあぁぁぁ……あふぅ…………………………って、なにこれ!?」

　枕まくらもとに謎なぞの、

「うわぁぁっ！　なんか、ぬるぬるぬめぬめぬちょぬちょする!!　キモティワル!!」

　クラゲにワカメを生はやしたみたいな物体Ｘ。




　そういえば、夢を見た気がするんだけど。

「……忘れちゃった……まあ、いいか」







　でも、やさしくて、あったかい気持ちだけが胸のあたりに確たしかに残っていた。




　それで、十分だと思った。











ROUGH BOY LAUGH - fin.
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　　　　♪




　分厚いカーテンの隙すき間まから、高くなっていく朝あさ陽ひの漏もれ入る部へ屋や。

「──べつにぃ、気にしなくていいのよぉ。そんなことくらい」

　アンティーク風にデザインされた電話の受話器を手に、和風テイストな黒ゴスっぽい服を全体的にはだけさせた艶あでやか垂たれ流しの女性が、ソファに身体からだを投げ出していた。

「アタシはなんにもしてないの。あのコたちが、自分たちでちゃんと決めて、それをやっただけだから。そうそう。ね、言ったでしょ？　あのコたちならそれができるって♪」

　女性は、オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスを弾はずませる。自分のことのように、うれしそうに。

「ひなっちとかなっちのこと気になるのは判わかるわよ？　そりゃ、お孫さんですもんね。でも、もうちょい、うん、もちっと、ふたりのことを信頼してあげてもいいんじゃないかってさ。母親のことも、ふたりなりに考えてると思うし。偉そうかもしれないけどさー」

　受話器の向こう側の、人物は、『そうかもしれないわね。陽向ヒナタと花向カナタのことは、あなたにお任せすると言ったのですものね。老ろう婆ば心しんだったかもしれないわ』と微かすかに笑う。

「ううん。十分よ、十分。咲サキさんの〝愛情〟にふたりも気づいてると思うから。でも、ちょっと恥はずかしがってるんじゃない。歳としごろだしね♡　うん、うん。そうそう、そうそう。いい仲間ってゆうかんじになってきたかなー。え？　あの子？　あー、あれ、女の子よ？」

　そう言うと、受話器の向こうから、驚おどろいた声が聞こえた。女性は、おかしそうに笑う。

「あはははっ。驚かせちゃった？　あれはねー、カワイイ格かつ好こうさせてたんだけど、途と中ちゆうでいろいろあったみたいで……、ほんとはものすごいかわいいんだけど、本人に自覚がなさすぎて。でも、そこがたのしいんだけどね。うん、そうそう、あの子がね、うん。そういうこと。だから、あんまり心配しないで。うんうん。んじゃあ、また顔は出させるから。なに言ってんの、孫の顔見たさにがまんできなくなって、こっちに帰ってきたんでしょ。今さら今さら。はいはい、うん、ほいじゃあね～～♪」

　軽い口く調ちようで言って、女性は、受話器を下ろした。

「なんだかんだ言って、家族なのよねぇ」

　投げ出した身体を起こし、ソファに深く腰をかけ直す。すらりとのびた長い脚あしを組んだ。

「いやー、さすが、ましろんだわ。ってことで、あのふたりはなんとかなりそうだから、さてと、次は……」

　と、




　トントン。




　ドアをノックする音。

　それから、

「アサちゃん。ボクもう、学校行くねー」

　小さく開いたドアの隙すき間まから、長い黒髪に黄こ金がね色いろの瞳ひとみをしたかわいらしい声の女の子が、顔をのぞかせた。

「ああ、うん。いってらっしゃいませ～～」

　女性は、ソファに腰をおろしたまま、ひらひらと手をふる。

「んじゃね……っと、そうだった……っ」

　一度、ドアを閉じて行こうとした女の子だったが、思い出して、言った。

「アサちゃん、ボクの部へ屋やに入らなかった？　朝起きたら枕まくらもとに、なんかヘンなぬるぬるぬめぬめぬちょぬちょしたヤツがあったけど」

「さあ？」

　とぼけたように言う、女性。

「んー、じゃあ、誰だれだろ……。ひなっち？　まあいいや。あ、それと、また、本借りたけどいい？」

「本？　あー、勝手に持ってっていいってば。しっかし、めぐぅは、勉強熱ねつ心しんねぇ。アタシだったら、あんな分厚い『魔ま導どう書しよ』なんて読む気なくなるわぁ」

　おおげさに関心した口く調ちようで女性は、微ほほ笑えむ。

「って、あの本、アサちゃんのでしょ？　だいたい、ボクが本を読んでるのだって、アサちゃんがなんにもしてくれないからじゃないかっ」

　女の子は、不満そうに口を尖とがらせる。

「いやいやいやいやいやいや、してるわよ？　してるしてる、チョーしてるっ。めぐぅ、『愛』してるわよんっ♡」

　としかし、女性は軽く返した。

「ちょ、ちょっと！　なにいってるの!?　……ほんっとにさー、まったくさー。アサちゃんいいかげんなんだからっ、からかわないでよっ！　んじゃ、学校行くからっ！」

　女の子は顔を赤くして、何な故ぜか、頭とお尻しりを気にするようなしぐさをしてから、ドアをしめた。離はなれていく足音が微かすかに聞こえる。

「いってらっしゃ～～い♪」

　女性は、しめられたドアの向こう側の女の子に、また、ひらひらと手を振った。

「さてと……、次は、──ねっ」




　　　　♪




　月げつ曜よう日びの朝は、やたらと快晴になった。

　梅つ雨ゆを飛び越えていきなり夏がやってきたような陽気だった。




　薄うす色いろの青空から降ってくる太陽光こう線せんにじりじりと肌が焼けるのを気にしつつも、今日きようも、由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院は、厳おごそかで、平へい穏おん。

　いつもどおりの、朝だ。

「──忍シノブさま、おはようございます」

「──千尋チヒロさま、おはようございます」

「──陽向ヒナタさま、おはようございます」

「──萌流メグルさま、おはようございます」

　次から次へと、学年に関係なく生徒たちがひっきりなしに声をかけてくる。

　毎朝の恒こう例れい行事。全国から選えりすぐりのお嬢じようさまたちが集つどいし聖アンジェリカ女学院でも、飛び抜けたアイドル的存在『薔ば薇らの団』の四人が登校してくると同時にはじまる。

　校門から生徒玄関までの道を歩いていた生徒たちの海が割れて〝花道〟ができていく。

　それに、最近あたらしく加わったことがある。

「──マシロくんっ、おはようっ♡」

　先を行く薔薇の団の四人のうしろをひっそりと背中を丸めて歩いていた、散ざん切ぎりボブの生徒──水田ミズタマシロにも、声がかけられるようになった。

　このところ、マシロの人気は急上昇中。

　薔薇の団の四人ほど遠く眩まぶしい存在ではなく、どちらかというと、四人と生徒たちをつなぐ存在として、身近に感じられるのもその要因のひとつだろう。

　それに、マシロの男装は絶大な威力があった。生徒会長のお墨すみ付つきだし。

　マシロは、毎日、四人と登校してくるというワケではなかった。ひとりのときは、こそこそといつのまにか教室まで行ってしまうので、クラスメイト以外がこうして声をかけることができる機き会かいは限られる。

　だからこそ、ほかのクラスや学年の生徒たちが、ここぞとばかりのあいさつしてくるんだった。

「……は、はずかしぃ」

　としかし、マシロ本人は、はずかしさと自分なんかがという申もうし訳わけなさでいっぱいで、ただでさえ小こ柄がらなのにいっそう存在をちいさくしていた。

「だから、このひとたちとあんまり、登校しないほうがいいんだよねぇ……」

　いつもなら寮りよう生せいの四人を送り出してから、マシロも着替えて学校へ行くんだけれど、今日きようは朝の分のお手て伝つだいのバイトが早く終わってしまったので、いっしょに登校することになった。

　べつに、四人と登校するのがイヤなワケじゃないんだけど。

　魔ま法ほうにかかっているみたくキラキラしている、先を歩く四人のうしろ姿を見ていると、やっぱり申もうし訳わけない気分になってくる。

　自分は、四人とは違うのに。たまたま、いっしょにいるようになっただけで……。

　キラキラしている。

　キラキラしているけど、マシロは、みんなそれぞれに傷や悩みや隠かくしたいことや触れられたくないことを持っているのかもしれないと思っていた。

　千尋チヒロも、陽向ヒナタと花向カナタ、萌流メグルもそう、明るくていつも元気な忍シノブにだってそういうのがあるかもしれない。

　それは、四人だけじゃない。

　みんな、誰だれにだって、傷や悩みがあるんだろう。

　マシロだって、そうだ。

　そんな風ふうに考えると、四人の背中が遠くても、少しだけ近くに感じられるようだった。

　まあ、四人に近づけたとしても、この花道とあいさつ攻勢には慣なれないけれど。

　ふと、目を向ける。

　マシロの視し線せんの先には、生徒たちからのあいさつに、ふわふわくるくると手を振る陽向がいる。

　そういえば、昨日きのう……陽向と花向がケンカしたみたいだけど……。

　仲直りできたのかな？

　と思いつつも、マシロは、実はあんまり心配していなかった。

　なんでだろうか。

　大丈夫なんじゃないかなぁ、って気がする。

　不ふ思し議ぎな気分だ。

　昨日、見た夢がよかったせいかもしれない。

　夢だから、朝起きたら忘れてしまっていたけど、陽向と花向が微ほほ笑えんでいるのだけが、ぼんやりと頭の片かた隅すみに残っていた。

　だから、大丈夫。……ってゆうのはちょっとお気楽すぎるかもしれない。

　すると、まるでマシロの気持ちをさっしたみたく、陽向がこっちに振り向いた。

「ましろん」

　ふわふわとした、陽向のファンいわく『天使の微笑み』で、するすると歩みよってくる。

　マシロは一いつ瞬しゆん、周囲の様よう子すをうかがった。

　あんまり、仲良くしてるようなところをみられるのは、花向カナタや『薔ば薇らの団』のファンが黙だまっちゃいないんじゃないかと、内心びくびくしてしまう。

　以前、四人との関係にヤキモチを焼かれて、体育倉庫に閉じこめられるという苦にがい経けい験けんがマシロにはあった。

　幸いというかなんというか、『嫉妬ジエラシー』のような視し線せんなどは感じない……。

　ふぅー、と心の中で深呼吸して、

「どうしたの？」

　マシロは訊きいた。

「ううん。離はなれてるから、どうしたのかなって」

　陽向が言う。

「あー、いや。べつに、なんとなく……？」

　みんなといると、キラキラが眩まぶしすぎて……とは言えないので、もごもごしてごまかした。

「そう？　んじゃ、行こうよ」

　言って、陽向は、ナチュラルにマシロの手をつかんだ。

　ドキッ、としたマシロだった。でも、そんな胸キュン音は、瞬しゆん間かん的てきな、







　きゃぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ♡♡







　という周囲の黄き色いろい悲鳴にかき消えた。

　一瞬、ひやりとしたが、それはマシロに対する嫉しつ妬とというよりも、マシロと陽向が手をつないだというシチュエーションの甘かん美びっぷりに対する煩ぼん悩のうだ。

　手をつないだというだけで、どれだけの生徒がどれだけの妄もう想そうシチュエーションを繰くり広げたのか。

　もちろん、マシロが知るよしもない。

　そんなマシロは、陽向に手を引かれながら、

「……ほゎ？」

　何かに気がついた。陽向の背中に呼びかける。

「ねぇ、もしかして、今、花かな向つち？」

　すると、数秒の無言のあと、

「──どうして、判わかった？」

　そう言ったのは、陽向──ではなく、ちょっとだけ驚おどろいたような表情の花向カナタだった。

　先を歩く忍シノブたちに少しだけ距きよ離りを置いて、花向は、手を離すとマシロのとなりにならんだ。

「ほかの連中は判わからなかったのに、どうして、オマエだけ判るんだよ。ミズタマ」

　この上から口く調ちようは、たしかに花向カナタだ。

「えー……っと、──なんとなく？」

　マシロは言った。はっきりした理由があるワケじゃないんだもの。

「でも、なんで、学校にきてるの？　昼間は、ひなっち担当だって……あれ？　そんなこといつ聞いたんだっけ……？」

　自分で言って自分で疑問にブチ当たった。

　はて？

「いいだろ、べつにそんなこと」

　としかし、花向がマシロの疑問と思考をさえぎった。

　そして、小声で、

「ミズタマも昨日きのうのこと覚えてないのか……。そのほうがいいな」

　とつぶやいた。

「え？　なんて？　今、ほかの生ひ徒とたちの声で聞こえなかったんだけど」

　あいかわらず、四方八方から、『薔ば薇らの団』＋『マシロくん』にあいさつが飛んできている。

「オマエに心の中見られたなんて、恥はずかしいっていってるんだ」

「えっ？　だからさ、聞こえないからもうちょい声張って……」

　言って、マシロは、花向に顔を寄せる。が、

「──バーカ」

　花向は耳もとでそれを囁ささやいただけだった。

「って、うぁ！　くすぐったいし！　もぅ、なんだよっ。バカってゆうな。バカだけど」

「判ってるなら、いいだろ？」

「いいことはない。うん」

「アハハッ、やっぱ、ヘンだよな、ミズタマって」

「そう、かな……？」

「そうだよ」

　花向が、ころころと笑う。気のせいか、最初に逢あったときの薔薇の刺トゲのようなトゲトゲしさはやわらいでいるような気がした。あいかわらず、『上』からだけど。

「もしかして、ひなっちまだ寝てるとか？」

　だから、花向が学校にきているのかも。マシロが訊きく。

「まあね。昨日ので、疲れちゃってたみたいだから」

「昨日の？」

「いろいろとさ……」

　それ以上、花向はつづけなかった。うまくごまかされたかんじはしたが、「やっぱり、仲直りはしたのかな？」とマシロは、安心した。

　陽向ヒナタには逢あってないが、花向カナタにはギスギスしたところがない。

「そっか、そっかっ」

「何笑ってるんだ、ミズタマ。気持ちが悪い」

　花向が目を細めて、マシロを見ていた。

「あ、笑ってた？　ごめんね、かなっち」

「ていうか、その『かなっち』ってのは、なんなんだよ」

　不ふ機き嫌げんそうに花向は、視し線せんを外した。

「え？　ひなっちだから、かなっちじゃないの？　ほかのひとも呼んでなかった？」

　忍シノブとか、あのひとが。

「ミズタマが呼んでいいって、誰だれもいってない」

　花向が言う。

「じゃあ、……なんて呼べば？」

　マシロが訊たずねるのに被かぶさるように、

「〝花向さま〟って、呼べばいいよ」

　そう言って、花向は意地の悪い笑えみを口もとに浮かべた。

「それは無理」

　としかし、きっぱりと拒否だ。

「ワガママなやつ。なら、──カナでいいよ」

「カナで？」

「そう」

「マジで？」

「そう、だ……！　何回もいわせるな、恥はずかしいヤツだな、ミズタマのくせに！」

　何な故ぜか、花向が顔を赤くしてちょっぴり怒っていた。

　マシロは、『？』を頭に浮かべながらも、

「うん、判わかった。カナ」

　と、答えた。

「──ましろん、ひなっち」

　ふたりを呼ぶ声。

　忍がこっちを見て、手を振っていた。

　マシロと花向が話をしているまに、忍たちと距きよ離りが開いていたみたいだ。

「遅いと先にいっちゃうよ～～？」

　明るい笑え顔がおで、忍が言った。

「はいはーい」

　また歩きだした忍シノブたちに、早足で追いつこうとするマシロだった。

　けれど、

「かなっち……じゃないや、カナ？　どうしたの？」

　花向カナタが忍たちと距きよ離りを空あけたままになっていた。

　まあ、先に行かれたからって問題があるワケじゃないけど。

　すると、

「ミズタマ、おまえ、今日きようも寮りようにくるのか？」

　花向が訊きいてきた。

「え？　なんで？」

　そんなことを訊くんだろう。ほとんど毎日いってるから、そりゃ、今日もいくけど。

　けれども？

「べつに、なんだっていうワケじゃないんだ……けど……」

　さっきまでビッグな態度で接してきていたのに、花向が急にもにょった。

　どしたの？

「あのさ、いや、今日……」

「今日？」

「うん。今日さ」

「なんかあるの？」

「あるっていうか、なくてもいいっていうか、まあ、たいしたことじゃなくて、ただ……」

　歯切れが悪い。非常に悪い。

　花向がこんな風ふうだと調ちよう子しが悪い。

　なんか、イタズラの前触れなんじゃないかと、マシロが胡う散さん臭くさい瞳ひとみを向けそうになっているのをさっしたのか、花向がようやく、それを告つげた。

「お祖ば母あさまに映画のディスクをもらったから、今日、観みようと思っているんだ。みんなといっしょだから、ミズタマも……って、陽ヒ向ナも言ってたし……」

「映画？　って？」

「おれたちの、……母親が出てるヤツ」

「──観る！」

　花向にかぶせ気味に、マシロは言った。

「てか、観たいっす！」

　ちょっと興こう奮ふん気味。

「そっか。じゃあ、寮に帰ったら、観るから」

「うん、判わかった。なんか、今からたのしみなんだけどっ」

「騒さわぐなよ、それくらいで……」

　花向カナタは、少しだけ頰ほおを紅あかくしていたが、

「いくぞ、ミズタマっ」

　急に早足になって、先に歩きだして表情は見えなくなってしまった。

　ぱたぱた、と小走りになるようなうしろ姿は、花向だけじゃなく、陽向ヒナタもそこにいるように見えた。

　ちゃんと、此こ処こには、ふたりがいるんだと、マシロは感じた。

「あ、そうだ」

　思いついた。

「映画観みるとき、アレ作ってみようかな……。お國くにさんに作レりシ方ピ聞いたし」

　うまくできるといいな。

　よろこんでくれるといいな。

　炭たん酸さん水すいの泡が、ぷちぷちと弾はじける。

　冷たくて、すっぱくて、でも、甘い、

「──ハニーレモンスカッシュ」

　愛情は、いっぱいかどうかは、判わかんないけどさ。
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　はじめまして、おひさしぶりです。

　ハセガワケイスケです。

　ここからは、あとがきというよりも、個人のらくがきのようなモノになります。なので、お茶うけのメープルクッキーのようなカンジで、お気軽に、お時間があるときにでも読んでいただければと思います。ではでは。







　というワケでして。




　いつも、やさしくなりたいと想おもっているひとがいます。願ねがっています。だけど、やさしくなりたいと、やさしくしたいと思うそのひとを想って口にした言葉が、相手を傷つけてしまうことがあります。そして、たいせつなそのひとを傷つけたことで、自分自身を、心を傷つけてしまいます。痛くて、哀かなしくて、辛つらくて、寂さびしくて、泣きたくなります。きっと、お互いに。

「なんで、あんなこと言っちゃったんだろう。言わなきゃよかった」そんな風ふうに考えはじめると、やがて、心はすごく臆おく病びようになって、言葉をいわなくなってしまうかもしれません。怖こわいから、心を見せなくなってしまうかもしれません。想いを殺してしまうかも知れません。本当は、心に触れたくていった言葉のはずなのに、辛いだけになってしまったから。傷つけると、傷つくから、痛いから。すごく怖いです。たくさん、たくさん、涙が出て止まらなくなります。

　けれど、その涙を止めるのも、たぶん、言葉や心なんじゃないかと思いました。臆病だから心を閉ざして、本当の心を見せたくなくなります。傷つけないようにしよう、傷つきたくないから、と思うようになってしまいます。すると、相手のことを想って言ったはずの言葉はいつか、自分が傷つかないようにするために相手が傷つかない言葉になってしまいます。相手のためが、自分のためになってしまいました。こうなってしまうと、相手にはその言葉が本当には届かなくなるんじゃないでしょうか。やさしい言葉のフリで、自分を傷つけないようにして、その言葉は相手に向けられているけれど、自分のための言葉です。たいせつだったはずのひとを透すき通って、何ど処こにも届かずに、すぐに、この世界から消えてしまうのかもしれません。だって、想いはもう死んでしまっているんですから。

　──やさしくなる。というのは、もしかしたら、自分のためなのかもしれません。自分が傷つかないようにするための、ひどくあいまいで、イビツな方法です。

　けれど、それでは、とても哀かなしい気がします。やさしくなりたいから、ただやさしいだけの言葉しかいえなくなる。想おもいが消えた言葉。すぐに透すき通って消える言葉。すべてを納なつ得とくする前に、もう一度だけ考えてみることにしました。たいせつなひとのためになれるなら、相手が傷ついても、自分が傷ついても、想いを届ける言葉があってもいいんじゃないかと。もし、それを『やさしさ』と呼ぶならば、それはたぶん、ひどく不器用なやさしさでしょう。傷つかない傷つけないのがやさしさなら、反対に、傷つけるのも傷つくのも必要なやさしさもあるんじゃないでしょうか。

　だとしたら、やさしくなる。ということは、傷つくことかもしれません。

　だとしたら、想いに不器用なひとほどやさしいということになってしまうかもですけど（笑）。

　やさしさは、ひとつではありません。きっと。ひとそれぞれにあるものなのではないでしょうか。たとえば、この物語りの登場人物たちの〝想い〟とおんなじで。

　だから、あなたが、やさしくなりたいと思っていたりするときに、すこしでもこの物語りを、彼女たちのことを思い出してもらえるなら、「とんでもなくしあわせかもしれない！」と妄想にひたったりしてみます。

　だって、これは、あなたのための物語りなんですから。

　この物語りがあなたのやさしさのひとかけらになれますよう。

　なので──




　どうか、おもしろかったら笑ってください。

　どうか、つまらなかったら笑ってやってください。




　そして、この本を、この物語りをめぐる、

　すべてのひとたちに、こころから感かん謝しやさせてください。




　ありがとう。











二〇〇八年　秋と仲良くなりたいと願ねがいながら　　　　　ハセガワケイスケ　
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　──涙のかわりに、ありがとうをいうよ。







[image: ]







[image: ]







[image: ]







ハセガワケイスケ

12月26日。福井県にて生まー。







背中に羽が生えて、空を飛ぶ夢を見たりしました。でもせっかく飛べるのに、背高ノッポの樹にとまって、ずっとよく知った街を眺めていました。うーん、贅沢しました!?
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七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
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